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オトメ３原則！　５


松　智洋










この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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Ｃｈａｒａｃｔｅｒｓ



大河原本気（おおがわらもとき）


天才的ロボット工学者の一家に生まれた少年。ロボット好きだが、家族へのコンプレックスから一時は遠ざけていた。別居中の両親から離れて一人暮らしをしている。あだ名はマジ。






久遠　遙（くおんはるか）


本気の幼馴染みで半同居状態で暮らしている。幼い頃に両親をロボットの事故で亡くしており、ロボット嫌い。外ではクールで知的な優等生。本気の前でだけ甘えん坊の素に戻る。






ラブ


本気のもとに父親が送ってきた人型ロボット。《０システム》という謎の機構を搭載し、人間のように感情を見せたりものを食べたりもする。好物はドーナツ。






永野明里（ながのあかり）


生まれつきの難病により車椅子で生活しているが、そんな境遇とは裏腹に明るく行動的な性格な本気の先輩。生徒会長であり、本気の所属する「ロボロボ部」の部長でもある。






大河原勇希（おおがわらゆき）


本気の姉。大学生にしてすでに世界的に知られたロボット工学者でもある。クールで学者肌な性格だが、ネーミングセンスに独特の感性を発揮する変わった面もある。ややブラコン気味。






小松崎公恵（こまつざききみえ）


本気のクラス担任。小学生のような見た目で、同僚の教師や父兄に温かく見守られている。生徒からは「キミちゃん」の愛称で呼ばれる。本人は教師としての威厳をもちたいと思っている。






宮武富子（みやたけとみこ）


新聞部に所属する本気のクラスメート。学園一の情報通で遙の親友。後者は自称。近隣の情報をネタにする大手ブロガーでもある。名前で呼ばれるのを嫌がる。






川森慎太郎（かわもりしんたろう）


メガネがトレードマークな本気の友人。自他共に認めるネット廃人で、だいたいの知識の出所が某巨大掲示板。ロボロボ部のメンバーでもある。口癖は「ジョーシキ的に考えて！」






高倉康夫（たかくらやすお）


本気の友人。少し幼い顔立ちながらも美形。人当たりが良く、とくに女子と打ち解けるのが得意。ロボロボ部ではプログラムを担当し、そちらでも非凡な才能を発揮する。年上が好き。






カムイ（鷲わし尾お神楽かぐら）


ラブと同じく《０システム》を搭載した人型ロボット。型番はプロトⅠ。ナノマシンを操り、すべての《０システム》を破壊することを目的としている。









Ｃｏｎｔｅｎｔｓ




プロローグ



第一章　心の距離

第二章　仲間の距離

第三章　二人の距離

第四章　家族の距離

第五章　過去との距離



エピローグ


あとがき








イラスト／ななろば華












あらすじ！




少しだけ未来の時代。世界はネットワーク化されたロボットにより人間が家事労働から解放されつつある。

そんな中、著名なロボット工学者を両親に持つ大河原本気は、自分と幼馴染みで両親を亡くして大河原家に引き取られている久遠遙の身の回りの世話をする目的で、父の開発した新型ロボット「ラブ」を預かる事になる。ロボットであるにも拘わらず、人間の心を再現する０システムを搭載したラブはドジでおっちょこちょいとしか言えず、むしろ本気たちに苦労をかける。本気の両親は別居しており、姉の勇希が保護者代わりを務めていたが、当初、彼女はラブの同居に反対する。もともと母と姉は本気と遙の一人暮らしに反対しており、二人は幼い日からの約束「ハルカちゃん３原則」を守りつつ、家族に親しすぎる関係がばれないよう助け合って暮らしていたのだ。いくつかの試練を越えてラブとの暮らしを勇希が認めてくれた矢先、ラブは転校生としてやってきた同型機カムイに命を狙われる。０システムを危険なものだと断じるカムイの手で、ラブは一度破壊されてしまう。復活させるには本気の母の協力が必要だった。母の協力を得るために本気たちは足の不自由な明里の為に歩行器ロボットを完成させ母を納得させる。その結果ラブは復活するが、その過程で０システムはナノマシン『ゼロ』と呼ばれる超兵器を扱える事が判明。そして真実を知るはずの本気の父の突然の失踪。ラブと０システムを巡る謎は、危険な香りを放ちながら核心に向かっていく……







　ぼくのゆめ


いちねんにくみ　おおがわらもとき



　ぼくは、いつかおとうさんみたいなロボットをつくるかがくしゃになりたいです。

　にんげんみたいなロボットをつくって、みんなをしあわせにしたい。

　ロボットがにんげんのかわりにはたらいてくれたら、よのなかがべんりになります。

　おとうさんとおかあさんは、そのためにがんばっています。

　だから、なかなかおうちにかえってこられないけれど、ぼくはがまんできます。それはおねえちゃんも、はるかちゃんもおなじだっていってました。

　いつか、おねえちゃんもぼくも、おとうさんたちとロボットをつくれるようになったら、みんなでいっしょにいられるとおもう。だから、ぼくはがんばります。

　にんげんとおなじロボットをつくれたら、そのロボットもいっしょにかぞくとしてくらしたいです。それがおとうさんとおかあさんのゆめだから、ぼくもそのゆめをかなえたいです。











（担任メモ・授業参観にご両親は参加されず。後日郵送の予定）
















プロローグ









　一難去ってまた一難、とはよく言うけど、ラブが来てからの俺の日常はそんな言葉では言い表せない気がする。むしろトラブルとトラブルの間に少しの息抜きが挟まっているくらいだ。

　俺、大おお河が原わら本もと気きは普通の高校二年生だったはずだ。両親が少しばかり有名なロボット工学者だけど別居中で不仲なのに悩まされていたり、両親を失ってウチの家に引き取られ、兄妹同然に育った幼おさな馴な染じみである遙はるかとの関係を周囲に隠す為に苦労していたりはしたけれど、概おおむね、普通の範はん疇ちゆうに入る日常を送っていたはずだった。

　なのに、親父おやじから人の心を再現した人工頭脳『０ラブシステム』を搭とう載さいした人型ロボット、ラブが送られて来てから、毎日のように新しい事件が巻き起こっている気がする。

　その中でも、今回の出来事は極めつきという感じだった。姉妹機であるカムイに壊されたラブをやっと復活させた矢先の俺に襲いかかったのは、信じられないような連絡だったのだ。




「親父……なんか研究所辞めちゃってるらしい。音信不通だって……」

　電話を切って、なんとかそれだけを伝えた俺は絶句する。

　世界的に有名なロボット工学者である俺の親父は、家にいるよりも研究所にいる方が圧倒的に多い生活をしていた。そんな親父が、いきなり研究所を辞めていたなんて……

「マ、マスター……そ、それって、どういうことですか？　ラブ、わかりません」

　人の心を再現するシステム、０ラブシステムの実証実験機プロトⅡとして親父に作られたラブが、心配そうに俺の顔を覗のぞき込む。人工的に作られたはずの完かん璧ぺきな美び貌ぼうに、とんでもなく人間的な気遣いの表情を浮かべている。だけど、俺にだって訳が判らないんだ。俺は首を振るしかない。誰よりも先に立ち直ったのは、幼おさな馴な染じみの久く遠おん遙だった。

「と、とにかく、おばさまと勇ゆ希きさんに知らせないと、マジくん」

　俺と一緒に育った遙にとっても、親父は父親代わりだ。ほとんど帰って来ないような父親だったけどな。遙にそう言われて、俺もやっと我に返った。

「あ、ああ、そうだな……」

　促されて携帯電話を持ち直し、俺はいったいどう説明すればいいのか途方に暮れる。考えてみたら勇希姉ねえたちはもう知っているのかもしれない。だから、親父と連絡取るように、母さんと勇希姉からメールが送られて来たのかも。

「マスター……大丈夫ですか？」

　ラブが不安そうな顔で俺を見つめるけど、笑い返すこともできない。

「ラブ、コーヒー淹いれてくれる？　マジくん、ちょっと落ち着いた方がいいから」

「はいっ、ラブ、コーヒー淹れて来ますですっ！」

　自分に出来ることを頼まれたラブは、キッチンに駆け出す。

「マジくんはそこに座って。ラブがコーヒー持ってくるまで深呼吸してて。私、学校に戻って荷物取ってくる。小こ松まつ崎ざき先生にＨＲホームルーム抜けたこと謝っておくから」

　テキパキと指示を出し動き出す遙は、甘えん坊の幼馴染みじゃなく優秀な生徒会役員そのもので、しっかりした遙の姿に狼狽うろたえることしかできない俺は、少し気き後おくれしてしまった。

「遙……」

　学校に戻ろうとする遙に、情けない声で呼びかけてしまう。その声に振り返った遙は、足を止め俺を見つめた。薄い色の長い髪、こぼれそうに大きな瞳、ずっと成長を共にしていた少女は、見慣れていても驚くほどの美少女だ。その遙がきゅっと俺に抱きついてくる。

　ツインテールに結んだリボンが俺の目の前で揺れていた。

「マジくん、あたし、ここにいた方がいい？」

　遙の体温と早い鼓動が身体からだ越しに伝わって、俺はやっと息を吐いた。小さな頃から、不安になると抱きついてくるのは遙の方だった。「マジくんエネルギー補給」なんて言いながら。だけど今は、遙が俺にエネルギーを注いでくれていた。不安なのは同じはずなのに。

「緊張してたんだね、マジくん」

「うん……情けないな、遙はしっかりしてるのに」

　息をして少し力の抜けた俺の胸で、遙はかぶりを振る。

「違うよ。あたしだってどうしていいか判らないもん。でも、マジくんが側にいるから……遙は大丈夫なんだよ」

　抱きついた体勢のまま、俺を支えるように遙は微ほほ笑えんだ。

「……はは、ハルカちゃん３原則だもんな。俺は、遙の世話をしないと」

「そうそう。第一条、マジくんは遙ちゃんのお世話をしなければならない！」

　幼い日の約束を持ち出した俺に、遙は笑顔になって更に強く俺にしがみついた。自分が落ち着いていくのを感じる。そうだ。遙のためにもしっかりしないと。

　親父は元々変わった人で、自分の気持ちをあまり表に出さない。単に何か行き違いがあって連絡が取れていないだけかもしれない。より良い条件で研究させてくれる海外の会社にヘッドハントされて、まだ連絡が来てないだけってこともありうる。

　一番心配なのは、カムイ……ラブの先行型で得体の知れない力を持っている０ラブシステム実証実験機プロトⅠが関わっている事だ。彼女は、０システムに関わるものを消し去ろうとしている。人間を傷つけたくないと言ってはいたけれど、それがどの程度真実かは判らなかった。
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　その時、いい香りのする珈琲コーヒーを持ってラブが戻って来た。

　抱き合っている俺たちを見て、ラブは不満げに声を上げる。

「あっ、遙さん、マスターっ！　ずるいです！　ラブも一緒にぎゅってしたいです！」

　こぼしそうな勢いで珈琲をテーブルにおくと、ラブは遙と俺にしがみつく。

「もうっ、ラブったら。こういう場面では少しは遠えん慮りよして欲しいな」

「遙さんはサブマスターとして登録されていますが、そのご指示は優先命令として受けていないです。それに、ラブはマスターだけでなく遙さんにもエネルギーを貰もらいたいのです」

　修理されたばかりのラブは、また少し成長したみたいに見える。

　優しい笑顔は、俺たちが不安を感じて抱き合っていることを理解しているみたいだった。

　機械の身体だけど人間と変わらない体温を持つラブに抱きすくめられ、俺と遙は顔を見合わせてくすりと笑った。親父のことはもの凄すごく心配だけど、考えても仕方ない。まずは母さんと姉さんに報告しないと。二人の家族に支えられて、俺は出来る事をすることにした。

「ラブ、遙、とりあえず俺、母さんに連絡するから……」

　言いかけたその時、いきなり俺の携帯電話が鳴った。

「あれ？　母さんかな」

　慌てて通話ボタンを押した俺の耳に飛び込んできたのは、なんと俺たちの担任、小松崎公きみ恵え先生の叫び声だった。

「まじくんっ、どこにいるんですかっ！　大変なんですよっ！　先生、事務のお姉さんに超叱しかられたんですけどっ！」

　俺と遙は顔を見合わせた。何が起こったのか、さっぱり判らなかったから。

　そしてそのまま俺と遙は学校に戻り……驚くような事実を告げられたのだった。




　母さんたちに俺が連絡を入れたのは、学校から帰って落ち着いてからだった。

　ほどなくして大河原家のリビングには、俺、大河原本気の家族全員が集まっていた。

　母さんに勇希姉、それから遙にラブ、それとアラシもいる。

　姉さんと一緒に来たえふさんが、みんなの為にお茶を用意してくれていた。

　こんな風に我が家のリビングに家族が集まるのは、両親の別居以来初めてかもしれない。

　ラブが来てからいろんな事があって、俺たち家族は今までになく会話した気がする。だけど、集まった理由が親父の失しつ踪そうっていう事実を思うと歓迎する気にはなれない。

　しかも、気の重くなる報告だけが大量にあるのだ。俺は母さんと姉さんに見つめられながら判った事を説明していく。遙とラブも、神妙な顔で話を聞いていた。

「……ってことで、会社は辞めてて。しかもその後、学校から呼び出されたんだけど、俺と遙の卒業までの授業料が予備費付きで振り込まれたらしくて。来年度の授業料を払われても困るんですっ、て公恵先生が大弱りしてるんだ。それで気になって俺たちの生活費が振り込まれる口座を調べたんだけど……見たこともない金額になってて」

　そう言って、俺は通帳をテーブルにおいた。姉さんが無表情にそれを一いち瞥べつする。

「で、あの人、あなたの口座にどれだけ振り込んだの？」

　通帳には手を触れず、母さんがキーボードを恐ろしいスピードで叩きながら聞く。どうやら、いろんな人と連絡を取っているようだ。母さんが事態を深刻に捉えている証あかしだと思う。

「ええと……一、十、百、……九桁けた、かな？」

　目が眩くらんで細かい数字は覚えていないんだけど、桁だけは俺と遙とラブで何度も数えたんだ。

「……最低一億は振り込んだってことね」

「父さん、どうやってこんな金を……授業料だって払わないくらいだったのに」

　母さんの確認に俺は不安を打ち明けた。うちにそんなお金があるなんて信じられない。動どう揺ようしている俺に、実の姉であり、自身も有名なロボット工学者である勇希姉が、感情を表さない顔で解説してくれた。

「ふむ。おそらく父さんが持っている特許の使用料などを貯めていたんだろうな。どうやら父さんは案外無責任でもなかったらしい。それは本気と遙さんが大学を出るまでにかかる費用ということだろう。それだけあれば私立の大学のどこでも、留学費用すら賄まかなえる」

　な、なるほど。でもそれって……それまで帰って来ないつもりってことだよな。

「親父……失しつ踪そうする気満々だったってこと？」

「そう思えるわね」

　母さんがキーボードを打つ手を止めて、ふうっとため息をついた。

「……どうやら、こちらも情報はないわね。誰も知らないみたい」

　諦めたようにノートＰＣを閉じると、母さんは疲れたように俺たちの方を見た。

「可能な限りあの人の居所を聞いてみたけど、手がかりすら摑つかめないわ。判ったのは最後にいたのがプラハだということだけね。それもかなり前の話よ」

「母さん……父さんは、完全に行方ゆくえ不明ということですね」

　勇希姉の言葉に母さんが頷うなずき、リビングに重苦しい沈黙が広がった。

　親父と連絡が取れなくなることは、これまで何度もあったけど、今回ばかりは少し様子が違う。携帯を解約し、仕事を辞め、おまけに俺には億の振り込み。あからさまに計画的だ。何があったんだよ、父さん！

「……私に出来るのはここまでね。あとは警察に任せましょう」

　警察という単語に、遙が怯おびえたような顔をする。その気持ちが判ってしまう。俺は、不安を隠すように、努めて明るい声を出してみる。

「ま、まだあるんじゃないかな？　もう少し探してみようよ、親父が行きそうなとこ。すぐにひょっこり帰って来るかもしれないし……」

「言ったでしょう。当たれるだけのところは当たってみたの。これ以上は、無意味よ」

　母さんの冷静な言葉が、妙に冷たく聞こえて、俺は自分の表情が強こわばるのが判った。

「無意味って……そんな」

　勇希姉も言葉を継ぐ。

「本気、現在の私たちの出来るだけのことはしたんだ。それは判るだろう？」

「判ってる。判ってるけど、でも……」

　納得できないんだ。まだやれることがあるんじゃないか？　正直、捜索願いを出すのは、父さんが大変な事になっていると決めつけるみたいで怖かったのかもしれない。

「マジくん……」

　隣にいた遙が、そっと俺の手に触れる。

　気遣ってくれているのだと判っていても、今はうまく言葉が出なかった。

「博士……どこにもいないですか？」

　その時、ラブがぽつりと呟つぶやいた。ずっと『心』を停止させていたが、今は以前のラブに戻っている。その為か、ラブの顔にも不安と焦しよう燥そうが見えた。彼女は『心』を持っているんだから。

　我が家に来る以前は親父がラブのマスターだったんだ。

　別居してた母さんより、息子の俺よりラブは親父の近くにいたはずだ。ラブの生みの親は遙の両親だそうだけど、親父はラブの育ての親みたいなものだ。そこであることが閃ひらめいた。一番最後に、親父と一緒にいたのはラブなのだ。俺はラブの両肩を摑つかんだ。

「そうだ！　ラブっ、おまえなら父さんがどこにいるか判らないか？　行きそうな場所とか、声が掛かってた企業とか……とにかく、なんでもいい。ヒントになりそうな事があったら教えてくれ」

「え、え、あの、はいです！　でも、ラブは……えっと……」

　俺の言葉にラブは目を白黒させる。

「落ち着いて、マジくん」

　遙が腕を強く引いて、ラブに詰め寄る俺を止める。

「あ……」

　気づけば、ラブが今にも泣きそうな顔をしていた。

「……取り乱して、ごめん、ラブ。遙も……」

「気持ちは判るけど、落ち着いてねマジくん。ラブだって、やっと直ったばかりなんだから」

「ごめんなさい。ラブは……あまり研究所の外での事は知らないんです。でも、メモリーを全力で検けん索さくして、関係ありそうな項目を探しますね。待っていてください、マスター」

　遙とラブに慰められて、自分が冷静じゃなくなっている事を自覚する。俺はもう一度謝ると席に戻った。それを待っていたようにえふさんがミルクたっぷりの温かい珈琲コーヒーをくれる。一口飲むと凄く甘くて、なんだか子ども扱いされたようで気恥ずかしくなった。

　俺が落ち着くのを待っていたように、母さんは姿勢を正した。

「とにかく、警察には届けます。あとは待ちましょう。あの人のことだから、また研究に熱中しているだけかもしれないわ。大事な事は言わない人だから。また何かトラブルを抱えて、私達と話し合うことから逃げたのかもね」

「でも、カムイが原因だとしたら……」

「プロトⅠに襲われたんだとしたら、それこそ今の時点で私達に出来る事はないわ。ただ、ラブが襲われていたんだから、同じ時期にあの人をも狙うとは考えにくいわね。だけどもしそうだとしても、私に黙ってプロトシリーズの研究を続けていたんだから自じ業ごう自じ得とくかもしれないわ」

　冷たく言い放った母さんに一瞬反発しそうになる。だけど母さんの疲れた顔を見ると、何も言えなかった。喧けん嘩かして別居しても、夫婦なんだ。心配していないはずがない。

「本気、あらゆるところに連絡は入れた。情報を待つしか今は出来ることがない。待てるな？」

　俺よりずっと大人の勇希姉は、母さんの気持ちも判っていたのだろう。

　反論も出来ず、俺は黙って頷いた。自分が何も出来ない子どもだと言われているようで、とても悔しかったけれど……俺には、それしか出来なかったのだ。

　母さんは警察に捜索願いを出すために外出し、勇希姉も放り出したままの仕事を終わらせるために大学に戻って行った。

　残された俺と遙とラブは、いつものように三人で食事をした。母さんたちは今晩はうちに泊まると言ってたけど、俺たちが風ふ呂ろに入って床につくまで帰って来なかった。色々とやることがあるんだろうな。それにしても、ラブが元に戻り、せっかく以前のような生活が戻ってきたはずなのに、その喜びが次の心配にあっという間に押しつぶされたことが切なかった。

　父さん、どこにいるんだよ。せっかく、ラブを修理出来たって言うのに。聞きたい事が、いっぱいあるって言うのに……早く帰ってきてくれよ……怒らないから……

　そんなことを思いながら、俺は目を瞑つむったまま眠れない夜を過ごしたのだった。




　遅く帰って来た母さんたちを起こさないように二人の朝食を作り、俺は学校に向かった。

　えふさんとラブが手伝いを申し出てくれたけど、自分でやるからと断ったのだ。

　せめて、昔みたいなことをしたかったのかもしれない。最近手を抜きがちな家庭菜園で採ったハーブでお茶をいれておく。母さんは、これが好きだったはずだ。

　空き部屋になっていた、母さんの部屋と勇希姉の部屋に、それぞれが眠っている気配がして、俺は懐かしいやら切ないやら複雑な気分を味わった。

　母さん達がいるのが判っているので遙が起こしにこなかったことも、妙に寂しく感じてしまう。昔は、遙も一緒に朝ご飯を食べていたのだ。気を遣っているのは判るけど……。俺は遙の分も弁当を用意して五分も離れていない学校に向かった。有り難いことに学校はいたって平和で、昨日帰りのＨＲ前に遙とラブと抜けたことも、騒ぎにはなっていなかった。

「部長がロボコンの用事だって、言い切ったからね」

　高たか倉くら康やす夫おが、機嫌良く説明してくれた。俺たちの不在に気付いたロボロボ部部長の明あか里りさんが庇かばってくれたそうだ。そういえば、昨日の夜、ガレージまでカバンを持ってきてくれたっけ。

「そっか……でもマジのお父さん、まだ連絡が取れてないんだ。心配だね」

　康夫と、ネットに詳しい悪友の川かわ森もり慎しん太た郎ろうが言うには、父さんが行方不明だという話は昨夜ゆうべからちょっとした話題になっているそうだ。母さんたちが、あちこちに連絡をして父さんを探したのだから、当然かもしれない。あれでも世界的に有名な科学者だもんな。

「まあ、いつものことと言えばいつものことなんだけどな」

　一晩経ったからか、俺は少しだけ落ち着いて状況を見られるようになっていた。

　父さんのことだから、案外どこかで飄ひよう々ひようとしているだろうと、そんな風に考えることにしている。そうでも思わないとやっていけないってのもあるんだけど、父さんは実際、良くも悪くも研究バカでタフな人ってイメージなのだ。どこでも研究さえ出来ればいいみたいな。

「フリーになった大河原博士に企業からのオファーが殺到して、面倒くさいから隠れてるって噂うわさも流れてるよ」

「はは、それならいいんだけどな」

「まー、新しい美少女ロボを作ってラブラブ二人暮らし満まん喫きつ中かもしれないしな！」

　慎太郎、そういうことを実の息子の前で言うお前の神経を疑うぞ。

「ちょっと、先生来るよ！　変な事言ってないで席に戻りなさい！」

　不機嫌そうな遙に首を竦すくめて、慎太郎たちは俺の席から離れていく。遙は一瞬俺と視線を合わせる。そして軽く机を指で叩いた。「オベントウアリガト」とモールス信号。

　騒がしい教室で二人だけに判る合図に、俺は頷うなずいた。

　その時、遙の言ったとおり教室の入り口から小松崎公恵先生が小さい顔をひょっこり覗のぞかせた。生徒にしても背が低くて、かといって小学生が高校に迷い込んできたわけでもない。見た目は幼女でも立派に成人した女性であり、俺たちの担任だった。だけど、１時限目は公恵先生の授業じゃなかったような……？

　公恵先生は誰かを探しているらしくキョロキョロと教室の中を見渡し……俺と目が合った。

「あ、まじくんまじくんっ、ちょっといいですか？」

「はい？　俺ですか」

　公恵先生は真ま面じ目めな顔で、入り口から俺を手招きする。俺は呼ばれるままに教室を出た。

「まじくん、昨日のお金の事もあるんだけど……お父さんと連絡がつかないって本当ですか？」

　人ひと気けのない場所まで行ってから公恵先生はそう切り出した。もう知られてしまったのかとため息が出る。せっかく明里部長が誤ご魔ま化かしてくれたのに、父が有名人なのも考えものだ。

「ええ、まあ……」

「そうですか、やっぱり……うーん、困りました」

「キミちゃん？」

　公恵先生は、「キミちゃんって呼んだらめーです」とも言わずにひどく困った顔をする。

「ということは、まじくんのお家はまじくんだけしかいないんですよね？」

「まあ、一応ラブもいますけど」

　あと、ほとんど同居同然の遙もいるが、それは学校では秘密ということになっている。

「いま、まじくんの保護者はお父さんってことになってます。でも、こんな風に連絡がとれなかったりすると、学校としてもちょっと困るというか……いえ、もちろんご家庭の事情に口出しするつもりもないんですよ？　でも、未成年が保護者抜きで暮らすとなると……」

「キミちゃん先生、なにが言いたいんですか？」

　なぜかやたらと言いにくそうな公恵先生に痺しびれを切らせて聞いた。

「つまりですね、いまのうちにまじくんの保護者はお母さんに引き受けてもらった方がいいんじゃないかと思うんです。学校としては、保護者がいないとしかるべき機関に連絡しないといけなくなるんです。それは、ちょっと大事になるというか……」

　困った顔の公恵先生に言われて初めて状況を理解した。

「で、でも、すぐに帰って来ると思うんですけど……」

「あ、は、はい。先生もそう思いますよ。でも、学校にも取材の申し込みがあったり……色々と職員会議でも話題になっているというか。ぶっちゃけ、お母さんがいるんですから、今は、頼った方がいいと思うんです」

　公恵先生は、真剣な顔で言った。実際、俺が思っているより親父おやじの失踪は大きいニュースとして扱われているのかもしれない。俺はいいけど、遙が巻き込まれる可能性があるとしたら放っておく訳にもいかないと思われた。

「……判りました。相談してみます」

「お父さんのこと心配でしょう……そんな時に、ごめんなさい、まじくん、でも」

　すまなそうに俺を見上げる公恵先生に、俺は頷くしかない。

「いえ、公恵先生のせいじゃないですから。ホント、うちの親父ときたら……これですぐに帰って来たら、ぶん殴なぐってやります」

「あはは、お手柔らかにね。じゃ……えと、あ、あのね……元気出してね、まじくん」

　俺の回答に神妙な顔をしてぺこっと頭を下げ、何度も俺を振り返りながら公恵先生は職員室へと戻って行った。いろんな人に心配かけてるなぁ……俺はこの件が発覚して以来何度目か判らない巨大なため息をつくと、遙たちの待つ教室に戻ったのだった。




　放課後、ロボロボ部の活動を断った俺は、どう話せばいいか考えあぐねながら帰宅した。ラブと遙も一緒だ。ラブはいつも通りだが、遙は状況を理解して浮かない顔をしている。

「……大丈夫かな。マジくん」

「判らないな。ロボコンからこっち、以前よりは俺のことを認めてくれていると思うけど」

　実のところ親父は行方ゆくえ不明になる前から保護者失格で、ほとんど家にいなかった。

　それでも何とかやってこられたのは、遙と二人で力を合わせていたからだ。と言っても、家事全般は俺の仕事だったんだけどね。ラブが来て、今はその点は楽になっている。

　とはいえ、マスコミが来るとか、学校との対応は保護者不在という訳にはいかない。

　公恵先生の言い分はもっともだった。だけど、それとは別の問題があるのだ。

　我が家のもつ複雑な事情に、これがどういう影響を及ぼすかは考えたくもない。

　なんと言っても俺と遙がこの家で暮らす事に賛成したのは、父さんだけだったのだ。もともと両親の不仲が原因とはいえ、俺たちの意志を尊重してくれたのは感謝してる。

　逆に母は、俺たちだけの暮らしをとても心配していた。遙に別の家を用意したのは母さんのアイデアだ。先日のロボットコンテストで成果を出してから、少しは態度が軟化してくれているけど、このことを話したらどう反応するか判らなかった。

　母さんに話したら、大変な事になりそうな気がする。それを考えると、とても気が重い。

　俺は何度も深呼吸してリビングに入ると、案あんの定じよう、そこには母さんがいた。

「お帰り本気。えふさんに聞いていたよりかなり早いわね」

　疲れた感じの顔で迎えられて逃げる訳にもいかない。俺は、覚悟を決めて学校であったことを話した。母さんは、しばらくの間黙って俺の話を聞いてくれた。

「そう……保護者の変更は、この状況では当然でしょうね」

　話を聞いた母さんは、頷いた。それから思い直したように笑顔になって言う。

「そういうことなら、早い方がいいわね。すぐに引っ越しの準備をはじめましょう」

「引っ越し？」

「そうよ。私が保護者になるんだから、私の家で一緒に暮らすのは当然でしょう？」

　俺は母さんの言葉に驚いた。

「ちょ、ちょっと待って、保護者って学校と連絡がつけば十分だよ。今まで通り、ここで暮らせばいいだろ？」

「なぜそうなるの？　ここにいる理由なんかないわ。私の家には、もともとあなたたちの部屋が用意してあるのよ。それにおばあちゃんが残してくれたあの家、マジも好きだったでしょ？」

　不思議そうに言われて、俺はショックを受けていた。どうしてこんなに衝撃を受けているか判らなかったけれど、とにかく、この家を出て行きたくなかったのだ。

「まあいいわ。話は引っ越しが済んだ後にしましょう。えふさん、準備を……」

「だから、勝手に決めないでくれ！　だいたい、遙やラブはどうするんだよ。俺は二人を置いて行くのは嫌だからなっ」

「もちろん、二人とも私が責任を持って面倒をみます。最初から遙さんもマジも私が引き取るつもりで用意したんだもの。遙さんの部屋もあるわ。ロボットのメンテナンス設備も当然最新型があるわよ。メンテナンス槽そうは専用のを増設しましょう。ここのガレージにある旧型より、我が社の製品の方が圧倒的に高性能よ。ラブの性能もあげられるかも」

　いっそ楽しそうな顔で立ち上がった母さんは、俺たち三人に微笑んだ。

「で、でも……！」

　言い募つのりながら、俺は自分が、母さんと勇希姉がこの家にいてくれることを期待してたことに気付いた。父さんが研究所を辞めたことを伝えてすぐ駆けつけてくれて嬉しかったし、今日も帰らずにいてくれた。父さんが見つかるまでいてくれるんじゃないかって思ってたんだ。

　公恵先生に保護者の変更を言われて、相談しようと思ったのは……なんとなく昔に戻れるような気がしてしまったからなんだと思う。だけど、母さんにとっては違っていたみたいだ。

「遙さんも用意してちょうだいね。取りあえず何日か分の服と教科書とかで十分かしら。ちゃんとした荷物の移動は後でゆっくりやりましょう。メンテナンス機材は持たなくても平気だから、ラブはアラシだけ連れてくればいいわ」

　母さんは笑顔を二人に向ける。ラブは困った顔で俺の方を向き、遙は曖あい昧まいに微ほほ笑えんでいる。

　俺は、気持ちの整理も付かないままで母さんの前に立つ。

「ちょっと待って、母さん、気が早すぎるよ。俺たちの意見も……」

　その時、遙が口を開いた。落ち着いた声で。

「……私はここに残ります」

　俺には思いもよらない言葉に背中に庇かばったはずの彼女を振り向く。

「遙？」

　遙は、優等生モードでも、甘えん坊モードでもない、不思議と自然な表情で微笑む。

　母さんも意外だったようで、俺を押しのけるようにして遙に両手を伸ばした。

「遙さん、遠えん慮りよはしなくていいのよ。あなたのご両親は私にとっても親友だもの。あなたのことは、私が責任を持って面倒みるって、二人の墓前で約束したんだから。私に、あなたの面倒みさせて欲しい」

　優しく母さんの手を取って、遙は微笑んだ。

「ありがとうございます、おばさま……おばさまのお気持ち、とっても嬉しいです。でも、マンションの自分の部屋もありますし、そこで……ひとりで暮らせます。遠慮とかそういうのじゃなくて、私はそうしたいんです」

　俺はびっくりして、しばらく口が利きけなかった。だって、俺にべったりの遙が俺から離れると言い出すなんて。『ハルカちゃん３原則』はどうなるんだ？　俺は、遙の世話をする約束をしてるのに……その約束はどうなっちゃうんだよ。俺以上に、母さんも驚いているみたいだった。

「本気が側にいなくても大丈夫なの？　あなた達ずっと寄り添っていたのに？」

　その言葉に、俺は虚を衝つかれた。今まで、あんなに俺たちの二人暮らしを心配してたのに。

　兄妹同然に育った俺たちの関係を、母さんはきちんと理解していたのかもしれない。

　遙はそう言われても、落ち着いた様子で頷うなずいた。

「はい。高校入学の時に言ったとおり私、自立したいんです。ちゃんと一人でやっていけます」

　その言葉が遠くに聞こえる。遙が言っているのは、俺とここに残ると決めた時に言った方便だ。本当は二人で暮らすって決めたのに……こんな大事な事を、俺に相談しないで決めるなんて信じられなかった。遙は、驚きよう愕がくしている俺を見て、すまなさそうに目を伏せた。

「おばさま、マンションの合い鍵かぎはお渡ししてますよね。私の我わが儘ままでごめんなさい。これからも、一人暮らしを続けさせて頂けませんか？」

　よどみなくそう言った遙に、母さんは一瞬だけ迷って、決断した。母さんは、いつだって白黒をはっきりつけたい人なのだ。

「……そう、勇希も大学の時には一人暮らしをしたがったものね。遙さんなら、本気と違って大丈夫でしょう。遙さんがその方がいいなら、私は止めないわ。ただし毎週、最低一度は会いましょう。約束、守れる？」

「はい。おばさま、ありがとうございます」

　遙はほっとしたように頭を下げた。俺抜きで話が決まりそうで、俺は慌ててしまう。

「ちょっと待ってよ母さん！　遙もなに言ってるんだ！　それなら俺も……」

　ところが、俺の言葉を止めたのは遙だった。優しい笑顔で。

「マジくんはおばさまの家に行った方がいいと思う。だって、せっかく家族が一緒に暮らせるんだよ？　心配しないで、私はひとりでも大丈夫だから」

「遙……なんでそんな」

　遙のやつ、なにを考えてるんだ。なんでひとりで平気だとか言うんだよ。

　そりゃあ、遙ならひとりでも問題なく生活していけるだろうけど、だからって、平気なわけがないじゃないか。俺と遙は家族よりずっと家族らしくやって来たじゃないか。

　なんだか、突然の出来事に俺はどうしていいか判らなかった。

　その時、更に意外な事が起きた。ラブが、おずおずと手をあげたのだ。

「あの……マスター、ラブも、ここに残っていいですか？」

「な、何言ってるんだ、ラブ！」

　遙に続いて、今度はラブまでもが俺を驚かせる発言をする。しかし、ラブは笑顔で続けた。

「だって、誰かがこの家でお留守番しないといけません。大河原博士が帰ってきた時、待っている人が必要だと思うのです。ラブにまかせてくださいっ。復活したラブはばっちりお家を守ってみせるです。マスターは安心してお母さんのところに行ってください！」

　俺は驚くのを通り越して混乱していた。本人たちにはそのつもりはないのかもしれないが、俺にはまるで二人から拒絶されているように感じてしまう。遙も少しびっくりしたみたいだけど、すぐに納得したように頷いた。

「何言ってるんだよ！　ラブはカムイに狙われてるんだ。ひとりにするなんて……」

「マスター、ラブは大丈夫ですっ！　この家には勇希さんが作ってくれたセキュリティがあります！　アラシだっています！　それに……ラブは『ゼロ』が使えますから！」

　そういうと、ラブは片手に光を生み出す。まだ全然自由に使えない癖くせに……

「ダメだ。マスターとしてそれは許さない」

「は、はいです。でも……マスター。ラブは、このお家を守りたいのです。みんなで過ごしたここに誰もいなくなるのはいやなのです。お願いします」

　ラブの抵抗に、母さんも呆あきれた顔をしていた。

「０ラブシステムには本当に驚かされるわね。ロボット３原則が草葉の陰で泣いてるわ」

「すみませんです。だけど、ラブの心がここに居たいというのです。ダメですか？」

「……それはマジが決めることね。私はあなたがここに残りたいというなら止めません。０システムを狙っているカムイが何かしてきたとしても、この家なら対処出来るでしょう……ああ、そういう風に繫つながってるのなら、ラブあなたは３原則を忘れた訳ではないのかも……」

　何かに気付いたような意味ありげな顔で、母さんが俺の方を見る。

　俺は混乱していてラブたちの気持ちがさっぱり判らなかった。ただ、俺が一人で母さんの家に行くはめになりそうだってこと以外は。

「マスター、お願いします！」

「ふふっ、ラブがこの家にいてくれるなら、私も安心かも」

　遙がそう言って微笑む。援軍を得てラブは頷いた。

「はいです！　ラブは、マスターの代わりに遙さんをお世話するのです！」

「なに言ってるの。どう見たって私が世話することになると思うな」

　二人を交互に見て、母さんも頷いた。

「そう……それが、あなたたちの選択なら、私には口出しする権利はないわね。でも、困ったことがあったら必ず私に相談するのよ？」

「はい……おばさま」

「大丈夫ですっ、遙さんの側にはラブがついてるです！」

　俺を蚊か帳やの外にしてあっという間に話は進んでいく。

　二人は決めたことを覆くつがえす気はないらしく、その後の俺の説得は通じなかった。

　ラブには、マスターとして命令することも出来たけど……それはしなかった。

　どうしてそれをやらなかったのかは、自分でも判らない。だけど俺は、二人と離れて母さんと姉さんと暮らすということをどうしても納得出来ないでいたのだった。




　その日の夜、俺は夕飯も食べずに部屋に引きこもっていた。

　遙もラブも、ここに残ると言い、そのくせ俺には母さんと暮らせと言う。

　なんだよそれ、ラブも遙も俺がいなくて平気なのか？

　焦しよう燥そうめいた苛いら立だちが胸を駆け巡って、とてもじゃないけど食事なんかする気分じゃなかったのだ。半ばふてくされながら机にかじつりついて『キャシー』の設計図を見直す。みんなで必死にロボコンに立ち向かったあの時が妙に懐かしい。不意にドアをノックする音がした。

「マジくん……入っても、いい？」

　遙だった。遠えん慮りよがちに俺に問いかけてくる。

「……ああ、いいよ」

　一瞬、どうしようか迷ったけど、ドアを開けて遙を部屋に招き入れる。部屋に足を踏み入れた遙は立ち止まって視線を泳がせた後、小さな声で言った。

「……ごめんね」

「……なんで謝るんだよ」

「だって……」

　遙はドアの側から申し訳なさそうな視線を向けてくる。

　ずっと立たせているのも居心地悪いので、俺は座るよう促す。

　遙はやっぱり遠慮がちに少しだけ離れてベッドに腰掛けた。

「あのね、さっきの話の続きなんだけど」

「どうせまた、『マジくんは母さんと暮らした方がいい』とか言うんだろ」

「……うん」

「だったらこれ以上話すことなんかない。俺の話なんか聞かないんだろ」

　俺は遙から顔をそむけて机の上の設計図に集中する。

　そうだ。ロボコン本戦だって近いのに、わざわざ学校から遠い母さんの家に移るメリットなんてないじゃないかと、自分に言い聞かせてみたりする。意い固こ地じになってる自分が判るのに、コントロール出来ない。いなくなった親父のことを恨めしく思い出してしまう。親父もよくこうやって母さんの話を聞かずに図面に向かってたっけ……

「あのね、マジくん」

「…………」

「マジくん」

　何度も呼びかける遙。俺は顔をあげずにＰＣを叩きつづけた。遙がため息をつく。

「聞こえないふりしないで。ちゃんとあたしの話を聞いてよ」

　少し強い声。諦める気はないらしい。長い付き合いでそれを理解してしまった。

「……判ったよ、で、なんだ」

　俺はため息をついて、遙の方に向き直る。

「あたし、これはチャンスだと思うんだ」

「チャンスって、なんの」

「マジくんが、またお父さんやお母さんと一緒に暮らすための」

　ずっと考えて来たことを話す感じで、遙はまっすぐ俺を見つめた。

「どうして、そう思うんだ？」

「マジくんは、なんでもいっぺんに解決しようとしすぎなんだよ。まずは、おばさまと仲直りして、それからおばさまとおじさまの間を取り持つようにしたらいいと思うの」

「親父は取り持とうにも、消息不明だけどな」

　ふてくされたように口にする。遙の言い分は判るけど、うちの両親は難物だ。

「だからこそ、マジくんはおばさまの側にいてあげなよ。おばさまだって不安なんだよ」

「遙は不安じゃないのかよ……」

　俺が自分のことにかまけている間、遙はどうなる？　３原則はどうするんだよ、俺が遙の世話する約束だろ。ラブだって置いてきぼりじゃ、あんまり無責任じゃないか。

「マジくんはあたしやラブのこと放っておけないって思ってるんでしょ？　でも大丈夫だよ。あたしたちは。知ってるでしょ？　あたし、本気出したらすごいんだから」

　そりゃ、遙が本当はなんでもできるってことは思い知らされたけどな。

　ラブだって、近くに遙がいれば大丈夫だろう。でも、遙は寂しくないのか……？

　素直にそう尋ねることができない自分がもどかしい。

「あたし、しばらく……『ハルカちゃん３原則』を封印しようと思うの」

「え……」

　驚く俺の視線を避けるように、遙は赤い顔をして目を伏せた。

「今だけ。今だけだよ。あたし、もっと大人になりたいんだ。だから……今は、ね」

「……意味、わかんないよ」

「うん。判らなくていいの。だって、あたしの問題だもん。『ハルカちゃん３原則』は、私がマジくんにお願いした約束。マジくんは守ってくれたよ。だから、今度は、あたしが……」

「遙……何言ってるんだよ。いまさら……」

　遙は顔をあげるとすまなさそうに微笑んだ。

「ごめんね。マジくん。あたし、ちゃんと考えてみたいんだ……今までの事と、これからの事」

　大人びた顔で微笑む遙を見て、俺は何も言えなくなる。びっくりするくらい、遙は綺き麗れいだった。今まで見たこともないくらい。

「それにね、ラブも残らせてあげて。ラブにも、色々考えがあるんだと思うんだ。だから、思うとおりにさせてあげてね。だって、学校で毎日会えるし、放課後はガレージで一緒にロボット作れるんだから。寝る場所が変わるだけだよ。朝起こしに行ってはあげられないけど……」

　くすり、と笑う遙に、俺はムッとする。

「起こしてくれなくったって、ひとりで起きられるよ！」

「……知ってる。でも、遙は……寂しくなるな」

　そう言うと、遙はベッドから立ち上がった。俺も立ち上がり、どちらからともなく抱き合う。わだかまりが、少しだけ溶ける気がした。俺も、大人にならなきゃいけないのかもしれない。

「……判った。俺はしばらく母さんのところへ行くよ。親父おやじが見つかるまでくらいは。ラブもここに残して行く。それでいいんだな。」

「うん。ありがとうね。マジくん」

「でも、必ずまたこの家に戻ってくるからな」

「その時は、おじさまとおばさま、それから勇希さんも連れてくる……でしょ？」

　これだから長い付き合いは困る。

　俺の言いたいことを、なんでもかんでも先に言われてしまうんだから。




　こうして、俺は母さんと一緒に暮らすことを決めた。

『心』を持つロボットが家にやってきた時から少しずつ動きだした俺と遙と、ラブの周囲は、この日から大きく加速を始める事になる。

　その事に俺たちが気付いたのは、もう少しだけ、後の話だった……
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　俺はそびえ立つような門の前に立っていた。太い門柱の威い風ふう堂どう々どうとしたたたずまいや、薄紙一枚通しそうにないほどにぴったりと閉じた扉、黒く重たそうな金具の数々を目まの当たりにすると、何とも言えない迫力と威圧感で首のあたりがぴりぴりしてくる。

　なにもこんな豪邸に……と言いたくなる建物。これが、俺がここに来たくなかった理由のひとつだ。一見古風だけどセキュリティは最新型で、威圧的なカメラが俺の顔を捉え続けている。

　ため息をついて、それでもチャイムを押そうとした瞬間、内側から扉が開いた。

「うおう!?」

「お待ちしておりました。本もと気き様」

　現れたのは、見たことのない人型ロボットだった。ラブに比べればロボットっぽい容姿だけど、十分に美しい人形めいた顔立ちは超高級品であることを示している。

　メイド服を着たロボットに招き入れられて中に入ると、純和風な門構えから一転、家の中は洋風で、しかも……何故かメイド服を着た女の子達が何人も立ち働いていた。

　前に来た時はこうじゃなかったのに何でこんな事に……と、俺は彼女たちの正体に気付いた。

「って、よく見たらみんなロボットじゃないか」

　メイド服を着て俺を迎えてくれたロボットたちは、昔〝最新〟だの〝革新的〟だのと言われた人型ロボットたちだった。世界最初に量産された「Ａ」シリーズや、各メーカーの歴代フラグシップモデルがずらりと並ぶ光景はさながらロボットの博物館のようだ。

　そんなロボットたちの中から、よく知る人物――いや、ロボットが進み出た。

「お待ちしておりました。本気様」

「や、やあ、えふさん。えーと、これはなにかのイベント？」

「いえ、彼女たちはプロトシリーズについて調べるためにマスターが取り寄せた旧型のロボットたちです。プロトシリーズが作られた年代より前のものを中心に、プロトシリーズ誕生の経緯を調べるためのデータを採取しています」

「そ、そうなんだ……で、でもなんでロボットスーツじゃなくてメイド服なの？」

　人型ロボットは人間と区別が付くようにヘッドパーツが必ずつけられている。それ以外にも、基本的には専用のロボットスーツを着ることが推すい奨しようされている。実際、人間の服よりもいろんなインターフェイスが内蔵されたロボットスーツの方が人型ロボットの性能を引き出せるのだ。

「本気様を迎えるために用意しておくように、とのマスターのご指示です」

　それってやっぱりイベントだと思う。勇ゆ希き姉ねえは何を考えているんだ……

「旧型のため会話などはほとんどできませんが、家事程度でしたら問題なくこなします」

　あらためて見ると、確かにみんな表情に乏とぼしい。と言うより、表情を作るという機能が最初から搭とう載さいされていないのだ。反対にえふさん――正式な型番はＦ-０３――は、俺と話している間も終始微笑みを絶やさずにいる。だからと言ってこれは感情があるわけではなく〝そういう風に反応した方が人間は安心する〟という学習の成果だ。

　同じシステムを持つロボット同士が、ネットワークで経験を共有することで圧倒的なパターンの蓄積を可能にしている。現代のロボットでは当たり前の機能だ。

「マスターたちがお待ちです。こちらへどうぞ」

　えふさんに案内されて部屋に入った途端、パンパンとクラッカーが鳴り響いた。

「おかえりなさい！　私のマジ！」

「おかえり、我が愛いとしき弟よ」

　部屋で待っていたのは、俺の母さん――大おお河が原わら美み鈴すずと姉の大河原勇希だった。

　クラッカーの破裂音にも驚いたが、その上壁には「お帰りなさい、本気 ！」の横断幕、テーブルには乗りきらないようなご馳ち走そうの数々。どこのパーティだと首を傾かしげる大おお仰ぎような歓迎ぶりだ。

「えーと……お邪魔します」

　とりあえず俺はそう答えた。途端に母さんの顔が険しくなる。

「そうじゃないでしょマジ。ここはあなたの家なのよ。遙はるかさんも一緒じゃないのが残念だけど……久しぶりに一緒に暮らせて嬉しいわ」

　この家はもともと母さんの両親、つまりは俺の祖父母が住んでいたものだ。

　祖父母は俺が生まれてすぐに亡くなっているし、別居を機に母さんがここに住むようになってからは余計に足が遠くなっていた。なので、実のところ俺は数えるほどしかこの家に来たことがない。俺にとっては、ほとんど他人の家みたいなものだ。

「う、うん……」

「我が愛する弟よ。自宅に帰ってきた時の挨あい拶さつは、お邪魔しますではないだろう」

　勇希姉が、茫ぼう洋ようとした表情で言った。俺は、少し迷ったけど頷うなずく。

「……ただいま」

　口に出してみると少しむず痒がゆい。……でも、その言葉に母さんは嬉しそうに笑顔を浮かべて大きく手を広げる。それは悪い気分じゃなかった。

「おかえりなさい。今日は仕事を最低限にして、自宅での作業をするって会社とも相談したから一緒にいられるわ。明日からはロボットたちにお世話を頼むことになると思うけど……今日は私の手料理を食べて、ゆっくり語り合いたいわ。あなたの好きなものばかり作ったのよ」

　母さんは、自信満々に言った。言い出したら聞かない母さんがこうなってしまったら逆らっても無駄だ。母さんは何でも白黒つけなければ気がすまない性格で、こうと決めたらテコでも動かないのだ。俺はため息混じりに頷く。

　この歓迎っぷりを見ても……これからの生活は、結構大変になりそうだ。

　気分的には一人暮らしする遙の方が、ラッキーかもな……そんなことを思いつつ、俺は促されるままに二人の間に座り、用意されたご馳走を食べ始めたのだった。




　同じ頃、大河原家の隣にあるマンションでは遙がぽすん、とクッションに座っていた。

　夕食は、レンジでチンしたご飯ですませた。栄養のバランスを考えて作られた出で来き合あいのお弁当だった。料理は苦手じゃないけど、自分だけのために料理をするのはちょっと面倒だと思ってしまう。でも意外に美お味いしくて、結構、これでいいんじゃないかと思ったりもする。

　たいして面白くもないＴＶをつけっぱなしにして、タブレットでネット検索をしている。

「えーと……おばさまのお家って……意外と遠いなぁ。週に一回行くの、大変そう」

　寛くつろいだ表情で、本気の母である大河原美鈴の家までの道順を確認する。

「はあ……でもマジくんは毎日、ここから通うんだもんね。あたしがそんなこと言っちゃいけないか。行く時はお土産みやげ持って行かないと。やっぱり手作りのお菓子がいいかな……」

　とりとめのないことを考えながら、遙は自然に傍かたわらにあるはずの温もりを探して、それがないことに気付く。隣に本気がいない。その事実はちくちくと遙の心臓を刺激した。寂しいとか、苦しいとか、それほど強い感情とは違うけれど。明日も学校で会えるんだし……そう思うんだけど。なにしろ、こんなに離れるのは初めての事なのだ。お守り代わりに、昔、本気から貰もらったプレゼントのぬいぐるみを抱いてみるけれど、温もりを返してはくれない。

　だけど、遙は自分の決断が正しかったと思っている。

　遙自身、いろんな事を考える時間が必要だったのかもしれない。

「ラブは、どうしてるかな」

　大河原家の方を見て、遙は電気が点いていないことを確認する。

　ラブとアラシが大河原家にいるはずだけど、全然気配はなかった。

「……もしかしたら、いないのかな」

　本気に留守番を願い出たラブを、遙は擁よう護ごした。隣にラブがいたら安心だから、と。

　実際、一人じゃないのは心強いところもある。でも、それだけじゃなかった。

　遙は、ラブの気持ちに気付いていたのだ。きっと、本気や遙を思ってそう言ったのだということを。遙はそのことを本気にも、ラブにも言うつもりはない。

　それは、大切な乙おと女めの秘密だと思うのだ。それに気付いたら、本気は怒るだろう。

　だから……遙は、そのことは胸の奥にしまっておくつもりだった。もちろん、自分自身は、ラブの決意を応援するつもりかどうかは、それとはまた別のことなのだ。




　遙が自分の気持ちに沈んでいた時刻。ラブとアラシは……道に迷っていた。

「うう……アラシ、こっちじゃないんですか？」

「……にゃあ」

「そうですか。あってるはずなんですね。地図を印刷してくれば良かったです。アラシの追尾機能だけでは、マスターの移動経路は判らなかったです……」

　ラブは、まるで人間のように大きなため息をついた。

「はあ……これでは、逆にマスターに心配をかけてしまいます。電話をかける約束の時間になりますから、戻りましょう。アラシ」

　目的を果たすことを諦めて、ラブが帰ろうとする。しかし、アラシは首をかしげた。

「……どうしました、アラシ」

「……にゃ」

「ええっ、帰り道をロストしたのですか？　うう……だ、大丈夫です。ラブは周囲の風景を記録しているので、照合したら帰れます。アラシ、ついてきてください」

　そう言って、二人は歩き出す。

「うーん、なかなか、うまく行きませんね。まあ、始めたばかりですから。これからですよね、アラシ」

　二体のロボットが歩いていると、前からロボロボ部の明あか里りと康やす夫お、慎しん太た郎ろうがやってくる。キャシーが修理中の明里は、万能車くるま椅い子すに乗っていつものようにご機嫌だった。

「あっ、明里さん！　みなさん！　こんばんはです」

「あれー、ラブちゃんひとり？　遙ちゃんは？　ラブちゃんだけでお散歩なんて珍しいね」

　にこにこ微笑む明里に、ラブは笑顔を返す。

「アラシも一緒だから大丈夫なのです！」

「でも、超高級な人型ロボットが夜にフラフラしてたら危ないよ」

「大丈夫なのです！　ラブは、強いのです」

　そういって、ラブはロボロボ部のメンバーと軽やかにすれ違う。

「お、おいロボ子。俺たちが家まで送ってやるって」

「ありがとうございます！　でも大丈夫なのです。ラブは、ひとりで平気なのです。それじゃ、皆さん、また明日！」

　急ぐように、ラブは身軽に走り出す。明里たちは少しだけ不思議そうな顔をした。

「……どうしたんだろね、ラブちゃんったら」

「うーん、なんだか、オレ、ロボ子に避けられてるとか？」

　難しい顔の慎太郎の肩を、康夫は考えすぎだ、というように叩いた。

「ま、何か用事があったんじゃない？　明日、マジに聞いてみたらいいよ」

　ロボロボ部のメンバーも、本気が母親と暮らすことになったのは知っているはずだ。

　だから心配してくれたのは判っている。ラブは心の中で感謝した。だけど、自分が何をしていたのかは、秘密にしておくつもりだった。

　そしてラブの目的は、アラシ以外誰も知らなかったのである。




　月のない夜だった。その中を、不思議なことに影も落とさず立つ人物がいた。

「まったく用心深いにもほどがあるわ」

　プロトⅠ、コードネーム〈カムイ〉は目ま深ぶかにかぶったフードの下で苛いら立だちを隠さなかった。

　大河原美鈴、本気の母が住む家の周囲をしばらく調査してみて、その異常なまでに強固なセキュリティに驚くよりもまず先に呆あきれてしまった。

　古めかしい見た目とは裏腹に、塀へいの周囲には赤外線の網あみが張り巡らされており、監視カメラの数も銀行並みだ。おそらくは動体センサーや振動感知も行われている。

　だが、なによりも厄やつ介かいなのは地下に張り巡らされたナノマシンの干かん渉しよう装置だ。

　そのため大河原美鈴の家から半径二〇〇メートル内ではカムイのナノマシンが集合形態を維持できなくなっていた。おそらくは以前にラブがナノマシンの〝横取り〟をした方法を基に０ラブシステムから発する信号にジャミングをかけているのだろう。制御を奪い取るまではいかないまでも、カムイの力を削そぐという意味では十分すぎる効果を発揮していた。

「さすがは０システムの開発に関わった人間ね。この短期間でここまで対抗策を講じてくるなんて。おかげでこんな不格好なものを着なきゃいけなくなったわ」

　カムイは野や暮ぼったい灰色のパーカーを忌いま々いましげに見て、はみ出した黒髪をフードに隠す。

　ヘッドパーツを取り外せば人間にしか見えない、それもたいそうな美び貌ぼうを誇るカムイのボディは常にナノマシンの保護膜で覆おおわれており、それが電子的に彼女の姿を捉えられないようにしているのだが、それができない今、監視カメラに撮影される危険があるからだった。

「あの時破壊しておけば……」

　カムイは数日前、ラブが目覚めた日のことを思い返す。今になってみれば、あの時が最大のチャンスだった。プロトⅡとプロトⅢ、ずっと行方を捜していた姉妹機が一堂に揃そろったあの瞬間に片を付けるべきだった。だが、カムイはそれをしなかった。

　ラブが目覚めたことを喜ぶ彼らの姿を目まの当たりにして、躊ちゆう躇ちよしてしまったのだ。

　あの瞬間、カムイ自身、ラブが目覚めたことにホッとしてしまった。

　矛む盾じゆんしている。ラブは姉妹機とはいえ、絶対に破壊しなければならない対象だ。

　なにより自分にまだそんな〝感情〟が残っていたことに驚いていた。

「人間のようにたやすく矛盾を抱えてしまうロボットなんて……そうよ……だからこそ、０ラブシステムはあってはならないのよ」

　カムイはしばらく漆しつ喰くいの壁に囲まれた邸宅を睨にらみ付けた後、その場を立ち去った。

　音もなく飛んだ美しい影は、ひどく寂しそうに見えたのだった。




　夕食後のデザートには懐かしい味のアイスもあった。

　チョコチップ入りのバニラ味の高級なアイスは、母さんの好物だ。離れて暮らしていても好物は変わってないのだと判って、ちょっと安心した。

　それに母さんの作った料理を食べるのは久しぶりだった。

　見た目は抜ばつ群ぐんだが、味付けは薄い。その方が身体からだにいいからだそうだ。昔は作るのにやたらと時間がかかってたけど、テーブルいっぱいの料理に今回どれだけ時間がかかったんだろう。

　懐かしさも手伝ってちょっと食べ過ぎてしまった。

「どう？　美お味いしかった？」

「うん。美味しかったよ」

　もうちょっと気の利きいたことを言いたかったが、思いつかなかった。

　それでも母さんは嬉しそうに笑って言った。

「よかった。頑張った甲か斐いがあったわ」

　そんな頑張りの代わりに悲ひ惨さんな有様となったキッチンで、えふさんとロボットメイドたちがテキパキと片付けするのを横目に見ながら俺は、残してきた二人のことを考えていた。

　二人とも、ちゃんとご飯は食べただろうか。ラブは食事じゃなくても良いわけだけど。

　まあ、遙はきっと大丈夫だろう。あ、でも遙は、自分一人だと適当なところあるからなぁ。ちょっと気になる。後でメールか電話で聞いてみようか。

「本気、アイスが溶けるぞ」

「え？」

　母さんと姉さんが二人して俺をじーっと見ていた。

　周囲ではすでに食べ終わった食器を、ロボットたちが運んで片付けている。

「何をぼうっとしていた？　遙さんのことでも考えていたのか」

　勇希姉に図星を指されて、俺は慌てて話題を変えた。

「こんなにたくさんの人型ロボットがいるなんて、不思議な感じだね」

「そうでもないでしょ。本気が小さい頃は、家にたくさんいたわ。家庭での実働実験は実際に生活している場所で行うのが一番だから。高級品だといっても嗜し好こう品ひんだから、古くなるとすぐに転売されてしまう訳だけど、あの人はよくそれを買ってきては修理して調整してたわ」

　あまり記憶にはないけど、確かにロボットが何体もいたのを覚えている。そう言われてみれば、周囲のロボットたちの動きはえふさんを除いてぎくしゃくしていて、昔のロボットみたいだった。

「父さんは、ロボットを大事にする人だったから。我が愛する弟も、よく壊れた電気製品やおもちゃを拾ってきて直していただろう。あれと同じだ」

　全然世話をしてくれなかった親父に似ていると言われても微妙だ。

「親父、どこにいるんだろう」

　ぽつりと言った俺に、母さんはぶっきらぼうに答える。

「どうせ無事よ。大事なことは何も言わない人なの」

　母さんは、それだけ言って口を閉じた。心配と怒りと諦めが混ざった複雑な表情をしている。そんな顔を見ると、俺は何も言えなくなった。

　考えてみれば、母さんはまだ親父と離婚してる訳じゃないんだから、今も夫婦なんだよな。

　そのことが何だか不思議で、俺は無表情な姉さんと母さんを見比べる。

「それより久しぶりに話すんだから、学校でのことや普段のことを知りたいわ。成績も見せて貰もらうわよ。勇希も確認してないんでしょ」

「ええ。それは武士の情けで」

「やっぱりあなたはマジに甘いわね。一緒に暮らすからには私はきちんとやります。さあ、成績表を持って来なさい」

　……たまに会うと調査と評価を始めるのも子どもの頃と変わらないな。そう思いつつ俺は母さんに従った。逆らっても無駄なのは長年の経験でよく判っている。

　そしてこの日は、これ以上たいした話にはならなかったのだった。




　翌朝、カーテンが引かれる微かすかな音で、俺は目を覚ました。

　暖房をつけたのか、じんわりと部屋が暖まってくる。爽さわやかな朝の日差し。香ばしく焼けたトーストと優しい珈琲コーヒーの香りと共に、誰かが俺の枕元にやってくる。

「本気様、朝でございます。起きてください」

　柔らかでクリアな声が俺の耳を優しくくすぐる。本気様、なんて呼ばれるのはこの先もしばらくは慣れそうにないが、それもひっくるめたとしても、まさに理想の朝と言えよう。

　やはり、ロボットのいる家庭というものはこうでなければ――

「って、ロボット!?」

　慌てて飛び起きた。

「おはようございます本気様。昨夜はよくお休みになられましたか？」

「えふさん……？」

　寝起きのせいか頭が少し混乱してる。見慣れない部屋を見回してやっと思い出した。

　そうだった。俺は昨日から母さんの家で暮らしはじめたんだ。

「ベッドはお気に召しませんでしたか？　必要でしたら交換いたしますが」

「いやっ、そんなことないっ。これで十分だからっ」

　寝心地が気に入らないからベッドごと交換なんて、どこの金持ちだ。

　大河原本気はなにかとロボットに縁がある以外は、どこにでもいる普通の男子高校生なのだ。

「かしこまりました。では、朝食のご用意ができておりますので、リビングまでお越しください。着替えはそちらにご用意しております」

　そう言うと、えふさんは部屋を出て行った。もちろん扉の前で一度こちらを振り返って丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎしていくのも忘れなかった。相変わらず完かん璧ぺきなロボットメイドさんだ。

「さてと……」

　目に映るのはハンガーにつり下げられた制服のジャケットと、綺き麗れいにプレスされたズボン、それから見事な正方形にたたまれたシワひとつ見当たらないシャツ。横には一杯のミネラルウォーターと今日の朝刊を表示した電子ペーパーまで添えられている。

　完璧だ。完璧すぎる。これこそ俺が夢見てきたロボットのいる生活だ。

　などと感動していると、突然部屋の中にえふさんではないロボットメイドが二人入ってくる。

「な、なに？　どうしたの？」

「「オ手伝イサセテイタダキマス」」

　抑よく揚ようのない声で二人同時に言うと、いきなり俺の服を脱がしにかかってきた。

「わあああ！　ちょ、ちょっと待った！　いいから！　服は自分で着替えるから！」

　ところが、ロボットメイドたちは言うことを聞いてくれない。

　音声認識に問題があるのか、それとも最初からそんなもの搭とう載さいしていないのか――

「ま、待ってくれ！　パンツは！　パンツだけはーっ！」

「マスターノゴシジデス」

「マスターって……勇希姉かっ！　勇希姉っ！　止めて！　止めてくれー！」

　叫びもむなしく、俺の抵抗は無駄に終わった。

　この融ゆう通ずうの利かなさ……ロボットって、やっぱりロボットだよなぁ……。諦めるしかないか。

　俺は何となく傷ついた尊厳をかき集めて、胸を張ってロボットたちに身を任せたのだった。




「おはよう、我が愛いとしき弟よ。……ずいぶんと小綺麗になってきたな」

　勇希姉は一足先に起きて珈琲片手になにかの論文を読んでいた。

　そして俺の姿を見て満足そうに微笑む。俺の髪型がビシッと七三分けになってるせいだ。

「そりゃどうも……この家のロボットが優秀ってことだよ」

　俺は力なく答える。部屋で着替えを手伝いされた後、洗面所に行くとそこでもロボットメイドさんが二人待ち構えていて、こっちがお願いしなくても洗顔から整髪まできっちり面倒みてくれた。ただし、俺の髪型等へのリクエストはほとんど無視されたけどな。

「勇希姉、ここのロボットメイドさんたちなんとかしてよ。俺の言うことなんにも聞いてくれないんだけど。髪型をこんな風にされるのは流石さすがに困るよ」

「そうか？　似合っているが。とはいえ事前に我が愛する弟を完璧にサポートするようにソフトは入れておいたんだが……何分旧型なので汎用性は低いが信頼できるものを……ん？」

　しばし考えこんだ勇希姉は何かを思いついたように「ぽん」と手を打った。

「そういえば、おまえの声紋を登録していなかった。うむ、命令を聞かないのも当然だな」

　なんて初歩的なミス……。勇希姉は悪びれずに肩をすくめた。

「すまない。いくら機械が進歩しようとも、結局は使う人間次第ということだな」

「……そんな格言めいたこと言われても」

「なんにしても、声紋の登録は必要だな。えふさん、よろしく頼む」

「はい、かしこまりました。マスターの権限をお借りします」

「許可を与える。全ロボットに本気をマスター登録してくれ」

　そう言うと、勇希姉は立ち上がる。

「あれ？　もう出かけるの？」

「ああ。本当は、もう少し早く出るつもりだったが、おまえの顔を見てからにしようと思って待っていたのだ」

　ロボットメイドたちに手伝われコートを羽は織おる。なるほど、勇希姉は身み支じ度たくをロボットの仕事にしてるんだな。なるべく作業させることを増やして性能や変化を調べているんだと思う。最後にえふさんがマフラーを首に巻いて勇希姉は出かける準備を完成させた。

「では、行ってくる。えふさん、家のことは頼んだぞ」

「かしこまりました」

「いってらっしゃい、勇希姉」

　颯さつ爽そうと歩いていく勇希姉を見送った。俺はぽつんと一人取り残される。

　相当早起きしたはずなのに、二人とも凄すごく早く出かけるんだな……

「えふさん、母さんは？」

「美鈴様は、一時間ほど前にお出かけになられました」

「そう……」

　母さんも姉さんも忙しい人だ。そんなことは昔から判っていた。昨日は特別に時間を作ってくれただけなのも理解している。別に今さらどうこう思うこともない。

「本気様、お待たせしました」

　目の前に運ばれてきたトーストを一口かじる。

　完璧なロボットが作る完璧な焼き加減のトーストは、いまいち美味しいと思えなかった。




　家から学校までは一時間というところだ。ちょっと遠い。何せ大河原家は学校から五分なのだ。学校に行きがけに、遙たちの様子を見ていこうかとも思ったが……やめておいた。

　どうせ学校で会うんだし、いきなりホームシックになったみたいで恥ずかしい気がしたのだ。もともと、世話をしてるはずの遙に励はげまされて母親と暮らすことになったってこともある。多少は強がっておかないと。情けない男だとは思われたくない。

　そんなわけで、少しばかり早めに教室に辿たどり着いた。早いと言っても、いつもギリギリに登校する俺にとっては、というだけだ。当然、教室にはみんないて……と、思ったらそうでもなかった。なぜか、やけに人の少ない教室を見回していると、康夫が俺に気付いた。

「やあ、おはようマジ。今日は早いね……って、どうしたの？　それ」

　ぴっちり七三に分けられた俺の頭を見て、康夫は変なものでも見たような顔をする。

「……母さん家のロボットにやられたんだ」

「そうなんだ。よく判らないけど、上う手まくやってるみたいじゃない」

　なぜそうなる。と言いたかったが、そこはグッと呑のみ込んだ。言い返したら、なんだか「上手くいってない」って言ってるみたいじゃないか。とりあえず文句を言う代わりに適当に髪をぐしゃぐしゃとかき回した。やっぱりこの七三分けは俺のがらじゃない。

「でも、よかったよ。ラブちゃんと離れたら、マジが落ち込むんじゃないかと思ってたから」

「な、なんで俺が……それは、どっちかって言うとラブの方だろ」

　今度は我慢できなかった。図星を指されたともいう。

「だって、マジは他人の世話をしてないと落ち着かないでしょ。今日だって、もしかして途中で家に寄ってきたんじゃない？」

「よ、寄ってないぞ。ほんとだぞ」

　確かに家の前まで行ったが、覗のぞいたりはしなかったからギリギリセーフだ。

　にしても康夫は相変わらず鋭い。どこかのアイドル事務所に所属してそうな顔立ちのくせに、なかなかどうして中身は一ひと筋すじ縄なわではいかないやつなのだ。

「マジの新しい家、どんな感じなの？　そのうち遊びに行かせてもらおうかな」

「遊びにって、母さん家にか？　別にいいけど……いくらロボット工学に興味があるからって、たぶん母さんの仕事場には入れてもらえないと思うぞ？　俺だって勝手に入ったら無む茶ちや苦く茶ちや怒られるって」

　昔、大河原家で暮らしていた頃、何度それで尻をひっぱたかれたことか。

「さすがに僕も世界的ロボット工学者の研究室に入れてもらおうなんて図ずう々ずうしいことは考えてないよ。どちらかと言うと、興味があるのは勇希さんの部屋かな。家ではどんな格好をしているのかとか、音楽はなにを聴くのかとか、食べ物は何が好きかとか知りたいなぁ」

　充分図々しいと思うぞ。この調子じゃ、ほんとにそのうち家に押しかけて来そうだ。

　康夫は、初対面以来姉さんのことが気になっている事を隠さない。年上好きだとは知らなかったけど、姉さんの方は全然相手にしてる気配もないので俺としては関知しようもない。

　俺はため息をついて話題を変えた。

「ところで、遙たちは来てないのか？」

「ほら、やっぱり気になってる」

「うるさいな」

　康夫の言うことは適当に無視して、教室を見回してみるが遙たちの姿はない。

　まだ来てないってことは、家でなにかあったのだろうか。

「久く遠おんさんとラブちゃんは登校済みだよ。キミちゃん先生と出ていった」

「明里さんじゃなく公きみ恵え先生となら生徒会の仕事じゃないな」

「さあ？　キミちゃんは部長のことも探してたみたいだけどね」

「それはロボロボ部になにかあったんじゃないか？」

「うーん、それなら僕にも声をかけると思うけどなぁ。そういえば慎太郎もいないね」

　なんだか気になった俺たちは、顔を見合わせる。そしてどちらからともなく遙たちを探しに行くことにしたのだった。




　たいして歩かないうちに、俺たちは廊ろう下かに人だかりを見つけた。

　集まった群衆の中心で、メガネとカメラが標準装備の新聞部員、宮みや武たけ富とみ子こがなにやら叫んでいる。朝から元気だなぁ。彼女は登校してきた生徒たちを待ち構えていたらしい。演台のようなひな壇だんまで用意して周囲を睥へい睨げいするとバン、と手を振り下ろした。

「さあさあみんなちゅうもーく！　『ロボロボ部』あらため『新ロボロボ部』が快挙を成し遂げ、なんと！　世界的ロボットコンテストの本戦に出場することはみんな知ってるわね！」

　宮武の言葉に集まった生徒たちからどよめきが起こる。まあ、つい先日の出来事なのでみんなの記憶に残っているんだろう。理事長にもえらく派手に褒められたりしたからな。

　ただ、確かに国際的な大会ではあるんだけど、俺たちが出てるのはインターハイ的な部門であって、別に世界的な活躍をした訳じゃないんでそこのところはかなりの誇大広告だ。

　しかし、宮武は拳を振り上げて熱弁をふるっている。

「というわけで、我が新聞部はそんなロボロボ部の部長に独占インタビューを敢かん行こう！　開発中の苦労から本大会にかける意気込みまでを聞いてきたわ！　その内容は本日発行の号外にあますところなく掲載！　さあさあ、今すぐ端末にダウンロードしてちょうだい！」

　集まっていた生徒たちが次々に個人端末を操作しはじめる。

　新聞部の発行する学内新聞は学校の電子掲示板に表示され、同時にアクセスポイントから配信もされている。みんなそこからダウンロードして、後は個人の端末で読むという寸法だ。

「はいはい、毎度あり～♪」

　次々とダウンロードされていく新聞に宮武はほくほく顔だ。

「あら、大河原本気じゃない。どう？　見てよこの盛況ぶり。ロボロボ部もこれで数々の汚名を返上したってところね！　せいぜい宣伝してあげるわ！」

　めざとく俺を見つけた宮武が鼻高々に言ってくる。

「うーん、ま、よかったな。部費も増えそうだし」

「なによ、他ひ人と事ごとみたいね。もうちょっと喜びなさいよ」

　俺の淡たん泊ぱくな反応が気に入らなかったのか、宮武は口を尖とがらせる。康夫がまあまあ、と取りなした。俺としては、ロボロボ部が無事に結果を出せた事は嬉しかったけど、それ以上に取り組む過程の中で、足の不自由な明里さんの為に歩行ロボットを開発出来た事と、母さんに認められてラブを修理するのを手伝って貰えた事の方がずっと嬉しかったのだ。

　そしてなによりも、自分がロボットを作るのが大好きだって確認できたのが最高の収穫だった。大会で優勝できたのは、どちらかといえばオマケがついて来たくらいのイメージだ。

　康夫が、いつも通りの柔にゆう和わな笑顔で宮武を懐かい柔じゆうしてくれる。

「そういう宮武さんこそ、名目上とはいえ一応は『新ロボロボ部』の部長でしょ？　せっかくなんだから、新聞でもそのことをたくさん書いたらいいんじゃないかな。明里さんを飛び越えて、一躍、学園のヒロインになれるかもしれないよ？」

　すると宮武は「判ってないわねぇ」と溜息をひとつ。

「情報ってのは客観性が大事なのよ。書いてる人間が出しゃばったら台無しじゃない」

　もっともなことを言う。意外とちゃんとした宮武の報道姿勢に感心してしまった。

「って、宮武さん……『学園一の美少女久遠遙は予選審査の会場でも注目の的まと』って……」

　記事をダウンロードした康夫が、呆れたように読み上げる。

「なによ、事実でしょ！　私の大親友、遙は最高なのよ！」

　……私情入りまくりですね。俺の感心を返せ。待てよ？　宮武なら遙の居場所を知っているかもしれないな。なんたって下へ手たをすればストーカーになりかねないくらい遙のことを気にしているヤツなのだ。案あんの定じよう、質問の答えはすぐに返ってきた。

「遙なら、さっき目の前を通って行ったわよ。声かけたらこっちを一いち瞥べつしてものすごーく嫌そうな顔をしてそのまま無視して行ったわ。もう、たまらないわね！」

　いったいどんな風に声をかけたんだろう。っていうか、相変わらずマゾだな宮武。

「というわけで興奮しすぎて行き先を聞くのは忘れたけど」

「あ、そう。んじゃ引き続きお仕事がんばってくれ」

「言われなくてもがんばるわよ。あ、そうだ。今度取材させてよ、大河原本気。あんたは遙にまとわりつく虫に過ぎないけど、ロボット作りは認めてるわよ。あ、これ部長命令だから」

　なんだかこう、ひどい言われようではあるけど、これは宮武なりの激げき励れいなのかもしれない。

　お飾りのはずの新部長からこれ以上の無理難題を押しつけられる前に、俺と康夫は慌ててその場を逃げ出したのだった。




　俺と康夫は、遠回りしながら広い校舎を歩き回った。

　カムイとラブがナノマシンを使って戦いを繰り広げて以来立ち入り禁止になった旧校舎にも遙たちの姿はない。俺たちはそろそろ諦めかけていた。

「見つからないね、マジ。これって、教室で待ってた方が確実なんじゃない？」

「そうだな。いくら早く来たって言ってもＨＲホームルーム始まるよな。ごめん、康夫」

　なんとなくロボロボ部の問題かもと康夫と教室を出て来たけど、ここまでだろう。

　不満な顔をせずニコニコしている康夫は頷うなずいて教室に向かって歩き出す。やっぱり、一晩離れただけでちょっと不安になっちゃってたんだろうな。遙やラブの顔を見ないと安心できない気持ちが康夫にはお見通しだったかもしれない。そう考えると少し恥ずかしい。そんなことを考えながら、職員室のそばを通り過ぎる。うちの学校は複数ある校舎の真ん中に職員室がある構造なので、どこに行くにも先生達の目から逃れられないのだ。まあ、さっきみたいに迂う回かいすれば大丈夫なんだけど……あれ？

　俺たちの目の前で職員室の扉が開き、二人の美しい仲間が一礼して出てくる。

　探すのをやめた途端見つかるのは人生の縮図かもしれない。

「あっ！　マスター！　おはようございますっ」

　さっそく俺の姿を見つけたラブが駆け寄ってくる。

　やや幼いが整った顔立ち、染み一つないなめらかな肌と、どこからどう見ても美少女！　というラブだが、これでも立派なロボットだ。母さんの家で働くえふさんや他の機体と同じロボットなんだけど、彼女たちと決定的に違うのは『０ラブシステム』という規格外のシステムを搭とう載さいしているということ。遙の両親が残した「人間の心を再現するシステム」だそうだ。

　この奇跡のシステムは、ロボットに人間と同じような感情を与える。

　膨ぼう大だいなパターンから作られる擬ぎ似じ的な個性じゃない、自分で考え、また周囲の環境の影響を受けて成長していく紛れもない『心』を持つロボットだ。０システムが停止した時、俺はラブに心があることを、しみじみ思い知らされたのだ。

　懐いている感じで俺の元に走って来た彼女の表情に、さっきまでの不安が消えていく。

　俺はマスターとしての威厳を取り繕つくろって笑顔を作った。

「ラブ、昨日はひとりで大丈夫だったか？」

「はいっ。ラブ、ちゃんとお留守番しましたっ。えらいですか？」

「ああ、えらいえらい」

　誉められたラブは嬉しそうにぴょんぴょん飛び跳ねる。表情も仕草も他のロボットとまったく違って自然だ。母さんの家にたくさんいるロボットたちとは全然違っていた。

　彼女の０システムは今も謎が多い。しかも、彼女の姉妹機であるプロトⅠ〈カムイ〉が、彼女の事を狙っているのだ。それもあって、俺はラブを一人にすることに反対だった。

　母さんと姉さんは、大河原家のセキュリティ内にいる方が移動させるより安全だと言うし、学校も近い分、移動距離が少ない方が狙われる機会も減ると言われて一人で残す事に同意したんだけど……正直、心配なのだ。

「でもラブ、気をつけてくれよ。カムイがラブを狙ってるかもしれないんだし……」

「心配しすぎよ、本気くん。だいたいカムイが来たとして本気くんに何が出来るっていうの」

　俺の言葉は遙に遮さえぎられた。うう、そりゃ正論なんだけど……

「いや、でもさ……」

「いいから。ラブが決めた事なんだからいいじゃない。私も隣に居るから、何かあったらすぐに判るわ。大丈夫よ。すぐに警察に連絡するから」

　久々に優等生モード全開だ。凜り々りしく眉まゆを顰ひそめた表情だけ見ていると、いつもの甘えん坊の姿は想像出来ない。遙の両親は俺の親の同僚で親友だった。二人が事故で亡くなったため、遙はうちに引き取られたんだ。それからは兄妹のように、いやそれ以上に一緒に過ごしてきた。

　だから遙のことはなんでも知っているし、遙も俺以上に俺のことを知っている。

　たとえば、この真ま面じ目めな優等生然とした姿が実は〝キャラ作り〟であって、本来の久遠遙という少女は極度の甘えたがりな可か愛わいい女の子であるとか――俺は、一昨日の夜に言われたことを思い出していた。「ハルカちゃん３原則を封印する」と言われたことを。

『ハルカちゃん３原則』は、俺と遙がずっと一緒にいるために誓いあった約束だ。

『その１、マジくんは遙のお世話をしなければならない』

『その２、マジくんはその１に反さない限り、自分の身を守らなければならない』

『その３、マジくんがその１、その２に反さない限り、遙はマジくんの言うことを聞かなければならない』

　この秘密の約束を、俺と遙はずっと大切にしてきた。お互い以外に頼るものもないと思っていた俺たちにとって、お互いは絶対に失くせない存在だった……はずなのだ。

「本気くん？　どうかしたの？」

　遙が眉を顰めて俺の顔を覗のぞき込んでいた。俺は慌てて自分の思考を追い払う。

「い、いや、なんでもない。うん、ほんとになんでもないんだ」

「もう、何か言いたいことがあるならはっきり言いなさいよ。ＨＲ始まるでしょ！」

　その時、遙がコツコツと不機嫌そうに足を踏みならしているのに気付いた。

　モールス信号だった。遙のお父さんが俺と遙に教えてくれた昔の暗号だ。

「マジクン、ダイジョウブ？　モシカシテサビシカッタ？」

　行き交う人たちには、不機嫌な遙に俺が叱しかられているようにしか見えないだろう。

　俺も素早く足を鳴らして返答する。

「ソンナワケナイダロ。ハルカト、ラブガシンパイナダケダ」

　遙が俺だけにしか判らないくらい目尻を下げる。

「まあまあ、久遠さんもその辺で。マジは二人を探してたんだよ」

「そ、そうそう、そうなんだよ。なんではる……久遠は職員室に？」

　話題を変えるように尋ねると、遙は優等生モードで冷たく答える。

「小こ松まつ崎ざき先生に呼ばれたのよ。ロボロボ部のことで話があるって。いい迷惑だわ」

「ロボロボ部のことで？　だったら部長の明里さんを呼べばいいのに」

「全力で逃げられたんですって。また怒られると思ったんじゃないかしら」

「脛すねに傷がありすぎるからなぁ、うちの部」

　面倒そうだと思ったら即座に逃げる。面白そうなら全力で首をつっこむ。それが我らがロボロボ部部長永なが野の明里の生き方だ。ある意味たいへん潔いさぎよい。

　部長がそんななので、ロボロボ部も必然的に学園のトラブルメーカーとして名をはせていた。

　だがそれも、今回のロボコン出場でマイナスからプラスの評価に転じた。……と思いたい。

「で、話って？」

「それが……」

　遙はなんとも困ったという顔をする。

「とりあえず、めんどくさいからまとめて放課後話すわ。みんなに関係あることだし」

「はぁ……まあ、いいけど」

　何度も言いたいことじゃないって、いったい、何があったんだろう。気になるが、今言わないってことは緊急性はないのだろうと思い、俺はそれ以上聞くことはしなかった。




　教室に戻ると、ラブの周りには人ひと垣がきが出来た。いつもの光景だ。

　超高級品で高級車十台分の値段がすると言われる人型ロボットが珍しいのも事実だが、単にそれだけじゃない。先日の記憶喪そう失しつ事件から回復して以来、ずっとこうなのだ。

「ラブちゃん……！　元に戻って本当にっ、本当によかった！」

　大の男が五人も六人も集まってむせび泣いていた。

「えっと、みなさん、ご心配おかけしましたですっ。ラブはこの通り、元気ハツラツですっ」

「うおおおお！　もどった、俺たちの太陽が戻ってきた！」

「見たかあの天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を！　これこそ天の恵みじゃ！」

「ありがてえ、ありがてえ……！」

　まるで雨あま乞ごいをするお百姓さんのごとくラブを拝み倒す男子たち。

「ていうか、おまえら一週間くらい同じことやってるよな。飽きもせず」

　一時は心が凍り付いたようになってしまっていたラブが元の明るくドジな姿に戻ったのが先週のこと。それからというもの、男子たちはずっとこの調子だ。

　うちのクラスはノリがいいというか、良すぎるところがある。最初にラブを連れてきた時にすぐに受け入れてくれたのは有り難かったけど、カムイが人間を装って転入してきた時もすぐにファンクラブを作って騒いでいたし……本当にお祭り好きだ。

　ただ気になるのは、俺たちロボロボ部仲間のひとりが、その輪に参加していないこと。いつもなら、親衛隊長を買って出る長身のネットオタク――川かわ森もり慎太郎のことだ。

「はぁ……」

　普段のアホなノリはすっかり影を潜めて、ここ数日、慎太郎は様子がおかしい。正確にはラブが元に戻ったあとからずっと、だ。ラブが帰ってきたことを喜んでいないわけじゃないが、他の何かが気になっているようで、声をかけても生返事だったりボーッとしていることが多いんだ。考えごとをしたり窓の外を眺めてため息ついたりするのが、こんなに似合わない男もなかなかいないと思う。ラブを囲む輪に入っていない慎太郎の方を見つつ、康夫に聞いてみる。

「康夫、あいつ、どうしたのかな？」

「さあ？　また、お気に入りのアニメがもうすぐ終わるとかじゃない？」

　あまり大事とは思ってないらしい。まあ、それならいいんだけどさ。

　正直、今は慎太郎の心配までしている余裕がないのが実情なので……。親父おやじの消息は一向に判らない。警察からの連絡もない。母さんの家での暮らしも始まったばかりだ。遙とラブを一人にしているのも心配ごとだ。ひとまず慎太郎のことは相談されるまでそっとしておこう。そう決断して、俺はそのことを思考の隅に追いやると、次の大会に向けてロボロボ部の歩行ロボット『キャシー』の補強案を考え始めたのだった。




　放課後。俺たちは遙の招集でうちの家のガレージに集まっていた。

　結構なフルメンバーだ。なんといっても公恵先生までいる。

「ふああ……個人のお家なのに、いつ来ても広いですねぇ。先生も、こんなマイホームを持ってる素敵な男性とお付き合いしたいですっ」

　何度も来ているのに、妙なところで感動しないでください。

「それで遙、何の用なの!?　ううんっ、いやなんじゃないのっ！　どうせなら二人きりで呼び出してくれるのが嬉しいんだけどっ！」

　などと口走っているのは宮武だ。

「宮武、うるさい」

　ブリザードの如き視線で宮武を黙らせる遙。富子と呼ばないあたり、新ロボロボ部の部長を引き受けてから多少は風当たりが弱くなっているのかもしれない。宮武にとって嬉しいかどうかは不明だけどな。

「みんな集まったよ。遙ちゃん。それで、何の用かにゃ～」

　そういって笑顔を作るのは、車椅子の美女だった。永野明里さんは、我が学園の生徒会長にしてロボロボ部の部長でもある。学園一と呼ばれる美び貌ぼうと巨乳、そして人望を兼ね備える彼女は、生まれつきの障害で下半身を自分の意志で動かす事が出来ない。

　俺たちロボロボ部は、彼女が普通に歩行できるようになる『歩行器ロボット』を作る為に力を合わせ、先日のロボットコンテストの予選で優勝を勝ち取ったのだ。

　そのロボット『キャシー』は優勝後に行ったパフォーマンスの結果、シャーシがゆがんで現在はオーバーホール中だ。全国大会に向けて更にブラッシュアップする必要もある。その為、明里さんは愛用の万能車椅子に乗って行動している。

　イタズラっぽい笑みを浮かべる明里さんに、遙は冷たく吐息を漏もらした。

「何の用なんて他ひ人と事ごとみたいに言わないでください。本当は会長がやるべきことですよ」

「え～。あたし、もう新ロボロボ部の普通の部員だよぉ。責任者は宮武さんっしょ？」

　ニコニコというかニヤニヤというか、そういう笑顔で明里さんはいう。

「部長のそういうところ、性格悪いですよね」

「ま、３次元の女なんてみんなそんなもんだけどな。あ、ロボ子は違うけどな。人型ロボットは２・５次元だから問題ない」

　康夫と慎太郎がそれぞれに感想を述べた。俺はため息をつくだけだ。

「……それです。会長、ロボロボ部が活動停止になった後、新ロボロボ部を作るだけ作ってきちんと書類提出してなかったでしょう。私、職員室で叱しかられました」

「あ～、それかぁ。ごめんごめん。忘れてたかも」

　明里さんはわざとらしくおっぱいをゆらしつつ、可か愛わいく身をよじる。

　――気付いててやらなかったな、この人。

　予測していたかのように、遙は表情一つ変えず話を続けた。

「一応、ロボットコンテストには学校単位で出場なので結果は問題ないんですが、どちらの部を存続させるのか決めるように言われたので、ロボロボ部を残して新ロボロボ部は廃部にしました。ということで、富子、今までありがとう。感謝しているわ」

「ええっ、いきなりお役ご免！　しかも富子に逆戻りっ！　ひどいっ！　でもそこが素敵！」

　宮武が真っ赤な顔をして身をよじっている。嬉しいのか？　もしかして喜んでるのか？

「なるほど、そういう事になったわけ。じゃ、私がまた部長ってことかにゃ？」

「会長が了承されるなら。認可のハンコを付くのも会長ですし」

　遙は頷うなずき、明里さんは当然というように笑顔になる。

「よーしっ！　任せといて！　ロボロボ部、今日から再始動だよ！」

　俺たちも頷いた。やはり明里さんが部長の方が気合いが入る気がする。でも、正直この話だけなら俺たちまで呼ばなくても生徒会室で話がすむような。

「ただし、ロボロボ部は部活停止があけたばかりですし、今後は活動に先生の立ち会いが必要になりました。つまり、顧こ問もんの先生ですね。今日はその紹介を……」

「はーい、はいはーい！　顧問は私、小松崎公恵がひきうけましたーっ！　予算もばっちり貰ったからね！　全国大会目指してガンバローっ！」

　なるほど、そういうことか。全国大会に向けてバックアップ態勢が整ったって報告なんだな。

　さんざん世話になってて今さらって感じだが、公恵先生なら納得だ。

「ボロボロ部のみんな、よろしくねっ」

　……とりあえず、顧問の最初の仕事はちゃんと部の名前を覚えることだと思う。

　こうして俺たちは、改めて全国大会に向けて再始動することになった。親父の失踪は気になるけど、熱中できることがあるのはむしろ救いかもしれない。

　俺は公恵先生から貰った全国大会の資料を手に、明里さんの歩行器ロボットを更に高性能にすると誓ったのだった。




　ところが、俺はいきなり頭を抱えていた。

「な、なんだよこれっ！　なんでこんな電圧食う通信部品の組み込みが必ひつ須すになってるんだよ！　これ、今の電源じゃ足りなくなるぞ……重量だって増えるし……」

　全国大会の出場仕様書を読んだ俺の悲鳴に、康夫が苦笑する。

「それは『Ａｃｈｅｒｏｎ』のせいだね。全国大会からは世界フォーマットだから」

「あけろん？」

　聞き慣れない単語だった。

「『Ａｃｈｅｒｏｎ』は、最新型のロボットネットワークシステムの正式名称だよ。ロボコン全国大会ともなれば、実用品に組み込まれた部品は入ってないとね」

　康夫が説明してくれた。ロボット同士がネットワークで経験情報を共有することで飛躍的に性能を向上させているというのは今さら説明するまでもないと思うが、繫つながっているということは、そこには当然のごとくセキュリティの問題も発生する。

『Ａｃｈｅｒｏｎ』は、ロボット同士を繫ぐ相互ネットワークシステムの名称であると同時にすべてのロボットを監視するセキュリティでもあるのだ。

　簡単に言えば、ロボットが人間に危害を及ぼさないように見張るのが『Ａｃｈｅｒｏｎ』の仕事ってわけだ。そして、もちろんロボコンに出展される開発中のロボットにもこの『Ａｃｈｅｒｏｎ』の管理が適応される。キャシーも全国大会に出るには登録が必要なのだそうだ。

「単なるネットワークを介するだけじゃなくて、『Ａｃｈｅｒｏｎ』はロボット専用のネットワークだからね。まだ普及し始めたばかりだけど、次世代の『ロボット３原則』ってところかな」

　――すべてのロボットは『Ａｃｈｅｒｏｎ』でひとつに繫がる。

　康夫が開いて見せてくれたｗｅｂページには、そんなキャッチコピーが躍おどっていた。

「ふーん『Ａｃｈｅｒｏｎ』、ねぇ……」

「富子、なにか意味があるの？」

　宮武の呟つぶやきに、遙が反応した。

「『Ａｃｈｅｒｏｎ』はギリシャ神話に出てくる冥めい界かいを取り巻く川の名前よ。いわゆる三さん途ずの川といったところね。なんでそんな名前つけたのかしら。でね、遙。富子って呼ばないで」

　さすが自称とはいえジャーナリストの端はしくれ、意外と物知りだ。

「三途の川なんて、誰がそんな不吉な名前をつけたのかしら……」

「遙ちゃんの言う通りだよねー。どうせならもっとこうかっちょいい名前にすればいいのに。ケルベロスとか。地獄の番犬！」

　明里さんが中二病チックなことをいう。その時、俺たちが盛り上がっている隣で、まるでフリーズしたようにラブが立ち尽くしていることに気付いた

「Ａｃｈｅｒｏｎ……川……」

　中空を泳ぐ視線は何も見ていないようで、俺は一瞬不安になる。

「ラブ、どうした？　なにを言ってるんだ？」

「へ？　ラブ、なにか言ってましたか？」

　はっと我に返ったラブが顔をあげる。自分が独り言を言ってたことにも気付かないようだ。

　気を取り直したように、ラブは俺の方を見た。

「あのぉ……ラブにも、そのあけろーさんをいれなきゃいけないですか？」

「ラブちゃんは現行のロボットとはシステムが根本から違うから関係ないと思うよ。そもそもネットワークに接続されてないんだから」

「そうですか。よかったです。ラブは女の子なので、重くなると悲しいですから」

　ラブの安心は、ちょっと角度がずれている気がする。

　俺は気を取り直してみんなの顔を見回した。

「ともかく、今日からロボロボ部は正式な部になったし、キミちゃん先生も顧問になってくれたし、ある意味で再出発ってことだな」

「お、いいこと言うじゃん大河原くん！　そう、バッチリ再出発だよ！」

　明里部長は、そう言うと愛用のハイテク車椅子を転がしてみんなの前に進み出る。

　生まれながらに足の不自由な彼女だが、名前の通りそんなハンデキャップをものともしない明るい笑顔を見せて言い放つ。

「だから、『キャシー』も一から作り直すくらいの気き概がいでバッチリ修理しようじゃないのさ！」

「確かに、こんだけ壊れると一から作るのと変わらないよねー」

「調子に乗って壊したのは会長ですよね」

　康夫のツッコミに遙も続ける。

「うう……ひどい。大河原くん、二人があたしを苛いじめるぅ。あたしを庇かばってくれるのは大河原くんだけだよぉっ」

　すすっと器用に車椅子を移動させて、俺にしがみつく明里さん。

「会長！　どさくさまぎれに本気くんに抱きつかないでください！」

「そうですっ！　ズルイのです！　ラブもエネルギー補給したいのです！」

「あたしのことちっとも信用してくれない部員の言うことなんて聞かないもーん！」

　えーと、俺も心の中で同じこと思いましたが。

「ともかく、ロボコンの本戦に間に合うように『キャシー』を作り直さないとな」

「うんうん！　バッチリ頼むよ、大河原くん！　あたしの夢を叶えて、おまけにロボコンで優勝だねっ♪」

　ぎゅぎゅっと俺の体に豊満な胸を押しつけるのは、やめてください。その感触は男としてとっても嬉しいんだけど、みんなの視線がどんどん痛くなってます！

「が、頑張りますけど、そろそろ離してくれると嬉しいです、明里部長」

「もー、大河原くんの意地悪～。その反応男としてどうかと思うにゃー」

　明里さんが手を離すまで、遙とラブの視線が痛かったのは言うまでもない。
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　大破してしまった『キャシー』は、康夫の言う通りほぼ一から作り直しだ。

　そもそも、明里部長さんを歩けるようにするという目的のため作ったこの『キャシー』には、大きな問題が残っている。大破した理由も明里さんが無茶したからより、この〝問題〟によるところが大きいんじゃないかと思う。こいつを解決しないことには、ロボコンの優勝なんてまず無理だろう。

「がんばりましょう、マスター！　ラブもいっぱいお手伝いします！」

　俺が悩んでいることを察したのか、ラブが励はげましてくれた。

「……そうだな。ラブがいてくれたら心強いよ」

　一度は死んだも同然だったラブが、こうして元の明るく元気な姿を取り戻したんだ。きっと『キャシー』を完成させる良い方法も見つかるはず――

　そう思えばなんでもできる気がした。




　決起集会みたいになった久しぶりの部活動も終わり、それぞれが引き上げようとしていた。

　公恵先生は一足先に帰った。先生も忙しいのに顧問を引き受けてくれたんだ。俺たちもそれに応えないといけない。

「まずはボディの修理だな。操作系を一新するにしても、まずは旧型の問題点を洗い出すとこからはじめないと。新しいネットワークも積まなきゃいけないし、修理と並行して設計図の見直しを進めて……」

「ちょっとマジくんっ」

　遙が俺を呼び止めた。

「なに？　どうかしたのか？」

「どうかしたって、それはこっちのセリフだよ。どこに行くつもり？」

　呆あきれたように言う遙の顔を見つめる。それから、自分がどこに『帰ろう』としているのかに気づいた。俺はガレージから出て、母おも屋やに入ろうとしていたのだ。

　……そうか、俺は母さんの家に移ったんだった。

「もう、しっかりしてよ」

「仕方ないだろ、長年の習慣だったんだから」

　父さんと母さんが別居して以来、ずっと守ろうとしていた家が、今は帰る場所じゃなくなっていることにまだ違和感がぬぐえない。

「……やっぱり、ここに戻ってこようかな」

「ダメだよ、マジくん」

「でも、おまえやラブのこと放っておくのは……」

　カムイのことだってあるんだし、ラブを一人にするのはまずいと思う。親父の事だってカムイと関わっているかもしれないんだ。０ラブシステムは親父も無関係じゃないんだから。

「おばさまの側についててあげてって言ったよね？　今はあたしよりずっと、おばさまの方がおじさまのことで不安でいっぱいのはずだからって」

「不安って言うけど、うちの両親はもう長いこと離婚寸前の別居状態なんだぞ？」

　心配くらいはするだろうけど。すると、遙は静かに首を振る。

「ケンカするってことは、相手のこと気にかけてるってことだもん」

　……遙の言う理屈はよく判らない。少なくとも俺は、二人に、この家に帰ってきてほしかった。ケンカも別居もやめて欲しかったのに……

「大丈夫、あたしはひとりでも平気。それにすぐ近くにラブもいるし。ね、ラブ」

「はいです。お家のことはラブにお任せくださいです。ラブも遙さんがいるから大丈夫です！」

「……判ったよ」

　俺はしぶしぶうなずいたが、心の中は納得いかないことばかりだった。




　乗り慣れない電車に揺られながら、俺はいろいろ考えていた。

　どうやって『キャシー』を直すのかはもちろん、父親のこと、遙とラブのこと、それからついでに慎太郎のことも。どれもこれも難題ばかりだ。

　これならいっそロボットみたいに与えられた命令だけこなしている方がずっと楽だ。

　……なるほど、だから遙は「ロボットになりたい」なんて言っていたのかもしれない。

　でも、少し前からそんなこと言わなくなったし、封印すると言う前から「ハルカちゃん３原則」も言う回数が減っていた。

　もしかして、遙は俺の側を離れたがっているのだろうか？

　遙だっていつまでも子どもじゃないんだし、俺のお世話を必要としなくなったとしてもなんにも不思議じゃない。それに、もともとその気にさえなれば、遙は一人でなんでも出来るやつなんだ。だから、なにかのキッカケさえあれば……まさか、好きなやつができたとか？

　いや、待て。だとしても急すぎるだろう。ここしばらく大忙しだったしそんなヒマがあったとは思えない。それにラブのこともあって、遙はずいぶんと落ち込んで――

　ま、まさか落ち込んでるところを慰めてくれた男と良い感じになったとか……!?

　うわあああっ！　誰だそいつは！

　弱ったところにつけ込むなんて、男の風上にもおけない！

　って、いやいや、まだそうと決まったわけじゃ……

「なにをやってるの、マジ……」

　いつの間にか、家まで辿たどり着いていた。門の前で中にも入らず悶もん々もんとしていたらしい。

　そして母さんが、息子の狼狽うろたえる様をバッチリ見てしまったらしい。心配そうな顔で俺を見ていた。うう、俺どんな顔してたんだろう。

「でもまあ、帰って来てくれてちょうど良かったわ。お母さん、また出かけるから。顔が見られて幸運ね」

「そ、そうなの？　もう夜だよ」

「ええ、一度帰って来たんだけど急な会議が決まったの。たぶん、今日は帰ってこられないと思うわ」

　重そうなカバンをメイドロボットから受け取りながら、母さんは俺の目を見る。

「そうだ。お父さんから連絡はあった？」

「いや、俺の方にはないけど」

「そう……やっぱり……」

「どうかしたの？　なにか親父の新しい情報でもあったとか」

「ううん、なんにもないわ。……まったく、いったいどこをほっつき歩いているのかしらね」

　母さんはつとめて明るく振る舞っているけど、やっぱり父さんのこと心配してるんだろう。

　それは俺を少し安心させる。男女の関係は複雑だってことかもしれない。

「じゃあね、マジ。留守番よろしくね」

　それだけ言って母さんは出かけて行った。一人になると、すかさずえふさんが聞いてくる。

「本気様、お夕食はいかがいたしますか？」

「……今日は遠えん慮りよしとく。それよりしばらく部屋で作業してるから声をかけないで」

「かしこまりました」

　えふさんは反論も質問もせずただ俺の命令に従った。ラブなら「ご飯食べないなんて身体からだに悪いですぅ」くらい言うだろうな。部屋に着くとすぐに『キャシー』の図面を机に広げた。

　たくさんのロボットに囲まれてるが、俺は一人で壊れた機械の修理ばかりしている。

　まるで昔に戻ったみたいだ。遙がうちに来る前は、いつも俺は一人だったっけ。

「遙たち、ちゃんとご飯食べたかな……」

　味気ないカロリーバーで雑に空腹を満たしながら図面にあれこれ書き込んでいると、頭からいろいろなモヤモヤが雲うん散さん霧む消しようしていく。いつしか俺は作業に没頭していった。




「ごちそうさまです！　遙さん、とーっても美お味いしかったです！」

　遙の暮らすマンションにはラブの姿があった。

　お風呂に入り、夕食を一緒に食べた。本気のいない二人だけで過ごす夜も二度目だ。

　なるべくラブが一人になる時間を減らそうと遙は気をつけている。

「デザートもあるわよ」

「いえいえ、ラブはもうおなかいっぱいなのです。これ以上食べたら分解処理が追いつかないのです」

　ラブは「満腹だ」とばかりにお腹をさする。

「でも、ドーナツだよ」

「うっ……」

　ラブは悩んだ。エネルギーは充分。これ以上有機物を摂せつ取しゆする必要はない。

　そもそも「食べ物」からエネルギーを得る機能は補助的な機能で、本来は直接電力を得た方が何倍も効率がいいのだ。人の役に立つことがロボットの存在意義であり、こんな風に逆にお世話になっていたのでは本ほん末まつ転てん倒とうだ。けれど遙はラブよりずっと優秀で、ラブがしたのはお風呂の掃そう除じだけ。なのにこれ以上遙に甘えるわけにはいかない。

「じゃ、じゃあ……ひとつだけ」

　と、思ったが欲望には逆らえなかった。

「うふふ、じゃあ持ってくるね」

　遙は嬉しそうにキッチンに駆けていき、ラブはちょっぴり反省した。

　すぐに遙はカラフルなドーナツの山を抱えて戻ってくる。

「ラブのためにたくさん買っておいたのっ」

「わわっ、すごいですっ！」

　ラブはついさっき自分が言ったことも忘れて次々とドーナツにかぶりつく。

「……嬉しいな、またラブがそんな顔するようになってくれて」

「ふえ？」

　ラブは口いっぱいにドーナツを詰めこみながら首をかしげる。

「ああ、気にしないで食べてて」

　遙はそうやってしばらくラブの様子を幸せそうに眺めていた。
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「ねえ、ラブ」

「なんれふか？」

「ラブの０ラブシステムを作ったのって、あたしの両親なんだよね」

　ラブは小さくうなずくとゆっくりと話し始める。

「少しだけ覚えてるです。まだこのボディを貰う前、誰か知らない女の人がラブに話しかけてくれました。もしかしたら、あれは遙さんのお母さんだったのかも……」

「どんな声だった？」

「……ごめんなさい。そこまでは覚えてないです。当時のメモリーはもうないんです」

　少しでも遙の希望に応えられれば良かったのにと、ラブは唇を嚙かむ。

「ああ、いいのよ気にしなくて」

　落ち込んだ様子のラブに、遙は慌てて言う。

「それより、ラブを作ったのがあたしの両親ってことは、ラブはあたしの妹ってことだよね」

「妹……ですか？」

「うん。だから、ほら、あたしのこと『お姉ちゃん』って呼んでみてよ」

「ええっ!?」

　ラブは戸惑う。遙と姉妹のようだと言われるのは嬉しかった。遙のようになりたいと真ま似ねをしていたラブだ。けれど姉というならそれは同型機であるプロトⅠ〈カムイ〉という認識だった。自分はロボットであり、遙は自分が尽くすべき人間。その遙を「姉」と呼ぶことには倫りん理り的な問題があるのではないかと思えた。遙さんと呼ぶように指示したのは遙だったし。

「ほら、お姉ちゃんって言ってみて」

「で、でも……」

「なに？　ラブはあたしのこと嫌いなの？」

「そ、そんなことないです！　ラブは遙さんのこと大好きです！　ずっと遙さんみたいになりたいって思ってるです！」

「だったらなおさらだよ。あたしみたいになりたいなら、あたしのこと『お姉ちゃん』って呼ぶことからはじめてみよう」

「うう……」

　ラブは遙の要求に戸惑っていた。いいのだろうか、そう呼んでも……

「……えと、遙……お姉ちゃん」

　口に出してみると、何とも言えない感覚が溢あふれた。

「うわわっ、なんですかこれ、胸のところがうにゅにゅ～ってなりますっ」

「ほんとだ。あたしもなんだか胸のとこがむずむずする」

　お互い照れくさくなってクスクスと笑った。

「マジくんがいないなんて、なんだか不思議な感じだね」

「……です」

　ラブは短く答えると、あらためて遙に尋ねた。

「どうして遙さんは、マスターと一緒に行かなかったのですか？」

「うーん……マジくんにちゃんとあたしのこと見てもらいたいから、かな？」

「マスターはいつだって遙さんのことを一番大事にしてると、ラブは思うのですが」

「大事にされてるってことは、マジくんと同じ目線にいないってことだから」

　遙の答えは簡潔で、それでいてラブにとっては難解だった。

「ラブこそ、マジくんと一緒にいなくていいの？」

「えとえと……だって、ラブはお留守番をしないといけないですから。マスターの大切な家を守らないと」

「それと同じだよ。あたしはマジくんに大事にされるんじゃなくて、お互いに大事な物が同じになりたいの」

「うう～っ、難しいですっ」

　ラブは音ねをあげた。

「でも、ひとつだけ判りました。遙さんはマスターが大好きってことですね」

「ええっ!?　な、なんでそうなるのっ」

「ちがう、ですか？」

「う……まあ、そうなんだけど。あらためて言われると照れるっていうか……」

「ラブもマスターが大好きです！　だから、ラブと遙さんは『ライバル』というやつですっ！」

「ど、どこでそんな言葉覚えてきたのよっ」

「明里さんが前に言ってました！」

「やっぱり……」

　遙は呆あきれながらも、ラブとこんな話ができるようになったことが嬉しかった。

「もう、明里さんも変な事ばっかり教えて。困っちゃうな」

「あっ、明里さんも『ライバル』だっていってました！」

「……お姉ちゃん～、そういう冗談ばっかり」

　言いつつも、口元が強こわばるのが判る。ただでさえ、離れて住むようになったマジくんエネルギーを補給できなくて辛つらいのに。

「んー、あたしも頑張らなきゃ。マジくんエネルギーがなくても平気にならないとね！」

「えっ、遙さん、マスターのエネルギーがなくても大丈夫なんですか？　ラブは困ります！」

「あたしだって補給したいよ！　でも、それだけじゃダメかなって……ううん、何でもない」

　そうして、二人がいろいろな話をしているうちにあっという間に時間は過ぎていった。

「あ、ラブはそろそろ帰らないといけませんっ」

　ラブは時計を見て声をあげた。ずいぶん遅い時間になっている。

「泊まっていったら？」

　遙の提案に、ラブは一瞬迷った様子を見せる。だが、すぐに首を振った。

「ラブは、やっぱり戻ります。ちゃんとお留守番するってマスターに約束しましたから。それに、あっちでアラシさんも待ってますから」

　遙の誘いを断って、ラブは遙の元を後にした。

　家の前までくると、ふと来た道を振り返った。

「ごめんなさい、遙さん……ラブは、少しだけウソをつきました」

　月明かりに浮かぶマンションの一室に向かって、ラブはつぶやいた。

　ラブには一人になりたい理由が別にあったのだから。














第二章　仲間の距離









　川かわ森もり慎しん太た郎ろう。十六歳。男。

　成績中の下、運動嫌い、特技なし、趣味はアニメとゲームとネット。

　常にポジティブシンキング。悩むくらいなら最初から考えない。前向き過ぎて人生の様々な岐き路ろにも気づかず通り過ぎて、後々に後悔するかと思いきやそれすらも全力でスルーしてしまうのが川森慎太郎という少年だった。そんな性格をしているがゆえ、これまで悩みといえるような悩みを持ったことがない彼だったが、今、人生で初めての苦悩にさいなまれていた。

「……はぁ……カムイ、どこにいるんだよ……」

　カムイから一方的に関係の終了を言い渡されてからも、カムイのことが頭から離れないのだ。

「くそー、なんで俺、こんなことしてるんだろ……」

　慎太郎自身、自分がなぜこれ程執着しているのか判らなかった。ネットからしばらく切り離されたとしても、これほど恋い焦がれるとは思えなかった。自分でも不思議なくらいだ。

　今日も部活にも参加せず、カムイに会えないかとあてもなく徘はい徊かいしていたのだ。

　彼女との接点だった旧校舎にも無断侵入して新しくナノマシンの残ざん骸がいを拾ってみたりもしたが、どれほど呼びかけてもカムイの反応はなかった。

　ここ数日、慎太郎は特に焦りが募つのっている。それは心の中に芽め生ばえた不安のせいだった。

　自室に入るとすぐカバンを投げ出して、ついでに自分の身体からだもベッドに投げ出す。

　枕にうつぶせて呟つぶやく。その枕からは洗いたての洗剤とお日様の匂においがした。

「母ちゃんまた勝手に部屋の掃そう除じしやがったな……」

　慎太郎は、ベッドから起き上がり机の上を確認した。母親というものは思春期の男子ならば誰もが隠し持つであろう品々をあっという間に見つけてしまうという特殊能力を持っている。あまつさえ、それを机に並べて見つけたことを誇示されたりするとダメージがデカイのだ。

　そして慎太郎は、過去に何度もそういう目にあっている。

　どうやら、今回は大丈夫なようだ。多少整理されているものの机の上はいたって平和だった。

「ふぅ……助かった。部屋に鍵かぎつけて欲しいぜ、まったく」

　安あん堵どしたところで、ふと慎太郎は小さな違和感に気づいた。

　確かに、机の上に不審な物は置かれていない。だが、同時になにか足りないような気がした。

「あああああああああああああっ！　なっ、ない!?」

　机の上から無くなっていた物。それはカムイが残し、慎太郎が回収したナノマシンのホタルだった。すでに機能停止し形を維持しているのみとなったホタルを、慎太郎は今でも大事に保存していたのだ。

「どこだ!?　もしかしてまた動いて飛んでったのか……？　いや、それよりも母ちゃんか？」

　慎太郎は空からっぽのゴミ箱を確かめて、部屋を飛び出し台所に駆け込む。

「母ちゃん！　アレどうした!?」

「はぁ？　なによ大声だして。夕飯ならお父さん帰ってきてからよ」

「机の上に置いてあったアレだよ!?」

「あんたの机の上なんて知るわけないでしょ」

「母ちゃん勝手に部屋の掃除したろっ！　机の上にこんくらいの虫みたいなロボットが置いてあっただろ、あれ、どこやった!?」

　母は隣でわめき散らす息子を気にもとめず夕飯の支し度たくを続けるが、

「……ああ、そういえば見た気がするわ。虫の死骸」

　と息子の焦りも気にせず軽く言い捨てた。

「虫の死骸じゃねーよ！　ロボットだ！　つーか、やっぱ母ちゃんの仕し業わざじゃねーか！　ひとの部屋に勝手に入って物捨てるなよ、プライバシーっつーもんがあんだろ！　ジョーシキ的に考えて！　いやいや、今はそんなことどーでもいいんだっ。と、とにかくアレどこやった!?」

「アレって、虫の死骸のこと？」

「だから死骸じゃねーって！」

「あんた昔からそういうの好きよね。掃除してたらベッドの下から大きな箱が出てきて『ついにうちの息子もエッチな本を隠し持つようになったのね』ってわくわくしながら開けてみたら中には蟬せみの抜け殻がらがいっぱい！　ほんと、ガッカリしたわ～」

「だから、人の部屋のもん勝手に開けんなって！　つーか、やっぱ全力でエロ本探してたんじゃねーかっ！　しかも楽しんでる！」

「息子が隠してるエッチな本を見つけて整せい頓とんするのは母の特権じゃない。あとは、初めて家に彼女を連れて来た時には良い雰ふん囲い気きになったのを見計らってお茶を持って行ったり、息子の小さい頃の写真を見せて本人そっちのけで楽しんだりするの。当然、夕飯も食べて行ってもらうからあんたがお父さん似で将来的には頭頂部がかなり残念なことになる可能性が高いことも明らかになるわ」

「くうっ、息子になんの恨みがあるんだよー！」

「まあ、その年でまだ虫の死骸なんか集めてるようじゃ、当分彼女は先になりそうねー」

「余計なお世話だ！　って、もうなんでもいいからどこにやったかだけ教えてくれよ！」

「もう、しつこい息子ねぇ……捨てたわよ。たぶんまだ外のゴミ置き場にあるんじゃない？」

　慎太郎はすぐにゴミ置き場に向かった。後ろで母が「ついでに、そこの生ゴミも出しておいて」などと言っていたが無視して駆け出す。

　母の言う通り、ゴミ置き場にはまだ袋が山積みになっていた。慎太郎は袋を片かたっ端ぱしからあけてホタルを探した。いくら高性能なナノマシンとはいえ、もう動かなければただのガラクタだ。だが、それでも慎太郎にとっては大事な物だった。特にこの数日は、親友の父、大おお河が原わら博士の失しつ踪そうがカムイのせいでないことを、慎太郎は神に祈るようにホタルに願っていたのだ。

「あ、あった！」

　必死に探し続けた結果、幸いにもホタルは見つかった。

「はぁ……よかった……こいつさえ手元にあれば、またカムイと……」

　そう呟つぶやいた矢先だった。慎太郎の手のひらに乗っていたホタルが突然その形を崩した。

「わ、わわっ！　ちょ、ちょっと待って！」

　慎太郎の願いも虚むなしくホタルは小さなナノマシンの粒になって崩れさってしまう。

　後に残ったのは、かつてナノマシンだった埃ほこりの山だった。

「そ、そんな……」

　慎太郎はゴミの中に膝から崩れ落ちる。カムイとの唯一の繫つながりだったものがその手からこぼれ落ちていった。まるで慎太郎のカムイへの気持ちを、あざ笑うかのように。

　風に飛ばされていくナノマシンの欠片かけらに、慎太郎は祈るように呟つぶやいた。

「カムイ……お前じゃないよな。人間を傷つけるのはイヤだって、言ってたもんな」

　ナノマシンで再現された小さなカムイにつつかれた記憶は忘れているらしい。

　そんなにたくさん話した訳でもないのに――慎太郎は、何故かカムイを信じている自分を自覚していた。どこかで本もと気きやラブを裏切っているような気がして後ろめたくなる。だけど、彼は確認したかったのだ。カムイが、本気の父が失踪した事件に関わっていないことを。




　早朝の教室で、俺は大きく伸びをした。母さんの家から学校に通うのにも少しだけ慣れてきた。考えてみれば距離は遠くなったが食事も上あげ膳ぜん据すえ膳ぜんで、おまけに最新鋭の研究設備が整っているのだから、ロボコン本戦に向けて集中したい今、母さんたちとの同居は結果的に良かったのかもしれない。しかも母さんも姉さんもそれほど家にいる訳じゃないから、自分の時間も取り放題だった。父さんのことは気になるけど、俺がくよくよ考えていてどうにかなる話じゃない。毎日のように警察とは連絡を取っているが、今のところ何の進展もない。もともと事件性のない失踪事件は毎年何万件もあるそうだ。警察もそれほど深刻に考えていないのかもしれない。それと、遙はるかとラブも俺が居なくてもそんなに困ってないみたいだし……俺だけが空回りしてるみたいで少し情けない。……ちょっと寂しいかも。

　だけど、むしろこれが一般的な高校生の暮らしだというのは判っている。家族と縁が薄いなんて良くある話だし、今までの遙との二人暮らしが恵まれ過ぎていたのかも……

　などとらちもない事を考えながら教室に入ると、いきなりラブが飛びついてきた。

「マスター！　おはようございます！」

　制服を着たラブにしがみつかれて、慌てて軽く温かな身体からだを支える。

「ど、どうしたラブ？」

　今さっき考えていたことを、ラブが気付いたんじゃないかと動どう揺ようを隠せない。

「エネルギー補給です！　もうずーっとずーっとしてなかったのですっ」

「そ、そうか、エネルギー補給ね。はは」

　ラブに必要とされていたことは嬉しいが、問題はクラスメートの視線が痛いってことだ。ロボットとはいえ、クラスでも人気の美少女に抱きつかれているんだから。

「ラブ、とりあえず離れてくれるとありがたいんだけど。みんな見てるし」

「は、はいです。あの、マスターご迷惑……ですか……？　ラブ、エネルギー補給しないほうがいいですか？」

「い、いや、そういうことじゃないんだっ、ただ、その、えーっと……」

　腕の中で潤んだ瞳になるラブ。困ったな。そんな顔をされると弱い。

　そう言われてみれば、俺はともかくラブも初めての一人暮らしをしてるんだよな……

　抱きとめた身体を離せずにいる俺を見かねて、遙が助けてくれた。

「ラブ、そろそろやめなさい。本気くんが困っているでしょ？」

　遙がやや強引に俺とラブを分けようとする。どさくさで俺の二の腕を思いっきりつねっていったのは必要経費ということにしておこう。

　ところが、ラブは遙の言うことを聞くどころか、逆に力をこめてしがみついてくる。

　珍しい行動に、遙と俺は目を丸くした。

「ちょ、ちょっとラブ！」

「エネルギー充じゆう塡てん率87％。万が一の場合を考えるとちょっぴり心こころ許もとないです」

「万が一の場合って、どんななのよっ」

「えーと……たとえば悪の巨大ロボットと戦うとか」

「そんな万が一起こりっこないわよ！　ちょっと本気くんもなんとか言いなさいよ！」

「えーと、まったくはる……久く遠おんの言う通りだ。だいたい、巨大ロボットなんてナンセンスだよ。用途が限られるし重力がある以上、身体を支えるだけで莫ばく大だいなエネルギーを消費して……」

「そういうことじゃないでしょっ！　ラブ、離れなさいっ。人前でそういうコトしちゃだめっ！」

「どうしてですか？　ラブ、わかりません」

　めずらしく反抗的なラブに、遙はいぶかしげな顔をする。ラブは、澄ました顔で遙を見た。

「遙さんだって、我慢してないでエネルギー補給すればいいのです」

「え……」

「ラブ知ってるです。遙さんのそれは『ヤキモチ』というのです」

「ち、ちちっ、違うわよ！」

　ラブの逆襲に、遙は優等生モードを崩して両手を振る。

「遙さんは、もっと正直になるべきだとラブは思うのですっ」

「ラ、ラブったら何を……っ」

「ラブは、遙さんが素敵だって知っているのです。だけど遙さんは我慢をしすぎだと思うのです。だから、ラブが率そつ先せんして実行すれば遙さんも我慢しなくてすみます！」

「もーっ、変な事ばっかり言わないで！　ラブ、いいから離れなさーい！」

　ラブの言葉に真っ赤になって動揺する遙。だけど、動揺したのは遙だけじゃなかった。

「久遠遙が、罵ののしりもせず赤くなっている……」

「まさかデレた……だと!?」

「いや、落ち着け、まだ判断するには早い！　俺は信じないぞっ！　しかも……しかも相手がいつも叱しかられまくってた大河原だなんて！　幼おさな馴な染じみはそれほど強力な属性なのか……」

　見ていた男子たちが驚きよう愕がくの言葉を口にする中、大きな音を立てて、宮みや武たけが立ち上がった。

「そんな……私の遙が……いくら幼馴染みだからってあんな男に！　氷のように冷たく見下して当然の大河原本気にっ！　背も大して高くないし成績は悪いし運動も人並み程度、顔なんてどう見てもモブキャラレベルよ！　ロボットを作る以外なんの取り柄もないじゃないっ！」

　――ロボットだけでも取り柄に認定して貰もらって嬉しいよ。はは……

「ちょっ、ちょっと富とみ子こ、それは言い過ぎ！」

「うおっ、久遠が大河原を庇かばうだとぉぉぉぉぉぉっ！」

　教室に時ならぬ激震が走る。遙はクラス委員で風紀委員、そしてドＳとして知られていたのだ。特に俺は、彼女に迷惑をかけている問題児系な存在で叱られることはあっても庇われたことなんかなかったからな。まあ、俺がそういう風に遙に頼んでたんだけど。

「あっ、あああっ、ち、違うっ、違うのっ！　あああああんっ！」

　遙が顔を真っ赤にして慌てている。俺がどうしていいか判らずにいると。

「もうっ！　ちょっとラブこっちに来て！　マ……本気くんもっ！」

　俺たちは遙の手で半ば強引に廊ろう下かに引っ張り出された。

「ああ、もうっ、ラブのせいでみんなに変な目で見られたじゃない」

　ぷりぷりと怒りながら、遙はラブの手を引いて人ひと気けのない方へと向かう。

　俺も仕方なくついていくことにした。このまま一人で教室に残されたら針のムシロだ。

　誰もいない屋上に続く階段まで来たところで、遙が俺たちの方を振り返った。

「ラブ、学校ではあたしとマジくんの関係は内緒だって言ったでしょ！」

「はいです。でも遙さん、ハルカちゃん３原則は封印っていってたです」

「え？」

　何の迷いもないラブの返答に、遙は答えに窮きゆうしている。

「学校でマスターと仲良しだって内緒にするのは、ハルカちゃん３原則で決まっていたルールです。なのでハルカちゃん３原則が封印された以上、守らなくて良いと思うのです。だって、本当は遙さんは学校でもマスターと仲良くしたいのです。ラブ、知っています！」

　ニコニコと笑うラブは、まったく悪気のない表情で……遙と俺は顔を見合わせた。

「……なるほど、それは確かに一理あるかもな」

「ううっ……そうかもしれないけど。でも物事には順番っていうのがあって……それに、いきなりどうして……」

　遙が困った顔で俺とラブを交互に見た。ラブは、俺の手を摑つかんで引き寄せると、秘密を囁ささやく。

「遙さんは、今朝もラブと朝ご飯食べて、自分で作ったオムレツはどうしてマスターのより美お味いしくないんだろうって言ってました。学校に行ったらマスターに会えるから嬉しいねって」

「ラ、ラブッ！　や、やめてっ」

　遙は慌てるが、俺はなんだかホッとしていた。寂しいのは、俺だけじゃないんだな。

　ラブの屈くつ託たくのない言葉が、遙と俺の間にある難しい気持ちを解きほぐしていく。

「学校でしか会えないんだから、遙さんもマスターと仲良くしていいんじゃないですか？　エネルギーが足りなくなると、動けなくなっちゃうんですよ」

「……ラブったら、もう」

　遙は困ったように、真っ直ぐに見つめるラブから視線を逸そらす。そして繫つないでいるラブと俺の手に気付いて、ぷくっと膨れた。優等生の遙ではあり得ない表情だ。

「ラブ。マジくんの手を離しなさい」

「エネルギー充塡、１００パーセント。ラブはマスターの手を離します」

　ラブは今度は素直に俺の手を離す。

「ずるいよラブ。ラブだけ抱きついたり手を繫いだり！　ライバルだって判ってるんだったら、簡単に抜け駆けしないでよ！」

「はいです。遙さんも、どうぞ！　ラブはもう大丈夫です」

「……だからっ、ラブが見てるってだけでも抱きつくのは難しいのっ！　どうしてそういうところ判らないのかなぁ。そんなに人の気持ちが判るようになっちゃったのに。ラブ、心が戻ってから絶対変わったよ。凄すごく、人間らしくなった。……悪いところもね！」

　むくれた顔で遙がラブに言う。

「えへへ、でも、ラブは本当にマスターと遙さんに仲良くして欲しいのです！」

　なんか、前より女友達っぽくなってないか、この二人。ラブもぽんぽん言い返してるし。どんな話を二人でしてたんだろう？

「ライバルってなんだ？」

　気になったので聞いてみた。ところが。

「マジくんは知らなくてもいいの」

「マスターには内緒です」

　二人して似たようなことを言う。ホント、仲良くなったなあ。

　これは、俺が母さんの所に行った効果なんだろうか。ラブは一気に経験値を溜めてるみたいだけど、予想外の変化に俺が戸惑ってしまう。女の子は俺にとって難解な方程式の塊みたいなものなのに、遙だけじゃなくてラブまでそうなってきちゃった気がする。

　とはいえ何となく気持ちが落ち着いたのも事実だった。俺たち三人は、ＨＲホームルームに間に合うよう教室に戻ることにする。遙は優等生モードに戻っている。曰いわく「そんなに簡単に態度は変えられない」そうだ。と、正面から慎太郎が歩いてくる。見るからに生気がなくテンションが低い。

「慎太郎、おはよう。遅刻ギリギリだな」

「……」

　慎太郎は俺が声をかけたのにも気づいていない様子だった。それどころか教室すらもスルーして通り過ぎていく。

「おいおい、慎太郎ってば」

「……ん？　ああ、マジか……おはよう」

　間近に見た慎太郎は死んだ魚のような目をしている。さすがに様子がおかしい。

「慎太郎さん、どうしたんですか？　元気ないですよ」

「はは……気にしないでくれ……」

　いつものように「お兄ちゃんと呼べ！」なんて言うこともなく、慎太郎は力なく笑うと、ふらふらしながら教室へ入っていく。俺たちは顔を見合わせて首をかしげたのだった。




　その日の放課後も、慎太郎は部活に顔を見せなかった。ロボロボ部はロボットコンテスト全国大会に向けて、キャシーの改装計画で忙しいのが判っているはずで、それがなおさら気になった。ついこの前までは、精力的に手伝ってくれてたのに。

「……慎太郎、どうしたんだろう？」

「さあ……？　なんだかここのところ静かだな、とは思ってたけど。いいことじゃない」

　遙は興味なさそうに言った。明あか里りさんの身体からだにキャシーを固定する装具を縫ぬってくれているのだが、手が一瞬も止まってないところを見ると全然心配してないな。

「心配です。慎太郎さんらしくないです」

　ラブは俺に同意してくれた。

「それは、失恋だね！　きっとそうだよ！」

　キャシーの操作シミュレーターを眺めていた明里部長が、楽しそうに茶化す。

「部長、失恋するならまずは誰かに恋をしないといけないんですよ？　相手が２次元なら別ですけど、慎太郎は女の子と連続して１４０字以上話せないんですから」

「あはは、相手がラブちゃんだったら大丈夫なんでしょ？　もしかして、ラブちゃんに振られたとか！」

「え？　ら、ラブが何か悪いことしたんですか？」

「会長、やめてください。ラブが川森くんなんかの為に悩むのはバカバカしいです」

　……遙と慎太郎は、本当に相性悪いよなー。明里さんも苦笑した。

「まあ、それはともかく。あれはちょっと心配だねぇ。どうしたものかな？」

　表情を改めて明里さんは康やす夫おに話を振った。柔にゆう和わなイケメンは肩をすくめた。

「どうしたのって聞くくらいはしたんですけど。なんでもないって言われて終わりでした」

　一番仲が良い康夫にも話してないってことは、よほどのことなのかなぁ。俺たちの話を注意深く聞いていたラブが、突然ぱあっ、と顔を輝かせる。

「あーっ、ラブ、知ってます。こういう時は『息抜き』をするといいのです」

「息抜き？」

　俺が聞き返すと、ラブは自信満々に言う。

「はいですっ。ラブが悩んでいた時、皆さんがスイカ割りや水鉄砲で遊んでくださいました！　あれは息抜きというんだと、マスターが教えてくださいました！」

　ああ、そういえば夏休みにそんなことがあったな。ラブが姉さんに認められてこの家に残れるよう、必死に家事や日常生活の練習をしてた時、みんなで気分転換したのだ。

「ラブちゃん、グッドアイデアだよ！　確かに、落ち込んだ時は何かで気を紛まぎらわせるのが一番だよね」

　明里さんは、偉い偉いというようにラブを抱きしめた。車くるま椅い子すに乗った体勢から抱きつかれて、ラブは手足をバタバタさせている。明里さんは満面の笑顔で宣言した。

「決めた。祝勝会をしよう！」

「祝勝会って、ロボコン予選優勝の？」

　そう言えばラブを直すことが優先で、ちゃんとしたお祝いなんてしてなかったけど。

「そうそれ！　ま、理由は何でもいいんだけど、みんなで賑にぎやかにパーティして慎太郎をバッチリ元気づけてあげようじゃないのさ。　我らがロボロボ部のモットーは『ひとりはみんなのために、みんなはひとりのために』でしょ！」

　明里さんはいつものように面白いイタズラを思いついた子どものような笑みを浮かべている。

　こうなったら止めても無駄なことはよく判っていた。俺たちは素直に頷うなずくと、祝勝会の分担を決めたのだった。




　日曜日に決まった祝勝会は、全員強制参加だという明里部長の号令が関係者全員に通達された。場所はご多分に漏もれずウチのガレージと庭だ。俺とラブ、そして遙はパーティのご馳ち走そうを用意する係だ。ワリカンにした費用の中で、工く夫ふうして料理を用意するのは、家事労働一般を愛する俺の得意とするところだ。遙も相当の料理上手だし、ラブも最近は戦力になる。

　朝から三人で楽しく準備をしていると、時間通りにみんなが集まってくる。

　明里部長、康夫、康夫に引きずられるようにしてやってきた慎太郎、それからに宮武、公きみ恵え先生も。あの日のメンバーが勢せい揃ぞろいしている。

「やぁやぁ、みんなバッチリ揃ってるね」

　参加したメンバーを前に明里部長が満面の笑みを浮かべる。

「今日はロボロボ部の祝勝会に集まってくれてありがとう！　みんなの力でロボコン本戦に出場できることになりましたっ！　ラブちゃんも元に戻ってめでたいし、部の活動停止もとけたし、キミちゃん先生が顧こ問もんになってくれて、いっぱいお祝いすることがあります！　だから、久しぶりに大河原くんの手料理をみんなで味わいましょーっ！」

　俺の料理うんぬんはともかく、確かにたくさん祝うことはあった。ロボコンの時もラブの時もパーティなんてしてないし、その後は、俺の事情で華やかなことは遠えん慮りよしてくれてたんだろう。これで近頃元気のない慎太郎を励はげますことができれば万ばん々ばん歳ざいってとこか。

「ともかく、乾杯といこうじゃないの！」

　明里部長の言葉で、いろいろまとめての「お祝い」パーティがはじまった。

　ガレージにあったガラクタを積み上げ即席のテーブルを作っての立食パーティだ。

　プラスチックのコップでジュースで乾杯。華やかさには欠けるけどロボロボ部らしい。

「それで、慎太郎の様子はどうよ？」

　明里部長が聞いてきた。

「……まあ、あの通りですよ」

　俺は、こう答えるしかなかった。なにせ慎太郎は乾杯したグラスを手に持ったまま、さながらライバルとの激闘の末にすっかり燃え尽きたボクサーのようにガレージの隅に座り込んでいる。たまにアラシが足下に寄ってきてニャーニャー鳴いてるが、それにも気づいているんだかいないんだか……といった様子だ。明里さんはため息をついた。

「大河原くん、ちょっと行って励はげましてきてよ」

「そうそう。やっぱり男同士の方が悩みも打ち明け易いですよねっ。ガンバッ」

　心配そうにしつつも、既に五本目の缶ビールに手を伸ばす公恵先生も同調する。

「いや、俺もうチャレンジして挫ざ折せつしたんですけど」

「僕もだよ。話しかけてもろくな返事しなくてさー。さらに悪化してるねー」

「つべこべ言わずに二人でバッチリリベンジしてきたまいっ。部長命令っ」

　文字通り背中を押された俺と康夫は、軽くつんのめりながら慎太郎の前に立った。

「あー……慎太郎、調子はどうだ？」

　なんて声をかけるか考えあぐねた挙げ句、俺はなんとか無難と思われる言葉をひねりだした。

「マジ……調子がよかったらこんな風になってないと思うよ」

「うう、すまん」

　話題を切り出す枕ってやつから始めようと思ったんだけどな。康夫の言う通りです。

　仕方ない。ごちゃごちゃ言わず単たん刀とう直ちよく入にゆうに切り出すか。

「慎太郎、なにか悩みがあるなら俺たち力になるぞ？」

「そうだよ。話すだけでも気が楽になるって言うじゃない」

　幸いにして俺たちの声は届いていたらしく、慎太郎がギギギッと音がしそうなくらい緩かん慢まんな動きで顔をあげた。

「いや……ほんと……オレのことは気にしなくていいから……なんつーか、オレ、虫なんで……虫以下なんで……具体的に言うと蟬せみの抜け殻がらみたいなもんっス……ハハハ……」

　俺と康夫は思わず顔を見合わせる。こりゃダメだ。思っていた以上に重症だ。

　すみやかな作戦の練ねり直しが必要と判断した俺たちはいそいそと明里部長のもとへ戻った。

「無理でした」

「諦めるの早っ。もうちょっとがんばんなさいよ」

「そうは言いますけどね部長、あれかなりヤバイ卑ひ屈くつモード入ってますよ。話しかけると却って悪化させそうで怖いです」

　隣で康夫が俺の言葉にうんうんとうなずく。

「もう、賑にぎやかにすればちょっとは元気になるかと思ったんだけどなー」

「なに？　祝勝会パーティってそれが目的だったの？」

　宮武がめざとく話に割り込んでくる。まあ隠すつもりもなかったんだけど。

「まとめてやっちゃおうって感じ。慎太郎を励ますのと、それに少しは大河原くんも気が紛れるかなって」

　俺もですか……？

「……大河原本気、大河原博士のことは私も知ってるわ。大変だろうけど元気出しなさいよね。だからって遙の同情につけ込んで、あれやこれやするのは許さないけどっ！」

　宮武が親父おやじの失しつ踪そうを知らないわけはないか。情報通つうだし。

「キミちゃんも心配ですっ！　まじくんはまだしっかりしててくれるけど……」

　さらに公恵先生も参加。担任で顧こ問もんだから俺たちのこと心配してくれてたんだろうな。

「慎太郎くんは、いつもはちょっとやんちゃすぎですけど、でもでもっ、元気がないよりはそっちの方がずっといいですっ」

　俺もつくづくそう思うよ、キミちゃん。

「こうなったら、あの手を使うしかないわね……」

　唐とう突とつに明里さんが言った。

「あの手って、なんですか？」

「慎太郎の好きなものって、なんだと思う？」

　質問したら逆に質問が返ってきた。慎太郎の好きなものですか……

「カレー、ですかね。いつも学食で食べてますけど」

　俺は思いつくままに言った。

「いや、食べ物じゃなくて」

「ゲームも好きよね」と遙。

「趣味はネット巡回よね。うちのブログにもよくコメント残してるわよ。本人バレてないつもりみたいだけど」

　今度は宮武だった。

「だああああっ、もうみんな的まと外はずれすぎ！　あるでしょーが、慎太郎くんの大好きなもの！」

　しびれを切らせた明里さんが手をばたばたさせる。そう言われても改まって聞かれると思いつかないんですけど……。俺たちが答えを出せずにいると、康夫が冷静な口調で言った。

「妹じゃないですか」

「そう！　さすがは康夫くん！」

　言われてみればそうだ。慎太郎は無類の妹好き。妹属性だった。

「というわけだから、この中で一番の妹属性を持つ女子に一肌脱いでもらいましょ」

　そう言って、明里部長はラブに向かって微ほほ笑えむ。

「……ええっ!?　ラブですか!?」

　一瞬、明里さんの微笑みの意味が判らなかったらしいが、すぐに理解した。さすが０ラブシステム搭とう載さいロボット。だが、俺はラブを守る義務がある。

「反対！　俺は反対です！」

「もうっ、大河原くん過保護すぎ！　慎太郎を励ましたくないの」

「い、いや、励ましたくはありますが……」

　俺が何とか回避しようとする隣で、心優しいロボットは決意の表情で右手をあげた。

「わかりました。ラブ、やります！」

「ちょっ、ちょっとラブ大丈夫なの!?」

「任せてください遙さん。ラブが、慎太郎さんを元気づけてくるですっ」

　俺や遙の心配をよそに、ラブはやる気満々の返事をすると慎太郎のところへ歩いていく。

「あ、あのっ」

「んあ……ああ、ロボ子か……なんだ、おまえもオレの最期を看み取とりに来てくれたのか……ちょうど良かった。これを、オレだと思って受け取ってくれ」

　そう言って、慎太郎はかけていたメガネをラブに渡す。

　……いや、それをもらってもな。しかし、受け取った本人は、なにかこう、心に訴えかけるものがあったらしく、きゅっと唇を引き結んで――

「お、お兄ちゃん！　元気出してください！」

　言った。頼まれても言わないように言ってあったんだけどなあ。ホントに、ラブはマスターのいうことを聞かない変なロボットに育ってる。無視するのは、いつだって誰かの為だけどな。

　慎太郎は大きく目を見開いた。

　数秒の沈黙。そして、彼は目を瞑つむった。穏やかな口調でラブに語りかける。

「……ありがとう。ロボ子……これでもう思い残すことはない……」

　実に晴れやかな笑顔だった。そして彼は真っ白な灰になっていく……

「わっ、わっ！　慎太郎さんっ、死んじゃダメですぅ！」

　慎太郎がどこまで本気で言ったのかは判らないが、ラブの方は本気どころか真剣だった。
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　ラブは慎太郎の襟えり首くびをつかんで必死に揺さぶる。

「慎太郎さん！　しっかり！　しっかりするです！」

「うぐぐ……くるしい……」

「ああっ、たいへんです！　とっても苦しそうです！」

　いや、それたぶん首がしまってるだけだから。ラブ、離してあげたらいいと思うぞ。

「……どうやら、作戦は失敗みたいね」

　遙がため息交じりに言う。

「方向性は良かったと思うんだけどね。これでも復活しないってどれだけ落ち込んでいるんだろうね、慎太郎」

　康夫の言う通り、なんでここまで？　ラブが身を挺ていしたというのになぁ。

「あのあのっ、ほっといていいんですか!?　慎太郎くんが白目剝むいちゃってますけど！」

　公恵先生も心配してるので、そろそろ助けてやることにしよう。

　まあ、ラブに心から心配されて本人はけっこう幸せかもしれないけど。

「案ずるなロボロボ部の諸君」

　作戦が失敗に終わったにもかかわらず、立案者の明里部長は余裕たっぷりだった。

「あたしは次なる手をすでに用意している！　妹の次に男の子なら誰もが大好きなもの！　その名も『オッパイがいっぱい』作戦！」

　いったい何をするのかは謎だが、ひとつだけ確かなことがあった。

　この作戦だけはなんとしても止めなければいけない。全員の心が一つになった。

　みんなが口々に明里さんの提案を却下していた矢先、もうひとりのゲストが到着した。

「すまない、遅くなった」

　勇ゆ希き姉ねえだ。その後ろにはいつものようにえふさんが控えている。

「いやいやいや、来てくださっただけでも嬉しいです！　勇希先輩！」

　嬉しそうに康夫が駆け寄る。なんとも裏表のないイケメンである。まあ、だからモテるんだろうけどさ。

「こんにちはです、えふさん！　会えて嬉しいです」

「ラブさん、こちらこそ嬉しいです」

　ラブもさっそくえふさんに駆け寄っている。ソファに置きざりにされた慎太郎は、わりと幸せそうな顔で気絶してるみたいだ。鼻の下が伸びてるから、命に別状はないだろう。

「ああ、それと母さんは仕事があるので来られない。皆によろしく伝えてくれ、だそうだ」

　……母さんまで誘ってたのか、明里さん。勇希姉は明里さんや公恵先生に挨あい拶さつしたり、宮武に取材を申し込まれたりしてから、俺のところにやってきた。

「いまさらだが、ロボコン予選通過おめでとう、本戦も頑張るのだぞ」

「うん、ありがとう。みんなで頑張るよ」

「お前はいい仲間に恵まれた。本番はこれからだから気を抜くな、本戦は手て強ごわいぞ」

　経験者だけあって、勇希姉の言葉は重かった。

　予選はあくまで予選。本番では全国から集まった猛も者さたちと競わなければならない。きっと俺たちを驚かせるようなロボットが山ほど出展されるに違いない。そんな人たちと渡り合うためには『キャシー』を修理するだけでは十分じゃない気がしていた。

　親父の失踪で引っ越しやいろんな事が重なって、作業が遅れ気味になっているのが気になっていた。俺の為に折せつ角かくみんなで頑張って来た成果を壊したくない。毎日、長くかかる行き帰りの道でデータベースと格闘していた俺は、ひとつのプランを思いついていたのだ。折角の機会だから、俺は康夫たちの見ているまえで、勇希姉に自分のアイデアを話す事にした。

「勇希姉、実は相談したいことがあるんだ。聞いてもいいかな」

「ほほう、この場でか？　よかろう、我が愛いとしき弟よ。遠えん慮りよなく相談するがいい」

　勇希姉は無表情ながらも嬉しそうに頷うなずいてくれた。

「カムイやラブがナノマシンを操っていたあの『ゼロ』っていう装置で『キャシー』の操作系を新しく構築できないかと思って」

「ほう……」

　勇希姉は大きく目を見開いた。

「あれを使えば、もっと直感的かつスムーズに装着者が歩けるんじゃないかと思うんだ。もちろん時間は限られてるし、なにより『ゼロ』っていうあのシステムを解明しなきゃいけないのは判ってる。でも、挑戦してみる価値はあると思うんだ」

「ふむ……簡単にいうが、それは０ラブシステムの核心に触れる問題ではないかと思うぞ。簡単にできるのか？」

「簡単じゃないかもしれないけど、０システムは人間の脳波に似た波動で『ゼロ』を動かしてるんだから、０システムの人工頭脳を除いてラブの周辺装置をそのまま再現すれば、人間の精神力でも『ゼロ』を動かせるような気がするんだ。原理的には、だけどさ」

　ずっと考えていたのだ。人間の心を再現する０システムで動く『ゼロ』は、逆に言えば人間の心でも動かせるんじゃないかって。勇希姉は、驚いたように目を見開いた。

「……なるほど。それは実験する価値があるな。０システムのブラックボックスになっている基幹部分以外なら、再現するのはそれほど難しくないと思える。いいだろう。私も協力しよう」

　勇希姉は、請け合ってくれた。どうやら、姉さんにとっても興味のある課題だったみたいだ。

「『キャシー』でも使った脳波コントロールシステムはある程度確立された技術だ。それをナノマシンへの動力供給や制御に転用するのか……ふむ、ナノマシン側の構造が問題だな。だが、ラブがナノマシンを操れる以上、いつでもサンプルは採れる。出来るかもしれない。考えたな本気。さすがは、我が愛する弟だ」

　俺がずっと考えていた内容を、勇希姉はあっさりと理解してくれた。

「なになに？　『キャシー』がナノマシン使えるようになるの！　それって凄すごくない？　あたし、魔法使いになれちゃう？」

　目を輝かせる明里さんに、俺は苦笑いした。

「そんなのは無理だと思いますよ。でも、頭で考えるだけで思い通りに動かせるようになるかもしれないです。それに、ナノマシンを使って強度をあげたり、可動部も増やせるかも……」

　夢が拡がってしまうな。『ゼロ』を動力に転用できるなら、もっと色々出来るだろうし……

　姉に久しぶりに褒ほめられて嬉しい俺の肩を康夫がばん、と叩いた。

「一応言っておくけど、僕らにも手伝わせてくれるんだよね？」

「当たり前だろ。嫌だって言っても無理矢理巻き込むからな。なんせ俺たちロボロボ部は『ひとりはみんなのために、みんなはひとりのために』がモットーなんだから」

「お、さすが大河原くんバッチリわかってるじゃん♪」

　康夫と明里さんが破顔する。そんな俺たちを、遙が優しい目で見守ってくれていた。

　俺はえふさんと歓談していたラブの方に向き直る。あと一人、協力を仰あおぐ仲間がいるのだ。

「ラブ、言うまでもなく、この開発にはおまえの、０ラブシステムの協力が不可欠だ。これまで以上にデータを取ったり実験を繰り返すことになると思うけど……大丈夫か？」

「はいです。ラブはマスターのお役に立ちたいのです」

　ラブはそう答えると穏やかな笑みをうかべた。その顔がすごく大人っぽく感じる。

　気のせいだろうか、あのオーバーロード状態から回復してからというもの、ラブはこんな風に、時折、別人のような表情を見せる。成長したということなのかな。

「あ、あのあのっ、できればキミちゃんのことも忘れないでくれると嬉しいなぁ……って」

　公恵先生がバシッと手を上げて言う。

「キミちゃん、お役に立てるか判らないけど、これでも一応、顧問なのですから」

　小中学生にしか見えなくても、公恵先生は俺たちよりずっと経験を積んだ大人なのだ。

「私のことも忘れないでよね！　ていうか、部長よ部長！　元だけど！」

　公恵先生に遅れじと宮武富子も手を上げてくれる。

「宣伝広報は任しておいて！　遙のためならデータ整理だって手伝っちゃうわよ！」

「そうね、富子は私よりパソコンには強いものね、助かるわ」

「わあんっ、遙がっ、助かるって、助かるなんて、そんな甘い言葉を私に言ってくれるなんてぇ～～～っ！　でも富子って呼ばないでぇっ」

　遙に抱きつこうとして避けられ、代わりに犠ぎ牲せいになった公恵先生を抱きしめて叫ぶ。

　公恵先生と宮武には、予選でも力を貸してもらった。二人がこの先も協力してくれるというならそれはありがたいことだった。それから、遙が真ま面じ目めな顔で俺に問いかけてきた。

「本気くんは、どうしてナノマシンを、『ゼロ』を……０システムを使おうと思ったの？　便利だから？　このままじゃ優勝できないから？」

「それもある。やっぱり今の『キャシー』は俺の理想としたレベルには到達していない。『ゼロ』を利用すればそれが実現できるかもって考えたんだ。……でも、それだけじゃない。ラブが……０システムが決して危険な代しろ物ものじゃないって証明したいんだ。俺の我わが儘ままかもしれないけど」

　俺は素直に打ち明けた。

「カムイは０システムを『危険』だと言った。母さんは、俺には０システムは手に負えない代物だって言った。どちらも間違ってはいないと思う……。でも、それだけじゃないんじゃないかって思うんだ。どうして父さんがラブを作ったのか……俺はまだ判らないけど。『ゼロ』が、０ラブシステムが単なる戦う為の道具だとは、どうしても思えないから……」

　みんな、俺の説明を黙って聞いてくれた。

　なにより遙が、俺の気持ちを知りたがっているように思えた。

　だから俺は最後にこう締めくくった。

「それに、久遠博士が……遙の両親が作ったシステムが、危険なもののはずがない。俺は、遙のお父さんとお母さんを知ってる。ぜったい、兵器なんか作る人じゃないんだ。だから、俺は、０システムを使ってみたいんだ……それを、証明出来るように」

「マジくん……」

　目に涙を溜めた遙が、幼おさな馴な染じみのいつもの呼び方をした。

「もう、素直に『遙ちゃんのためだ』って言いなよ。ひゅーひゅー♪」

「ぶ、部長！　何言ってるんですか！」

　思わず大声で否定したものの、明里さんの言う通りかもしれない。話しながら、俺の気持ちが整理されていくのを感じていた。そうだ、ラブを見ていても判る。０システムは絶対に危険なんかじゃないはずだ。俺は、それを信じたい。

「だよな……まだ、そうだって……決まったわけじゃないよな……」

　いつの間に目を覚ましていたのか、抜け殻がらのようだった慎太郎の口から呟つぶやきがこぼれた。

「お、おい、慎太郎……？」

　慎太郎はいきなり立ち上がって俺の肩を摑つかんだ。

「マジ！　オレにも手伝わせてくれ！」

「手伝うって、慎太郎、突然どうした？」

「０システムが危ないもんじゃないって証明すんだろ!?　だったらオレも協力する！　いや、させてくれ！　つーかなんでもするから、証明しようぜ！」

　死んだ魚のような目に輝きが戻り、灰になったボクサーみたいだった身体からだに力が戻ったようだ。てか、慎太郎、強く摑みすぎだ。痛いぞ。……でも、復活してくれたのは嬉しい。

「お、おう、そりゃおまえもロボロボ部なんだから手伝ってもらうけど……」

「よし！　そうと決まったらなんか腹が減ってきた！　つーか、おとといからなんも食ってねえんだからそりゃ腹減るよな！　ジョーシキ的に考えてっ」

　宣言すると、慎太郎は猛烈な勢いで並んでいる料理を平らげ始めた。

「慎太郎、そんなに急いで食べたら喉のどにつっかえるよ」

「そうですよ、慎太郎くん！　ごはんはよく嚙んで食べましょうっ」

　康夫や公恵先生が心配するほどの勢いだ。片っ端から食べ物を口に詰め込む姿は妙な生気に満ちている。ついさっきまであんなに落ち込んでたのに、なにがきっかけで復活したのかがさっぱり判らない。落ち込んだ理由も判らないんだけどさ。でもいいか。

「とりあえず、慎太郎を元気づけるのには成功したみたいだね」

　そう言って、明里部長が俺の肩に触れる。

「でも、こっからが大変だよ。覚悟はできてる？」

「……正直、やってみないと判らないです。でも、きっとなんとかなりますよ。だって一人でやるわけじゃない。ロボロボ部のみんながいますから」

　少々くさい台詞せりふだったけど偽らざる本心だ。

　こうして俺たちはささやかな祝勝会を楽しんだ。明日からは、新しい戦いが始まる。

　そのことが、やけに嬉しく感じられたのだった。




　次の日から、ロボコン本戦に向けての活動が始まった。相変わらず母さんの家からの通いには違いないけど、早朝と放課後はガレージで作業することにしたのだ。

　０ラブシステムの解析のためにガレージのメンテナンス槽そうでラブのデータを取ったり、カムイの研究室からダウンロードしたデータも調べ直している。公恵先生が手配してくれて、高スペックのコンピュータをどこからか入手してきてくれたのには、康夫が小躍りまでして喜んでいた。意外と頼りになるのだ。

　だけど、康夫以上にやる気に満ちたやつが一人いて、これが少しばかり厄やつ介かいだった。

「なあなあなあ！　オレにもなにか手伝えることないか!?」

　俺が『キャシー』のフレームの歪みを直していると、慎太郎が後ろから頭を突っ込んできた。ちなみに、慎太郎が同じ質問をするのはこの一時間で十回目だ。一日だともはや数え切れない。

「……慎太郎、手伝ってほしいことがあったらこっちから言うから」

「そ、そうか？　遠慮しなくていいんだぞ？　ほら、肩揉もむか？　あ、ジュースとか買ってくるか!?　それとも焼きそばパンか？　ポケットに小銭も入ってるぞ!?」

　いや、パシリとかカツアゲじゃないんだから。

　まあ、慎太郎もなにか手伝いたくて仕方ないんだろうとは思うが。

「慎太郎、ちょっと落ち着きなよ」

　康夫が慎太郎に釘を刺した。さすがに呆あきれた様子だ。

「で、でもよ、なんかこう、いてもたってもいられないっていうか、何かしてないと気が収まらないっつーか」

「慎太郎、いいからこっち来なさいって。大河原くんたちの邪魔しちゃだめだよ」

　と明里部長が呼ぶ。ちなみに明里さんは溜まった生徒会の書類を片付けている最中だ。

　片付けてると言っても実際に働いているのは遙で、明里さんは最後に書類をチェックして判子を押すというなんとも気楽なポジションでいる。いいのか？　生徒会長がそんなんで。

「ラブ、この書類を20部ずつコピーしてきてちょうだい」

「はいですっ」

「あと、コピーが終わったらクリップでとめておいて」

「20部コピーしたら、それをクリップでとめる……ですね。了解しました！」

　遙の横にはすっかり助手に収まったラブがいた。いつの間にやら息もぴったりだ。

「あ、遙さん、書類のここのところ間違ってませんか？」

「え？　……ほんとだ。私としたことが誤ご字じだなんて。ありがとう、ラブ。助かるわ」

「えへへ、どういたしましてです！」

　ラブもずいぶんと立派になったもんだ。

　ついこの間まではドジってばかりだったのに。遙に加えてラブも、成長している。俺のいない暮らしがいい影響を与えてるのかもしれないな。そう考えると、ちょっと落ち込んでしまう。

「おんや？　どうしたんだい大河原くん。浮かない顔だにゃ？」

「……別に、そんなことないですよ」

　めざとく俺の顔色に気付いた明里さんが、ニヤニヤと寄ってきた。

「いやいや、顔に書いてあるよ『ラブちゃんたちがかまってくれなくてさみしいっ』って」

「書いてません。ていうか、ひとのことからかってないで明里さんこそちゃんと仕事したらどうなんですか、生徒会長」

「あたしはほら、いわゆるプレイングマネージャーみたいなもんだから。いざって時のためにこうして力を温存してるのさ」

『キャシー』のパイロットであり部の責任者でもあるんだから立場としてはその通りなんだけど、明里さんは車椅子をリクライニングモードにして雑誌とジュースを手に持っている姿は、どう見てもくつろいでいるようにしか見えない。

「まあ遙ちゃんに続いてラブちゃんまで親離れしはじめて、寂しいって気持ちは判らないでもないけどねー」

「だから、別にそんなんじゃないですってば」

　一応は否定してみる。自分でも整理できていないのだ。

「なんだ!?　マジ寂しいのか！　任せておけ！　オレの出番だな！」

　話を聞いていた慎太郎が割り込んでくる。

「そんなことならオレに任せろ！　寂しいのには慣れてるオレだが、特効薬も知ってる！」

「別に寂しくなんかないって。慎太郎、本当に無駄に元気になったな」

　こんなにウザくなるんだったら、落ち込んでたままでも良かった気すらしてきた。結局、あの祝勝会の何が良くて復活したのかよく判らないし……慎太郎はまくし立てる。

「遠えん慮りよするな！　寂しさの特効薬。それは家族だ！　オレがお前の弟になってやろう！　呼び方はなんにする!?　お兄ちゃん？　兄ちゃま？　兄君様？　あ、なんだったらアニキでもいいぞ！　アニキーっ！　元気出してくれーっ！」

「……うーん、少なくとも最後のは、ちょっと違うものを連想しちゃうかにゃ」

　苦笑いする明里部長。慎太郎が元気になってくれたのはいいんだけど……これはこれで困るな。でも明里さんのツッコミをキャンセルしてくれたことには感謝するぞ、慎太郎。

　俺はハイテンションで語り続ける友人をあしらいながら、作業を続けたのだった。




　俺たちはガレージに籠こもって作業を続けた。日が落ちる頃、公恵先生の声が響く。

「はーい、そろそろ暗くなってくるから終わりですよー。みんな、きちんとお片付けしてください。終わったら、男子は女子を送って帰ってくださいねー」

　本当はもう少しフレームの修理をやりたかったが、残念ながら時間切れだ。

　俺は手早く機材を片付けて、康夫たちから今日取れたデータを受け取る。データの解析なら、母さんの家にある最新型のコンピュータが役に立ちそうだ。そう思うと、帰ってもやることはあるんだ。俺はいくつかの検査項目を康夫と打ち合わせて帰り支じ度たくを始めた。

　０ラブシステムが精製し、自在に動かしているナノマシン『ゼロ』の仕組みを理解できれば、歩行器ロボットは飛躍的に進歩するはずだ。ナノマシン自体はそれほど珍しいものではないけれど、あの出力や持続時間、それに制御なんかは謎だらけなのだ。

　ただ、予測通りというべきか、０システム内部の構造は判らないけれどその周囲の部品は俺たちの持っている機材でも再現可能なものが大半だった。もともと基本構造は何年も前に遙の両親が作ったものなんだから、今では普及した技術がたくさん使われているのだ。

　用意を終えて帰ろうと周りを見回した俺に、ラブが小走りに近づいて来た。

「マスター、お願いがあるのです。ちょっと、調子が悪いみたいで」

「え？　不調ってどうしたんだ？　何かデータ収集で無理したとか？」

　心配顔になった俺に、ラブは首を振る。

「いえ、ラブじゃなくてアラシさんなんです。うまく動けないみたいで。作業の邪魔にならないように、終わるまで電源を切って、待って貰っていたのですが……マスター、修理していただけますか？」

　そう言われてみれば、今日はアラシを見ていない。ラブはずっと言い出すのを我慢していたんだろう。状況を判断した行動はラブの成長を示している。俺はおどけて微笑んだ。

「もちろん。ラブの最優先指示だろ？　今すぐ見るよ」

「はいです。マスター、ありがとうございます！」

　ラブが連れてきたアラシを起動させると、確かに様子が変だった。高いところに飛び乗ろうとして失敗したり、壁に頭をぶつけたりと、猫らしくない動きを繰り返す。

「こりゃ、センサーがどっかいかれたかなぁ……」

「直りますか？　マスター」

　心配そうに手元を覗のぞき込むラブ。顔が至近距離に来てちょっと照れくさい。ロボットなのにいい匂いがする。うーん、裸どころか身体の中まで見たことあるのに、変な感じだ。

　明里さんたちは帰ってしまったし、久しぶりに二人でガレージにいるとラブが来たばかりの頃みたいだ。あの頃から比べると、ラブは本当に成長している。

「マスター？」

「あ、ごめんごめん。たぶん大丈夫だよ。転んだか何かが原因だろう。すぐ直ると思う」

　そういって腰につけたバッグから工具を取りだして早速修理に取りかかる。しばらくアラシと格闘していると、ガレージから母おも屋やに続く扉が開いた。

「あれ？　マジくん、帰ってないんだ。何してるの」

「あっ、遙さん！　マスターにアラシを修理していただいているのです！」

「そうなんだ。調子悪いって言ってたもんね」

　遙も近づいて、俺の手元を覗き込む。

「直るの？　マジくん」

「大丈夫だと思う。もともと俺が作ったんだし……でも、遙、どうしてここに？　隣に戻ったと思ってたんだけど」

「ふふっ、ラブと一緒に夕食作ろうと思って。二人分の方が経済的でしょ？」

　遙はそう言うとラブと微ほほ笑えみあう。仲良しでありがたいよ。ちょっとヤキモチを妬やきそうだ。

　そんな俺の気持ちに気付いた訳でもないと思うけど、二人が俺に身体を寄せてくる。

　左右から身を乗り出すようにしてアラシを修理する手元を見てるんだから仕方ないのかもしれないけど……どんどん俺の居場所が狭くなっているような。

「……二人とも、ちょっとくっつきすぎじゃないか？」

「いいじゃない。別に。アラシが心配なだけよ」

「そうです。遙さんの言う通りなのです」

　俺に左右からくっつきながら、二人は澄まして答える。息が合い過ぎだよ。

「いや……普通に作業しづらいんですが……」

　俺のささやかな抗議は当然のように黙殺された。なんだか、ちょっとホッとする自分が恥ずかしい。二人もそれ以上何も言わず、俺を左右からサンドイッチした状態で微笑んでいる。

　……とりあえずアラシを直すか。

　思った通り、アラシの不調はセンサーがひとつダメになっていたせいだった。

　もともと中古のパーツだったのが、カムイの細工のせいでかなりダメージを負っていたのだろう。とはいえ、複数あるセンサーのうちひとつが壊れただけなので大したことはない。

　ロボット工学の世界に大昔から伝わる有名な格言を借りるとするならば――『たかがメインカメラをやられただけだ』ってことだ。

「とりあえず、交換パーツが届くまで他のセンサーで補うよ。今はそれで充分だと思う」

「アラシさん、たくさん壁にぶつかって痛そうでした」

「大丈夫。設定を変えればもうぶつかったりしないよ」

「よかった！　マスターはやっぱりスゴイです！」

　アラシの壊れたメインセンサーを取り外し、他のセンサーの感度を上げた。

　普段なら康夫の専門だけど、このくらいなら俺でもあっという間にできてしまう。

　簡単なテストをした後、アラシを再起動する。本物の猫のように背中を逆ぎやく海え老び反ぞりにして伸びをしたアラシは、ぴょんと作業台から飛び降りて元気にラブの足下に寄り添った。

「パーツが届くまで、しばらくこれで様子見だな」

「はいっ、ありがとうございますマスター！」

　ラブは嬉しそうに言った。顎あごの下を撫なでられたアラシが気持ちよさそうに目を細めていた。

「マジくんカッコイイね！」

「い、いやぁ、こんなの大したことないよ」

　誉められて悪い気はしない。それに二人に頼られることが嬉しかった。こうしているとここで暮らしていた頃に戻ったみたいだ。なんて離れてまだ数日だというのに、もうそんな気分になってしまう。一番成長してないのは俺なのかな？　情けないかも……

「あ、あの、マスターに聞きたいことがあるのです」

「なんだ？」

　へこんだ気持ちをラブの顔を見て切り替える。

「アラシさんは、０ラブシステムの……ラブのいるところがわかるのですよね？」

「ああ、そうだけど……」

　以前、ロボット猫なのにどうにも自由奔ほん放ぽうすぎるアラシに「ラブの後をついて行く」という機能を付けた。それは０システムが発する電磁波の一種を感知させるというものだ。

　あれが『ゼロ』のエネルギーやコントロールに関わる０システム固有の何かなんだと思うけど、その存在以外はよく判っていなかった。もっと詳しく解析できれば『キャシー』の改良にも大きな進展があるに違いないけど、いまのところ大した成果は得られていなかった。

「じゃあ、アラシさんは神楽かぐらさん……いいえ、カムイにも反応しますか？」

「え……？」

　その発想は、俺にはなかった。プロトⅠ〈カムイ〉。ラブと同じ０システム搭とう載さい機きは、人間の管理下を離れていまもどこかで目的を果たすために行動しているはずだ。０システムを破壊するためにラブのことも諦めてはくれてないだろう。だからこそ、ラブはこの厳重なセキュリティをかけた大河原家と周辺だけで暮らしているんだ。確かに登録した０システムが発するエネルギーにアラシが反応してくれたら、ラブの安全度は高まる。でも……

「うーん、理論上はそうなるかな……でも、同じ波長が出てるかどうかは判らないんだ。可能性があるってだけかな」

「そう、ですか……」

　ラブはあからさまに声のトーンを落とす。そんなにがっかりするとは思わなかった。

「ラブ、不安なら母さんの家に来てもいいんだぞ。あっちはセキュリティがここ以上にしっかりしてるんだ。えふさんもいるし……まあ、毎日学校に通うのは厳しいかもしれないけど」

　通学中にはセキュリティを用意出来ないから、その移動中が一番危ない、というのが勇希姉達の見解だった。それはその通りだと思うので、俺も納得した。ラブ自身も、この大河原家を動きたくないと強く主張したから。でも、不安になってきたなら話が違う。

　俺の誘いに、ラブは申し訳なさそうに俯うつむいた。

「は、はいです。でも、それは……できません。ラブは大河原博士にこの家を守るように言われています」

「確かに最初はそう言われただろうけど、今のマスターは俺だろう？」

　ラブは静かに首を振った。

「それに、ラブがいなくなったら遙さんがひとりになってしまいます」

「だから、遙も一緒に！」

「マジくん、もうその話は結論が出たでしょう？」

　確かに、これじゃ何日か前の繰り返しだ。でも二人とも、どうして頑かたくなに俺の側から離れようとするのかな。自分が子どもっぽくだだをこねているような気がして、俺は黙り込む。そんな俺を励はげますように、二人が両側から俺の腕を摑つかむ。心配しないで、というように。

「安心してくださいっ。お家には勇希さんが最新のセキュリティを設置してくださいました。それに、カムイが来てもまたラブがナノマシンでばばーんとやっつけちゃうですっ」

　俺は、それ以上なにも言えなかった。二人の世話をするのは自分だと意気込んでいたのに、むしろ二人に気遣いをされてしまっているのが情けない。

「そうそう、マジくんはおばさまや勇希さんと仲良くしてあげてね。おじさまがいなくなって不安なのは……おばさまたちも同じなんだから」

　遙にそう言われて、俺に反論の余地はなかった。もっとしっかりしないとな。反省した俺は二人に優しく送り出されて家路についたのだった。




　帰宅すると、いつものようにえふさんが恭うやうやしく出迎えてくれた。

「お帰りなさいませ、本気様」

「ただいま。母さんたちは？」

「マスターのご帰宅は深夜になると言付かっております。美み鈴すず様は、確認できておりません」

「そっか……ま、忙しい人だからな」

　別段、驚きもしない。この家で暮らし始めてまだ数日だが、この状況には慣れてきた。そこかしこに控えてるメイドロボットたちには、なかなか慣れそうにないけど。

「お食事はいかがなさいますか？」

「そうだな……あ、いや、今日は自分で作るよ」

　この間の祝勝会で久しぶりに包丁を握ってみて、やっぱり楽しかった。

　根を詰めて研究をするのもいいが、息抜きも必要だというのを身を以もつて知った気がする。

　モヤモヤしたものが溜まった時には特に、だ。

　俺を手伝おうとわらわら集まってくるメイドロボットたちを追い返して、キッチンに立つ。

　さて、なにを作ろうか。俺は冷蔵庫と睨にらめっこをはじめた。




　勇希姉が帰宅したのは、えふさんの言う通り深夜になってからだった。

「なんだ、まだ起きていたのか」

　俺の顔を見るなり、勇希姉は眉まゆを顰ひそめる。自分は研究でしょっちゅう遅くなるくせに、弟の健康管理にはやたらと厳しいのだ。

　まあ、こうなることは判っていたので、すでに策は用意してある。

「夜食を作ってたんだ。勇希姉に」

「む、そうか。それは嬉しいな」

　ほら、機嫌が良くなった。勇希姉は俺の料理をすごく喜んでくれるから。

　自分の夕飯兼勇希姉の夜食として作っておいたポトフを温め直すようロボットメイドに指示を出す。多少は彼女たちにもお仕事をふらないと申し訳ない気がするからな。この頃は夜になるとかなり冷え込むようになってきたので、温かいポトフはちょうどいいだろう。

「……うむ、美お味いしい」

「そう、よかった」

「相変わらず、おまえの料理は絶品だ」

「大げさだよ」

　猫舌な勇希姉はポトフをスプーンですくうと、念入りに息を吹きかけて冷ましてからようやく口に運ぶ。俺は、その様子をしばらく眺めていた。

「それで、私になにか話があるのではないのか？」

　どうして判ったのだろう。

「その顔は『どうして判っただろう』と思っているな。だが、私に言わせればおまえの行動は実に判りやすいぞ。おまえは、他人を頼ったり使役することが苦手だ。できるだけ自分で解決しようとする。だが、そうもいかない場合は、こんな風にまず自分が相手のためにできることを提示するのだ」

「まいったな。バレバレか」

「気に病むことはない。それはおまえの持つ大いなる美点の一つだ。弱点でもあるがな。それで、私になにを聞きたい？　例の歩行器のことか？」

「そっちも難航してるから聞きたい事はいっぱいあるんだけど……その前にひとつ、意見を聞きたくてさ。自分じゃ、整理できなくて」

　俺は今さらながら勇希姉に相談するかどうか躊ちゆう躇ちよした。考えてみれば勇希姉には聞くのは筋違いなことかもしれないと思ったからだ。勇希姉が痺しびれを切らしたように聞いてくる。

「いいから言ってみろ」

「……うん。えっと、なんで遙たちは、俺と一緒にこの家に来なかったのかなって」

「そのことか……」

　勇希姉はため息をついた。

　呆れているのか、それとも何か他に思うところがあるのかは判らなかった。

「遙さんについては、おそらく核心に近いであろう答えは想像がつく。だがそれは私の口からは言うべきではない」

「なんだか回りくどい言い方だなぁ」

「その通り。まさに遠回りをしているのだ」

　なんだか哲学にも似た難解な話になってきた。

　俺の顔に「？」が浮かびつつあるのに気づいたのか、勇希姉が続ける。

「おまえにとって遙さんが大切な存在であるように、遙さんにとってもおまえが大切な存在なのだ。だからこそ距離をおく必要があったのだろう。なぜ大切なのかを知るために」

「……判らないよ」

　距離をおくってどういうことだよ。

「今まで通りに、本気に世話をかけるのが嫌になったのではないかな」

「う……」

　勇希姉にはバレているかもとは思ったけど、遙の面倒みてたことはやっぱりバレてたか……

　でも、だったら聞きたい。俺は遙にとってもういらない存在なのかな。

「それって、俺に負担をかけたくないってこと？」

「そうではない。負担の有り様を変えたいのだ」

　やっぱり判らない。

「少し、難解に過ぎたか。まあ、女心はまだ早いようだな。我が愛する弟よ」

　無表情な勇希姉が、謎かけみたいなことを言う。

「……そんなこと言われても」

「ふむ。まあいつか判るだろう。例えば、あのはっきりした性分の母さんが、何故未だに父さんと離婚していないか、とかな」

　どきっとしてしまう。俺がそのことを不思議に思っていることもお見通しだったらしい。

「まあ、本気にもいつか判るだろう。この件は自分で考えるがいい。それで『ゼロ』の方は進展があったのか？」

　勇希姉は話を打ち切った。これ以上は聞いても無駄だろう。俺は頭を切り換えて、本題の０ラブシステムと『ゼロ』のデータを渡して、アプローチの方向性の相談を始めた。まずは目の前のことをやらないと、二人に合わせる顔がない気がしたのだ。




　その少し前、大河原家では美少女二人が眠りにつこうとしていた。

「遙さんは心配しすぎです！」

「家では遙お姉ちゃんって呼んでいいんだよ、ラブ。さあ一緒に寝ようか」

　大河原家には、以前遙が使っていた部屋がある。もちろん遙の私物は隣のマンションに運ばれてしまったが、客室として使用するために家具はそのまま残されていた。その部屋に寝具を用意して、遙はラブを連れ込んだのだ。

「ラブはメンテナンスポッドで休みますからぁ」

「だってラブ、壊れるようなことはしてないんだから、大丈夫でしょ。大体ラブがあたしの部屋には泊まらないから、あたしが泊まりに来てるんだよ」

「別に一緒に寝なくてもいいんじゃ？」

　早々にベッドに入った遙は、上掛けを上げてラブが来るのを待っている。

「別に女の子同士なんだから一緒に寝たっていいじゃない。早くラブ、寒いよー……くしゅん」

　遙のくしゃみに、人間の生活を守るために存在するロボットの意義が問われてしまった。

　パジャマ姿の遙を冷えさせて、風か邪ぜを引かせる訳にはいかないとしぶしぶ遙の隣に横たわる。ふわりとその上に布団がかけられた。

「ラブ、あったかーい！　ロボットなのにねぇ、ふふっ」

「人型ロボットは、人間の体温と同じように表面温度が設定されてますから」

「こうやって抱きついてると安心する感じ、マジくんと同じ」

　遙は自分が本気以外にスキンシップをする相手は、ラブだけかもしれないと思う。

「マスターに抱きつくと温かいですよね、朝のお布団の中が一番ですっ」

「そう、あれは危険だよね。起こしに行って何度も眠り込んじゃったよ。マジくんの隣は温かくて眠くなるんだもの」

「ですよねっ！　なんだかほわーんとして気持ちいいんです！」

　そんなことを嬉しそうに言うラブを、遙は不思議な思いで見つめる。

「ねえ、ラブはホントにロボットなの？」

「ロボットですよ。遙さん、知ってるでしょう」

「知ってるけど、ラブがあんまり人間っぽいから、いつも忘れちゃうんだよー」

「忘れないでください。ラブはロボットです。遙さんのご両親がラブの心を作ってくれたんですから……」

　ラブの言葉に遙はふわりと微笑む。自分の両親が作ったのはなんてすごい物なのだろう。

「うん。０ラブシステムってすごいね。ラブの夢は叶ったんじゃないかな？」

「ラブの夢？」

「人間になりたいって夢……ラブは心を持っているんだもの」

「遙さんは……」

「ん、あたしがなに？」

　困ったような顔をしているラブに、なんて表情が豊かなのだろうと思いながら問いかける。

「遙さんの夢は……その、以前はロボットになりたいっておっしゃってましたけど」

「ああ、うん。その夢はもういいの。新しい夢に変わったんだよ、ラブ」

「新しい夢に？」

「あたしは私になる。それが新しい夢だよ」

　ロボットじゃなくても、本気の側にいられる久遠遙になるのが、新しい夢になった。

「ええっ、遙さんはずっと遙さんですよ。優しいラブの憧れの人です！」

　一いち途ずに言い募つのるラブの方が、ずっとずっと優しいと遙は思う。ラブが来てから、どれだけ自分と本気は変わったことだろう。邪魔にしか思えなかった何も出来ないドジなロボットが、どれだけ二人の世界を広げてくれたことか。

「ありがとうね、ラブ……」

　そう言って、遙は目をつぶる。明日も学校で本気と会うのだから、寝不足な顔は見せられないと、おろおろしているロボットを残して眠りの国へと旅立つために。

「えっえっ、遙さん、それはなんのお礼……ああ、寝ちゃったですか？」

　ラブを守ろうと遙は思っていた。夕方本気が言っていたように、カムイはラブを０システムを破壊することを止めないだろう。自分の両親が作ったのだ。ラブは両親の形かた見みでもあり、遙の大事な家族だ。

　ラブをカムイに壊させたりはしないと、ずっと側にいようと固く決意していた。

　遙が眠りに落ちた後、眠らずにすむロボットも決意を新たにしている。

「……遙さんを巻き添えにはできません。どうしましょう……」

　隣で眠る遙を起こさないように小さな声での呟つぶやきは、夜陰に溶けていった。




　同じ頃、月明かりにシルエットだけを残して飛ぶ影があった。ナノマシンで作った光の羽を輝かせて夜空を舞うカムイの眼下には、本気たちが暮らす家の灯が見える。

「……変化はないようね」

　彼女の美しい電子の瞳に、何かを調べるような複雑な幾き何か学がく模様が刻まれる。

「０ラブシステムの反応なし。プロトⅢの反応は不明……。やはり、あの時にケリをつけるべきだったかしら。ううん……なるべく人間を傷つけるのは避けないと、マスターが悲しむ」

　カムイの呟きは闇に溶けて消える。顔をあげたカムイの視界には、街の明かりが銀河のように拡がっている。ひとつひとつに温かな営いとなみがあることを思って、カムイは微ほほ笑えみを宿す。

　だけど、カムイはいつも一人だ。役目を果たすと決めた日からずっと。

　ロボットの自分に、寂しいなんて感情を自分に与える０システムには憎しみすら感じる。

「……そろそろ戻らないと。『ゼロ』を補給してから、次の手を」

　名残なごり惜しそうに美しい夜景を眺めて、カムイは高度をあげた。

　ナノマシンが鱗りん粉ぷんのような輝きを落とす。それはなぜか、零こぼれ落ちる涙のように見えた。














第三章　二人の距離









　チャイムに反応したメイドロボットに呼ばれて玄関に向かうと、そこには見慣れた仲間たちの姿があった。みんないつもと少し違う私服で、手にはお土産みやげらしきものを持っていたりする。

　代表するように、笑みを湛たたえた康やす夫おが敬礼するように右手をあげた。

「やあ、マジ。きちゃった」

　まるで「恋人がふいに部屋を訪ねてきた」みたいな口調だ。

「やっほー、大おお河が原わらくん遊びに来たよ～！　すごいねー、文化財に指定みたいなお家だにゃ～」

　康夫の後ろにいる明あか里り先輩は妙にはしゃいだ調子だ。まあ、気持ちは判る。

「会長、私たちは遊びに来たんじゃありません」

「んもう、遙はるかちゃんってばお休みなんだからもっとゆる～くいこうよ」

「休日であろうが、部活動は部活動です」

　遙に一刀両断されて、明里さんが肩をすくめる。遙の言うとおり、休日にロボロボ部のみんなが家に集まって来たのは、もちろんロボコンにむけた『キャシー』の改良のためだ。学校の隣にある我が家のガレージでやればいいと思うんだけど、康夫がどうしても俺が今住んでいる家に行ってみたいと主張し、明里さんも賛成したのでなし崩しにこうなったのだ。

　ただ、実際ガレージよりもこの家の機材の方が新しいので『ゼロ』の解析には適しているって現実もある。そしてソフトウェア関係は俺よりも康夫の方が数段得意なのだ。

「まあまあ、はい、これお土産。僕のと、部長からも。勇ゆ希き先輩が気に入るといいんだけど」

　ちなみに、康夫がどうしてここに来たがったのかは全員が理解しているので、今の発言はつっこむところじゃない。俺がお土産を受け取りつつ苦笑いしていると、苦しそうな声がする。

「うおお……ちょっと、おまえら手伝ってくれ、よ……」

　控えめに立っている遙の後ろから、息も絶え絶えって感じの慎しん太た郎ろうの声だった。

「慎太郎、なんだ、その大荷物は」

　慎太郎はパンパンに膨ふくらんだリュックを背負い、両手にボストンバッグまで持っていた。

　中身は機材とか資料とかなんだろうけど、まるで登校時にジャンケンゲームをして負けた子どもが全身にカバンをぶら下げているような、あまりイメージの良くない格好だ。

「なんで慎太郎がひとりで背負ってるんだ？　それ、『キャシー』の部品だろ？」

「あたしは無理するなって言ったんだけどねー。慎太郎がどうしても自分で持つって言うから。電車の中でもバッチリ目立って仕方なかったんだよ」

　明里部長が少し困ったような顔で言う。慎太郎は無駄に汗を飛ばしてニヤリと笑った。

「ふっ、心配するな……オレは変わったんだ……そう、以前までの退廃的で享きよう楽らく的な川かわ森もり慎太郎は死んだと思ってくれ。言うなればオレはニュー川森慎太郎だ」

「……そうか、うん、頑張れよ、ニュー慎太郎」

「おうよっ！」

　ニュー慎太郎なんて言われたらとりあえず頷うなずくしかない。まあ確かにいきなり元気になって以来確かに別人のようだけどさ。それにしたって荷物持ちで無理しなくていいと思うんだが。

　そこで、ふと俺はいるはずのメンバーがひとりいないことに気付く。

「あれ？　ラブは？」

「うん。誘ったんだけど、来なかったの。お留守番をしなきゃいけないからって。ごめんね」

　答えたのは遙だった。謝る必要は無いと思うけど、遙も困惑している感じだった。

　留守番ねぇ。最近のラブは自己主張が強くなっている感じがするけど、特にあの家にいることに拘こだわっている。俺と遙の関係に積極的に関わってくるような行動をとったり、やっぱり、心が戻ってきてからラブには何か大きな変化が起きている気がした。

「マジくん……ラブ、ちょっと変わったよね……」

「そうだな。以前みたいに『優先指示ですか？』とか聞かなくなったし。もう完全に自分の気持ちがある人間みたいだ。遙、最近のラブの様子教えてくれよ」

「ん……判った。遙も、マジくんに相談したいかも……」

　俺たちが話していると、ふふふふふと不気味な笑い声がした。

「な、なんですか明里部長、その顔は」

「いやー、べっつにー。ただ、マジくーん、遙ーって。うふふふっ、バッチリ仲良しでお姉ちゃんは嬉しいですよー？」

「まあまあ明里部長。久く遠おんさんもやっと僕たちに打ち解けてくれたってことですねー」

「なっ……!?」

　迂う闊かつだった。人前では久遠って呼んでいるのに、ついついみんなの前でいつもの調子でしゃべってしまった。遙も真っ赤になっている。

「……い、いいじゃないのっ。みんな私とマジくんが幼おさな馴な染じみだって知ってるでしょう」

　何か言おうと言葉を探していた俺より先に、意外にも遙が言い返した。遙が優等生を演じていたのは、『ハルカちゃん３原則』に基づいた俺の頼みのせいだ。遙と俺がほとんど同居していることを知られないよう、悪い噂うわさが立ったりしないように、学校では他人のふりをする――ってのが理由だった。遙はそれを、やめようとしているのかもしれない。

「うん、知ってるー！　だからからかってるんじゃないよ。嬉しいって言ったでしょ？」

　遙が『３原則』を封印するって言ったことを思い出す。なんだか複雑な心境だ。

『３原則に反するよ！』なんて叱しかられたり、甘えられたりしていたのが懐かしい。

「久遠さんは気付いてなかったかもしれないけど、今までも時々僕たちの前でそういう話し方してたよ。なんで隠しているのか判らないけど、素が出ちゃうのは僕たちに気を許してくれたってことだと思うんだ。だから、いいことだと思ってるよ」

　気遣いが得意なイケメンが、さらりと話を流してくれた。俺と遙は顔を見合わせて苦笑する。お互いに頑張ってきたつもりだけど、仲間達にはバレバレだったみたいだ。

　明里さんと康夫、そして俺たちは誰からともなく微笑みを交わす。

「つーかなんでもいいから、いい加減オレにこの荷物を降ろさせろよ！」

　大荷物を抱えて汗だくの人物が抗議した。あ、しまった。慎太郎のことを忘れてた。

「ああ、ごめんごめん。誰か、慎太郎を手伝ってやってくれ」

　俺が一言声をかけると、すぐにロボットメイドたちが数体やってきて慎太郎の荷物を取りあげていく。慎太郎は目を丸くしていた。

「なんだなんだ!?　メイドロボットさまがこんなにいぃぃっ！　ここはメイド天国かっ！」

「どんな天国だよそれ」

　でも慎太郎が驚くのも無理はない。俺だって初めて見た時はびっくりしたからな。

「有名なロボット工学者さんの家なんだから、ロボットがいてもおかしくないでしょ」

　一方の明里部長はとくに驚いた様子もない。

「いや、それにしたって多すぎるだろ！　そして羨うらやましすぎる！」

「どれも旧型だけどね。０ラブシステム開発前の機体ばかりだから……」

「旧型だから価値があるんじゃないの、まるでロボットの博物館だよ、マジ」

　康夫がそう言って目を輝かせる。メイドだからじゃない価値を判ってくれてありがとう。

　実際、ロボット好きにはたまらないラインナップなのだ。俺も伝説のフラグシップモデルに囲まれて最初は興奮したから、気持ちは判る。この時代は本当に機種も少ないし発売される度たびにニュース番組で特集が組まれる程だった……って、いかんいかん。今はそれは関係ない。

「とにかく中に入ってくれ。ロボットメイドたちも俺たちが進まないと動けないから。ラブと違って指示通りのことしか出来ないんだよ」

　それが当たり前なんだけど、俺たちが一番よく知っているのはラブで、その次は勇希姉ねえが市販のモデルをカスタムして作った高性能機であるえふさんだ。あとはカムイということになると、もはや人間と変わらないというか人間よりも強力な存在にすら思えてしまう。

　だけどここにいる高級な人型ロボットたちは旧型とはいえやはりロボット然としていて、指示があるまで動けないし表情もない。判っていても不思議な感じだった。

　気を取り直して、俺は我が家のガレージ同様、母屋に隣接して作られた離れのような建物にみんなを案内することにした。必要な時には好きに使っていいと言われているのだ。

　最新の設備が整った研究室の扉をあけると、そこには、意外な人物が待っていた。

「あれ、なんで勇希姉が？　今日は用事があるんじゃなかったの」

「その用事がこれだ、我が愛しき弟よ。今日は先輩として助言をしてほしいと頼まれたのだ」

「はい！　今日はよろしくお願いしますっ、勇希先輩っ」

　と康夫が満面の笑みを浮かべて勇希姉の前に進み出た。

　……なるほど、そこまで手を回しての来訪だったのか。

　顔良し、性格良し、頭も良しの康夫ははっきり言ってモテる。だが本人の女性の好みは、「年上」だと言うことが判ったばかりだ。それもどうも芯の強そうな、プライドを持っている人が魅力的に思えるらしい。つまり、学生の身ながらロボット工学の世界では「天才」と称される大河原勇希が康夫の好みにぴったりらしい。弟の目から見ても勇希姉は美人だと思うし、長年のコンプレックスは近くつき合ううちに薄れてきて、我が姉ながら可か愛わいいトコあるなーとは思わないでもないけど……ま、弟としては応援はしないぞ、康夫。

「みなさま、お茶をお持ちしました」

　えふさんとメイドたちが人数分のお茶とお菓子を持ってきた。

「うっははーっ、キタキタキタ―――ッ！　やっぱりメイドロボット天国っ！」

　大喜びの慎太郎は無視して、明里さんが感心したように言った。

「こうして見ると、ロボットって一言で言っても色々いるんですね。ラブちゃんは特別人間らしいけど、えふさんと他の子達も全然違うんだなー。それに考えたら私が頼りにしてる万能車くるま椅い子すのアルフォンスちゃんだってロボットなんだし。なんだか不思議ですね」

　ロボロボ部のメンバーたちが頷く。俺たちが作ってる歩行器ロボットだってロボットだ。自律的に動く機械はどれもロボットともいえるから定義は難しい。勇希姉が唐とう突とつに言った。

「ちょうどいい。ひとつ講義をしよう」

「講義？」

　誰ともなくそう聞き返す。

「現在、ロボットがここまで進化したきっかけはなんだと思う？」

　勇希姉の質問に全員がしばし考え込む。答えたのは康夫だった。

「やっぱり、人工筋肉の開発だと思います。人工筋肉のおかげで小型化とパワーの両立ができるようになりました」

「実に模範的な回答だ。Ａ評価と言ったところか」

　康夫が小さな声で「やった」と呟つぶやく。

「だがＡプラスをとるには、もう一つの要因を挙げねばならん」

「もう一つの要因って？」

「ネットワークによる経験情報の集積およびフィードバックするシステムを確立したことだ」

　勇希姉は年代順に並んだメイドロボットたちの前を歩きながら、変化を指し示す。

「かつて爆発的にコンピュータが進化した理由は、記憶媒ばい体たいの容量増加や処理能力の高速化があったと言われているが、その中心にはＯＳの統一があると私は考える。そしてロボットにも同様の事が言える。現在、国やメーカーの垣根を越えて世界中のロボットが経験し蓄積したデータが共有されている。これによってロボットの〝頭脳〟は爆発的な勢いで進化した。この先、ロボットが普及すればするほどその進化は等比級数的に加速するだろうな」

「すべてのロボットがひとつに繫つながる……確か『Ａｃｈｅｒｏｎアケロン』とか言ったよね」

　俺がその名前を出すと勇希姉は大きく頷うなずいた。

「その名称が付けられたのは最近のことだがな」

　康夫が何かに気づいたように口を開いた。

「もしかして、あのロボットメイドさんたちは……」

「そうだ。『Ａｃｈｅｒｏｎ』が実用化される前の旧世代モデルだ」

　そこがえふさんとの決定的な差だ。新世代機はむろんハード面での改良も進化したが、一番の違いはソフト……情報量の違いってやつだ。つまるところ「えふさん」は一体であって一体じゃない。世界中にいるすべてのロボットが「えふさん」であり、同時に他のロボットでもあるのだ。一方で、ここにずらりと並んだメイドロボットたちはそれぞれが独立したシステムであるため、えふさんのような汎はん用よう性もなければ、流りゆう暢ちように会話をすることもできない。

　……でも、そうなるとひとつ大きな疑問が浮かび上がる。

　俺はその疑問を勇希姉にぶつけた。

「勇希姉、それじゃあラブは……０ラブシステムはどうなるの？」

「その通り。ラブは『Ａｃｈｅｒｏｎ』とは隔かく絶ぜつされている。むしろここにいる旧型のロボットに近い。だが……誰よりも人間らしい個性を持っている」

「その代わり、最初は色々苦労したけどね」

　経験値を手に入れる為にラブがしていた苦労を思い出す。

「確かにそうだ。だが、ラブがここにいる旧型と構造的に近いのは間違いない。多くの研究者がネットワークでの情報蓄積に移行したのは、その方が効率的だったからだ。久遠博士は、時代に抗あらがっていたのかもしれない。なんのためにかは判らないが、それに成功してたようだ」

　勇希姉はここにいないラブのことを思っているのか、静かに目を閉じた。

「ラブはネットワークに繫がっていないにも拘かかわらず、えふさんと同じ……いや、それ以上の汎用性、そして創造性を得ているのだ。むろん、単純なデータ量では及ぶべくもないが、これは驚異的なことだ。彼女が使う『ゼロ』も同じ事だ。ナノマシンが開発されたのはかなり昔だが、あんな使い方が出来るという論文は殆ほとんどない。軍用の大型兵器としてなら資料はあるんだが……調べれば調べるほど、０ラブシステムは判らなくなる。君たちが挑もうとしているのは、そういうシステムだ。『キャシー』の改良は簡単ではない。それを肝きもに銘めいじて取り組んで欲しい」

　勇希姉に言われて、あらためて０システムというものの謎が深まる。

　０システムの開発者、久遠博士――遙のご両親って天才だったんだなとしみじみ思う。いや、うちの両親も勇希姉もそう言われてはいるけどさ。

　ただすごい力があるからといって、俺は遙のご両親が兵器を作ったとは思えない。だからこそ、俺は０システムの謎をどうしても知りたかった。ラブがこの場にいたら何と言っただろう。今日ここにラブが来ていないことが残念だった。




　講義が終わると、俺たちは勇希姉の助言をもらいながら『キャシー』の改良に励んだ。

　改良がどのくらい進展したのかと問われれば、「それなりに」とだけ言っておくことにする。

　世界的なロボット工学者が作ったシステムを一いつ介かいの高校生程度がそう易々と解明できてしまったら、それこそ大事だ。だけどナノマシンを制御している波長は解析出来はじめている。０システムがどうしてその波長を出せるのかは判らないけど、俺は勇希姉の力を借りて『ゼロ』から受信反応を引き出すことに成功したのだ。

「ふむ。たいした成果だ。『ゼロ』の内部はスキャンできないが、ラブから出ている波長の外形的な解析から等質の波長を再現出来たのは本もと気きの直感によるところが大きいな。まだ近い波長を見つけたに過ぎないが、ここから実験を繰り返せばナノマシンを動かせるかもしれない」

「康夫たちのおかげだよ。あと、ラブ自身が『ゼロ』を動かしてみてくれたから」

「……まあ、そういうことにしておこう。エネルギー出力系のデータは記録しておいた。あとは近似値を根気よく調査しながら、ナノマシンの反応を調べるしかないだろう。『キャシー』の人工筋肉の操作に使うには、人間の脳波でコントロールできるようにならなければ」

　俺は頷く。みんなも嬉しそうな顔をしている。進展があったおかげか、ロボロボ部の本日の活動はそこそこの達成感と共に解散のはこびとなった。ニュー慎太郎が用事があるという明里さんを送ると言って一足先に帰って行った。勇希姉との別れを名残なごり惜しそうにするどころか、いっそ家の子になる勢いの康夫を追い出した後、俺は遙を駅まで送っていくことにした。

　勇希姉は俺たちが出て行った後も難しい顔でナノマシンのデータとにらめっこしていた。

　その様子が少し変だったことに、俺は全然気付くことができなかったのだ。




　夕暮れの道を二人で並んで歩くと、なんだか少しだけ緊張する自分が不思議だった。

　いつも見ていたはずの遙が、美人だってあらためて気付いてしまう。すれ違う男達が、振り返って遙の顔を確認しようとするのに苛いら立だちを感じてしまうくらいだ。それにラブの事を話そうと思ってたのに、いざ遙と二人きりになってみるとちっとも会話が弾まなかった。

　なんだか切り出せなくて、しばらく二人して無言で歩く。どうしていいか判らなかった。

　……どうしよう。なんて声をかけよう。

「マジくん、おばさまとの暮らしはどう？」

　なんて思っていたら、遙の方が先に口を開いた。

「あ、ああ。まあ、ぼちぼちだよ」

　ぼちぼち。良いでも悪いでもない、実に便利な言葉だ。実情もそんなもんだろう。

「そう、よかった。マジくんおばさまのことずっと避けてたから」

「避けてない。ちょっと……苦手だっただけで」

　それに、苦手なのは今も変わらない。ただ、以前よりも少しは母さんの言葉を素直に受け止められるようになっただけだ。母さんの姿が少しは見えるようになったから。

　親父が失しつ踪そうして、心配そうな顔している母さんを見て……俺は複雑だった。

　二人が喧けん嘩かして言い争う姿を何度も見ていた。親父は黙って母さんに怒鳴られていたけれど、譲歩はしない。たまにしか会わないのに、会う度たびに平行線の喧嘩が続く日々を遙と支え合って過ごしたのだ。だけど、今は思うんだ。あの時、俺はどうして何も言わなかったのかって。

　ラブが来てから学んだことがあるとしたら、ひとつひとつ、当たり前に感じていることがひとつも当たり前じゃないってこと。俺は、父さんと同じで……みんなと話をしていなかった。

　バラバラになっていく家族をただ黙って見ていたようなものだ。遙を守りたい気持ちは本当だったけれど、それは、俺の中で言い訳になっていたのかもしれない。ラブを育てる為に勇希姉と向き合い、今、母さんが必死で働く姿を見ていると……自分が何をしていたのか考えてしまう。遙も、もしかしたら同じような気持ちだったのかもしれない。

　一言ずつを吟ぎん味みするように、遙は語り出す。長い影法師が俺たちの前に伸びるのを見ながら。

「あたし、マジくんと離れて暮らしてみてちょっと判った気がするんだ。おじさまとおばさまが、どうして別々の道を進むことにしたか。離れすぎてもダメだけど、逆に近すぎても相手のことが見えなくなっちゃうことがあるんだなって」

「……そうかもな」

　あいにくと俺にはまだその意味がいまいち理解できていないけど。

「マジくんは、おばさまと離れすぎてたんだよ。でも、これからはちゃんとおばさまの側で、おばさまのことを聞けるでしょ？」

「そう言われても、なにを聞けばいいか判らないよ」

「なんでもいいんだよ」

　なんでもって、それこそ判らない。遙は「離れてみて判ったことがある」と言うけど、俺は逆に遙のことが判らなくなっている。一緒に暮らすことを拒否したかと思えば、みんなに俺との仲を隠さなくなってきたり。すっかり『３原則』を口にしなくなったのは、俺に世話されるのはもう卒業ってことなんだろうか。でもそれは言葉に出来なかった。

「それで、相談ってなんだ？」

　だから遙が言っていたことを聞いてみる。

「ん……ラブの、こと……なんだけどね」

「ラブ？　ラブがどうかしたのか？」

　遙は俺の顔を見つめて少し考えてから、また歩き出す。

「……やっぱりやめとく。ラブの話はまた今度ね」

「なんだよそれ。気になるだろ」

「うん、そうなんだけど……今はマジくんに余計な心配かけるのは違うかなって。あたしの考え過ぎかもしれないし、もうちょっと様子見てから言うよ。大丈夫、ラブのことは任せてね」

　なにやら自己完結してしまった遙の背中を見ながら、俺はなんとなく置いて行かれた気分になる。なあ、もう俺はいらないのか、遙……

「でも、ひとつだけお願いがあるの」

「お願い？」

　遙は俺より少し先で立ち止まる。

「うん。お願い。マジくんがご両親とちゃんと向き合うことができるようになったら……それ以外にも、ロボコンのこととか、ラブのこととか、ぜんぶが終わったら――」

　少し勢いをつけて振り返ると、遙は言った。

「次は、私の番にしてね」

　真っ赤な顔をしてそう言った遙は、振り返りもせず走りだす。駅前の雑踏に吸い込まれていく。俺はその背中を見つめながら……自分も走り出さなければ、と思った。

　なぜだか判らないけど、俺はそう思ったのだ。
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　新しい部屋にはあまり物がない。母さんが好きな白を基調とした内装に、同じく白い家具が必要最小限だけ置かれている。殺風景と言ってもいい。私物のほとんどを前の家に置いてきて、おまけに新しい部屋は以前の倍の広さになったのでよけいにそう感じるのだろう。

「次は私の番……か」

　ベッドに転がって白い天井を見上げながら、遙に言われた言葉を思い出していた。

　あの言葉がどういう意味なのかは良く判らない。けど、ちゃんと遙が俺を必要でいてくれるってことだけはハッキリ判って正直ホッとしていた。その意味を考えて少しドキドキもしてる。

　ラブのことってのも気になる。遙も俺と似たような違和感をラブに覚えているのかな？

　反動をつけてベッドから起き上がる。それからキッチンへ向かった。

　もう夜も遅いから明日のためにも寝た方がいいんだが、ずっと考え事をしていたので眠れそうにない。何か飲んで落ち着こうと思ったのだ。

「うおっ!?」

　薄暗いリビングをロボットメイドが歩いていた。旧型の彼女たちは表情が殆ほとんどない。暗がりで不意に出くわすと、ロボット好きの俺にとってもちょっぴりホラーな気分だ。俺が声を出したので、命令を待つように俺の方を見た。

「あ、だ、大丈夫。お茶を飲みに来ただけ。自分でやるよ」

　メイドロボットは、表情を変えずに一礼するとまた歩き出す。夜通し、巡回しているんだろうか。勇希姉に警備を指示されているのかもしれない。俺はその背中に「ご苦労様」と呟いた。

　台所の冷蔵庫から牛乳を取り出してコップにそそごうとした時、リビングの窓越しに奥の部屋から明かりが漏れているのに気がついた。こんな時間に、誰だろう。早寝早起きが肉体のパフォーマンスをもっとも上げるというのが口くち癖ぐせの勇希姉は、とっくに寝てしまっている。

　ほとんど入った事のない、母さんの部屋からだ。俺よりも早く仕事に出かけて、眠った頃に帰ってくる母さんとは、思った以上に接点が少なかった。

「……なんでもいいんだよ、か」

　遙の言葉を思い出す。俺は、迷った。そして意を決して、食器棚だなからもうひとつマグカップを取り出したのだった。




　何度か深呼吸して、俺はドアをノックした。

「母さん、いいかな」

「……どうぞ」

　すぐに返事がある。俺は、遠慮がちにドアを開いた。

「マジ……起きてたの」

　そう言った母さんは、少し疲れているようだった。毎日、これだけ働いていたら当たり前だと思う。俺はそんな母さんに、さっき作ったミルクココアを差し出した。

「あら、ありがと。こういう気が利きくところは、あの人とは正反対だわ」

　マグカップから立ち上る湯気の向こうで、母さんは少しだけ表情を緩ゆるめる。

「はは、父さん、あんまり話をしない人だったもんね」

　偏屈で無愛想。そして無口。すべてがロボットの研究中心な人――それが、俺に残ってる数少ない父さんの印象だ。

「そうね。あの人、しゃべるのが苦手だったわ。だからって、大事なことまで言わないのはどうかと思うけど。そのせいで、出会った時からケンカばかりしてたわ」

「それなのに結婚したの？」

「だから結婚するしかなかったのよ」

「いや、その理屈がよく判らないんだけど……」

　そんなにそりが合わないなら、普通は途中で縁を切るなりするんじゃないだろうか。

「ふふっ、そうね。マジくらいの歳じゃまだ判らないでしょうね」

　俺が困惑していると、母さんはそう言って話を区切った。

　ケンカばかりしてるのに結婚して、結婚したら今度はまた離れて……判らな過ぎるよ。

　俺に判ることと言えば、ずっと連絡の取れない父さんのことを母さんが思っていたより心配しているらしいってことくらいだった。

　そうしていると、ココアを飲み終えた母さんが中断していた仕事を再開する。

　真っ黒で頑丈そうなケースに、見覚えのある機械を移し替えていた。

「それ……もしかして、プロトⅢ？」

「ええ、この際だからむこうの研究室に移そうと思って」

　むこう、というのは母さんが働く企業の研究室だろう。

　確かに、いくら最新のセキュリティを設置したとはいえ、いち民家に置いておくよりはそっちの方が安全だろう。

　そして、母さんがこの判断を下したってことは、カムイのことを懸け念ねんしているからだと思う。

　０ラブシステムを内蔵したラブが父さんから送られ、０システムを破壊するためにカムイが現れて、そして父さんがいなくなる。０システムで繫つながっているように見えるよな。

　プロトⅢをクッション素材の中に安置するとケースの蓋ふたがしめられる。同時に、張り出していた８つのボルトが自動的に内側に差し込まれケースをがっちりとロックする。やたらと厳重だが、０システムのことが判ってきた今では、それも当然と思えた。母さんはさらにそのケースを備え付けの金庫にしまうと、やっと一息ついたとばかりに大きく息を吐いた。

「ずっと家にいられなくてごめんなさいね、マジ。明日の仕事が済めばやっと二、三日はゆっくりできそうよ」

　母さんは疲れた顔に笑みを浮かべて言う。

「いや、別に……えーと、お疲れ様。なんだったら夜食でも作ろうか？」

「いいえ、もう寝ることにするわ。マジも、早く寝なさい。明日は学校でしょう」

　俺も素直にその言葉に従うことにした。

　部屋を出る間際、母さんに何か言わなきゃいけないような気がして迷う。

「母さん……父さんのこと、何か連絡あったの？」

「……ないわね。警察もお手上げみたい。探偵でもやとってみようかしら。浮気調査以外の役に立つのかどうかは判らないけどね」

　全然浮気の心配なんてしていない口調でいう。俺を心配させまいとしているんだと思う。

「父さん……きっとそのうちひょっこり帰ってくるよ」

「ええ、私もそう思うわ」

　母さんは頷うなずいた。その顔がとても疲れているように見えて、俺はやっぱり、それ以上何も聞けなかったのだ。




　翌日、目を覚ましてリビングに行くと、そこには既に出勤した母さんからの手紙と、何が入っているか判らない包みが置かれていた。そんなに重くはない。

「本気様、美み鈴すず様からの御伝言です。遙様に届けて欲しいと。美鈴様の作った食品なので、今日中に渡すようにとおっしゃっていました。今日は昼には戻られるそうですので、お夕食は勇希様もそろって三人で食べたいそうです」

　えふさんから言われて、俺は頷く。あんなに疲れている感じだったのに、母さん、あれから遙のために何か作ってくれたのか。自分の中で、母さんの像がぐらつく感じがした。

　全然俺たちの事を気にかけず、仕事ばかりしてる人だと思っていたのに。本当にきちんと話をしてなかったんだなあ、と唇を嚙かむ。

　父さんと母さんがどんな風に付き合ってきたのか、俺は正直よく知らなかった。

　小さい頃は、二人と一緒に過ごした記憶がないわけじゃない。特に両親に会わなくなったのは遙が来てからだ。もともと留守がちだった両親は、本当に帰ってこなくなった。

　俺たちの世話は、姉さんとたくさんの家事ロボットがやってくれていた。でも、遙はロボットを嫌っていたから、俺はなるべく自分で家事をやるようになった。

　そこから生まれたのが『ハルカちゃん３原則』だったんだと思う。

　母さんたちは「俺がやりたいなら」って姿勢で、好きにさせてくれた。遙は、自分がロボット嫌いだということを俺の両親や勇希姉には伝えていなかったから、この放任は有り難かった。

　試し行こう錯さく誤ごしているうちに俺は実際家事全般が趣味になり、自分で家庭菜園を作るくらいまで没頭した。それは遙のためだったけど、俺自身、たぶん関わりたくなかったんだ。両親を俺から奪っていったロボットに。ロボットが大好きだったからこそ、離れたかったんだと思う。

　そのうち勇希姉もロボット工学者として活躍するようになり、本当に俺と遙だけの暮らしが始まったんだ。いつも遙の世話をすることばかり考えていた気がする。

　――でもそれって、自分が楽だったからかもしれない。遙のためにって言い訳して、家族のことも自分のことも、きちんと考えていなかったんじゃないだろうか。

「ハルカちゃん３原則を封印する」といった遙は、俺に母さんたちと仲良くするように強く言ってくれた。そのために一人になっても構わない、ラブの面倒も自分が見るという。

　それだけ、俺に足りない事があるってことなんだと思う。

　ラブが来てくれたことと、ロボットコンテストに出たことで俺は自分が本当は両親と同じようにロボットに関わっていたい自分に気づいた。遙もそれを認めてくれた。

　勇希姉さんは、俺と遙の関係を知っていた。たぶん母さんも同じなんだろう。考えて、顔が赤くなるのを感じる。なんだか、空から回まわりしていた自分が恥ずかしい。でも判ってるなら、引き離そうとしなくてもいいと思うんだけど……。父さんはどう思っていたんだろう。

　行方ゆくえ不明の父に会いたくなる気持ちを振り払って、俺は、母さんから託された荷物を持って学校に向かった。遙に間違いなく届けよう。そして母さんと話したって、報告したかった。




　放課後、俺は遙の暮らすマンションのエントランスにいた。

　さすがに母さんから託されたものを学校で渡すのは憚はばかられたのだ。一応、俺と遙は単なる幼おさな馴な染じみだということになっているのだ。最近は、それも結構怪しいけどね。

　でも、いざとなると緊張してくる。パネルから部屋番号を押して扉を開けてもらわないと入れないのだが、俺はその扉の前で立ち尽くしていた。遙の部屋の合い鍵かぎは持っている。だから勝手に入ることも出来るのだが……いや、そんなことは緊急でもない限りしませんよ？

　実は遙の部屋にはほとんど入ったことはないんだよな。いつも遙の方から家に来ていたし、なんどか窓越しになら入ったことあるんだけど、正面から入るのは初めてかもしれない。

　だからなのか、あらためて訪ねるとなると変に緊張してしまう。

「いや、んなことやってる場合じゃない」

　俺は覚悟を決めて遙の部屋の番号を打ち込んだ。

『……はい、久遠です』

　スピーカーから遙の声が聞こえてくる。機械越しだと聞き慣れた声でもどこか違和感がある。だからというわけじゃないが、俺は余計に緊張が増して声がうわずった。

「えーと……俺、です」

　俺です。って、なんだそれは。これじゃひとつも名乗ってない。

　だけど、遙はすぐに俺＝大河原本気だと気づいたらしく、声のトーンを少しあげた。

『あれ？　マジくん、どうしたの？　すぐに開けるね』

「お、おう」

　扉が開いたので、すぐに中に入って階段を上がった。

　遙の部屋は二階の角部屋だ。ちょうど俺の部屋とベランダ同士で向かい合う位置にあり距離で言えば一メートルもない。セキュリティの観点から言えば大問題だろう。

　どこかの女子がベランダを飛び越えて俺の家に侵入するという事案が頻ひん繁ぱんに発生しているというこの現状について、マンション側はなにも気付いていないんだろうか。

　などと、くだらないことを考えていたらいつの間にやら遙の部屋の前だ。

　うう、なんかさらに緊張感が高まってきた。

　インターホンを鳴らす。

　扉の向こうから「はーい」という声がして、すぐにドアが開いた。

「いらっしゃい、マジくん。いきなり来るなんてびっくりしたよ。インターホンなんか鳴らさずに、合い鍵で入って来たらいいのに」

　びっくりしたといいながらも嬉しそうな遙は、すぐに俺を招き入れてくれる。

「そ、そんなことできるわけないだろ！　それにどうせ部屋のチェーンあけて貰わないと入れないし……って、まさかチェーンしてないなんてことないだろうな。不用心だぞ！」

「あははっ、大丈夫だよ。マジくん心配してくれるんだ」

「あ、当たり前だろ……」

「ふふっ、ありがと。入って入って」

「お、お邪魔します……」

　どこか雰ふん囲い気きの違う遙に戸惑いながらも、俺は部屋に通された。

「お、おお……」

　前に見た時よりそこはより〝女の子の部屋〟って感じになっていた。

　色合いも華やかで、いい香りがして、ぬいぐるみや花なんかも飾ってあって……

「どうしたの？　マジくん」

　いかんいかん。思わず見とれていた。

「適当に座ってて。すぐにお茶を用意するから」

「うん、ありがとう」

　足取りも軽くキッチンに向かう遙を見送って、俺はふたたび室内に視線を戻す。

　きれいで明るい雰囲気の部屋だ。あまりゴチャゴチャ物を置いたりしていないのも遙らしい。

　ふと、机の上の写真立てに目がとまった。久遠夫妻が並んで写っている写真と、幼い遙を抱き上げて微笑んでいる、遙のお母さんの写真だ。

　うちの両親に負けず劣らず忙しい人だったから俺が会ったのは本当に数えるほどしかない。

　覚えているのは、とても楽しい人だったということくらいだ。

　真ま面じ目めでお堅い性格の母さんですら、遙のお母さんの前では声を出して笑う。仲が良かったというのもあるだろうけど、自然と周りを明るくすると、いつだったか母さんが言っていた。

「それ……」

「あ、悪い、勝手に見ちゃって」

「ううん、いいの。それより、覚えてる？　私のお母さんのこと」

　遙はお茶とお菓子をテーブルに並べながら聞いてくる。

「……実を言うと、ほとんど覚えてない」

　正直に答えた。遙は「だよね」と、少し寂しそうにうなずいた。

「私も小さくてあんまり覚えてなくて……知らないことだらけなんだよね。一緒に暮らしてた時に、もっとおばさまやおじさまに聞いておけばよかった……あ、ごめんなさい」

　遙は申し訳なそうな顔をして言葉を切る。父さんの事を思い出させたのを気にしたみたいだ。

　俺は全然気にしてないって感じに笑って話題を変えた。

「こうして見ると、遙のお母さんはちょっとラブに似てるよな」

「え……？」

「あ、普通は逆か。ラブが遙のお母さんに似てるのか」

　なにかを発明すると開発した人間の名前が付けられることがよくあるが、人型ロボットの場合は、専門のデザイナーが顔の造形を行う。『不気味の谷現象』というものがあって、人型ロボットなどの人間の姿形を模した存在は徹底して〝人間そっくり〟にするか、もしくは人間とは似ても似つかない形にするかでないと、人にとてつもない〝違和感〟を与えてしまう。

　とてもリアルに作られた人形をなんとなく「怖い」と感じてしまうあの感じだ。

　ロボットの顔造形というものは、とても難しく専門の技術者が行うのが当たり前だ。

　だからロボットが開発者に似ているということは本来ありえない。わざわざそれを意図したのでなければ……だが。

「ほんとだ……あたし、いま気づいた。ラブって、お母さんに似てるんだ」

「だろ？　ちょっとラブの方が幼い感じだけど……あ」

　一枚の写真を挟んで、遙の顔がごく至近距離に迫る。遙もすぐに気づいたらしく、俺の方を見て動きを止める。大きな瞳に真っ赤な顔をした俺が映っていた。

　う……なんか、気まずい。心臓が高鳴る。

「え、えーと、そ、そうだ。俺、母さんから差し入れ預かってきたんだよ！」

　そういって身体を離そうとした俺を、遙が何故か固く抱きしめてくる。

　遙に抱きつかれるのなんていつものことなのに、何故か、妙にその身体からだが熱く感じられた。

　どうしていいか判らなくなって凍り付く俺に、瞳を潤ませた遙がささやいた。

「マジくん……来てくれてありがとう。びっくりしたけど、凄すごく、すっごく嬉しい」

　遙は、しばらくくっつけなかった分を取り戻すとでもいうようにしがみついてくる。

「……なんだよ。遙がひとりで平気って言ったんだろ」

　意地悪を言ってみる。遙はだだっ子みたいに首を振る。

「そうだよ。そうだけど……やっぱり遙、寂しかったみたい」

　甘えん坊モードの遙に会うのは、本当に久しぶりだ。俺は、何となく遙の髪を弄いじる。

　毎朝、遙の髪を編むのは俺の仕事だった。この手触りすら懐かしい。

「……ふふっ、気持ちいい」

　頭を撫なでられた遙は幼い顔で微ほほ笑えんだ。

「マジくん、おばさまのところに行って優しくなったね」

　気のせいだろう、と言いかけて、喉のどに言葉が引っかかったように出てこない。

　遙の声がじわじわと頭の芯のあたりを痺しびれさせていくようだった。

　その言葉を呑のみ込み……俺は、遙を優しく抱きしめた。

「……ふふっ、おばさまに感謝しなきゃ……」

　幸せそうに微笑む遙が愛いとおしく感じられる。贅ぜい沢たくな時間が流れて、ここしばらく離ればなれだった時間を埋めるように俺たちは抱き合っていた。母さんは遙が寂しがっていることを予測して俺に差し入れを渡したんだろうか。それは流石さすがに考えすぎかもしれないけど……

「そうかもな」

　俺は素直に頷うなずいた。離れてみて判ることは、確かにあるのかもしれない。

　時が止まったような空間で、俺たちは互いを抱きしめあった。

　……ん？　どこからか、微かすかに何かを叩くような音がした。

　遙のモールス信号じゃない。遙も気がついたらしく顔を上げる。

「なに？」

「いや、なにか物音が……」

　あたりを見回す。綺き麗れいに片付けられた部屋。でも音の原因は外だった。

　俺の家に続く窓にくっつくようにして、ラブが俺たちを睨にらんでいたのだ。

「うう～……遙さん、ずる～～いですぅ～～～っ！」

　しかもなんかすっごいむくれてる。頰がパンパンな感じだ。こういうラブも珍しい。

「ら、ラブ！　なんでベランダになんかっ」

「大河原家のセンサーは遙さんの家も当然フォローしているのです！　そこにマスターの生体反応があったので、ラブはずっと待っていたのですっ！　遙さん……ラブがいない間にマスターをひとり占じめするなんて、それはぬけがけっていうんだと明里さんが言ってましたっ！」

　ラブ……それで、遙の真ま似ねして俺の部屋のベランダから来たのか。

「ちがうもん。マジくんはおばさまの差し入れを持ってきてくれただけだよ。遙が呼んだ訳じゃないから、ぬけがけじゃないよ！」

「でもでも、遙さんの部屋にマスターが入ってから47分が経過していました！　ラブは44分27秒までは我慢していたのです！　ガレージにはロボロボ部の皆さんもとっくに来ているのです。誰にも言わずに来たのはラブが空気の読めるロボットになったからなのです！」

　――確かにその通りではある。でもラブ、それを自分で言ったら価値半減だぞ。

　苦笑する俺を尻目に、ラブは器用に窓をあけて部屋に入ってきた。

「こうなったら、ラブも遙さんと同じくらいマスターにぎゅーってしてもらわないと釣り合いが取れないですっ！　マスター、ＭマジＰポイント補給させてください！」

「釣り合いってなにそれっ。それにラブの方がずっとマジくんにくっついてるよ、こないだの忘れたの!?　ラブは学校でもくっつけるからいいじゃない！」

「だから、遙さんも補給すればいいって言ったじゃないですか！」

「じゃあ、いいじゃない、今、あたしが抱きついたって」

　な、なんだ……なんなんだ、この仲の良さは。ラブも遙も、言い争っているような会話に見えるけど実際には笑っている。遙は赤い顔で、ラブは楽しそうに。

　仲のいい二人だったけど、一気に距離が縮まっているような……

　俺は嫉しつ妬とするというより感動してしまう。遙がこんなに誰かに心を許しているのは初めて見た。そしてラブがこんなに普通の女の子に見えるなんて。もしこれが離ればなれに暮らした距離のおかげだとするなら、どれだけの経験値を二人に与えたのだろう。

　自分が二人と同じくらい成長出来ているか不安になるくらいだ。俺は仲良くじゃれ合う遙とラブを飽きずに眺めていた。しかし、素敵な時間は長くは続かなかった。

　けたたましい音で、携帯端末が鳴り響く。

　登録された相手からの着信は専用の音で通知されるのですぐに判る。だが、これは違った。

「どこからだ……？」

　端末を取り出し、連絡してきた相手を確認する。

「け、警察だって……？」

　俺の言葉に二人もケンカをやめて思わず振り返った。鼓動が早くなる。

　父さんが見つかったんだろうか。仕事中の母さんたちの代わりに、俺に連絡がある可能性は高かった。いい連絡ならいいけれど、悪い知らせだったら……おそるおそる通話に出た俺に告げられたのは、予想もしない――いや、想像もしたくない事実だった。

「マジくん、なんだったの……？」

　通話を終え、呆ぼう然ぜんとする俺に遙が聞いてくる。

「母さんの家が……火事、だって」

　真っ青になる俺。遙の顔からも血の気が引いている。

　最初に立ち直ったのは意外にもラブだった。彼女は俺たちに言った。

「マスター！　急いで美鈴博士の所にいくです！　きっと大丈夫なのです！　タクシーを呼びましょう！　ガレージの皆さんにも伝えないといけませんです！　ラブ、行ってきます！」

　俺たちは頷うなずくと取るものもとりあえず部屋を飛び出した。振り返るとテーブルの上に、ぽつんと開けられることのなかった母さんの手料理の包みが寂しそうにおかれている。俺は、不安に苛さいなまれながらガレージに向かった。目の前が真っ暗になる、という経験は生まれてはじめてだった。だけど、それも一瞬のことで、すぐに焦りと不安が怒ど濤とうのように押し寄せてきた。

　母さんは言っていた。「昼には帰ってくる」って。つまり家には母さんがいる可能性が高い。

　もしかすると姉さんも一緒かもしれない。父さんに続いて二人の身にもしものことがあったらと思うと、とても冷静ではいられなかった。

「マジくん……」

「マスター……」

　家へと向かうロボットタクシーの中で、両脇に座った二人が俺の手をぎゅっと握ってくる。

　不安ばかりが膨ふくらむ中、二人の手の温もりが唯一の支えだった。




　家は、たくさんの消防車に取り囲まれていた。

　黄色いテープで警戒線がひかれ、かなり離れた位置からしか見ることができない。だが、遠巻きにでも十分すぎるほど火の勢いが強いことが判る。熱風がここまで吹き付けてくる。

　――あの中に母さんたちがいるかもしれない。

　そう思うといてもたってもいられなかった。

「きみ！　これ以上入っちゃいけない！」

　燃えさかる家に飛び込もうとする俺を警察官が止めた。

　遙とラブが後ろで何かを叫んでいたようだったが、よく聞こえなかった。

「本気！　落ち着くんだ！」

　その声は、間違いなく勇希姉のものだった。

　俺の頭を煮立たせていた熱がすっと引いていく気がした。

「勇希姉……っ！　よかった、無事だったんだ……」

「ああ、私は大丈夫だ。出かけていたからな」

　安あん堵どすると同時に、勇希姉の『私は』という言葉がひっかかる。

「……勇希姉、母さんは？」

「…………」

　沈黙が、様々なことを語っていた。

「勇希姉！　母さんはどこなんだよ!?」

「ずっと連絡を取ろうとしているんだが……」

　勇希姉は苦しげに目をふせる。俺は急いで母さんに電話をした。

　コール音すら鳴らず「メッセージを残してください」と機械的な音声が告げる。

　振り返って、炎に包まれる家を見た。

　四方から滝のように放水を続けているが、火の勢いが衰える様子はない。

　俺たちは、ただひたすら立ち尽くしたままその絶望的な光景を見つめ続けるしかなかった。

　……どのくらいの時間が経ったのだろう。

　俺たちは半ば強引に警察署に連れていかれた。

　ショックの大きい光景を長く見続けると、それだけで心に傷を負うことがあるからだそうだ。

　警察署のロビーで、ただひたすら時間が過ぎるのを待ち続けた。婦警さんが気を遣ってくれて温かい飲み物をくれるが、口をつけないまま、いつの間にかすっかり冷めきっていた。遙もラブも、それから勇希姉も一言も口にしない。いや、口にする言葉が見つからないのだろう。

「大河原くんっ！」

　ふいに呼ばれて顔をあげると、明里部長がいた。他にも康夫に慎太郎、宮みや武たけまでいる。

「みんな……どうして……」

「ごめん、大勢で押しかけちゃって。僕らも心配でジッとしていられなくて」

「いや、いいんだ。心配してくれてありがとう」

「大河原くん、その……こんなこと聞いていいか判らないけど、家には誰かいたの……？」

「……判りません。もしかしたら、母さんがいたかもしれない」

「ご、ごめん……」

「いえ、いいんです。ずっと黙って考えこんでたんで、みんなが来てくれてちょっと気が楽になりました」

　それは偽らざる本心ってやつだった。

　こうして、ただじっと座っていると最悪の状況ばかり想像してしまう。

　最悪の事態。それはつまり母さんがあの燃えさかる家の中にいたという可能性だ。

「くそっ……！　母さんはどうして電話に出てくれないんだよっ！」

「マジくん……」

「父さんだって……こんな時ぐらい側にいてくれてもいいだろうっ！　行方ゆくえ不明なんて、何してるんだよっ！」

　遙とラブは今にも泣きそうな顔をして、ずっと俺の手を握り続けてくれる。

　それでも俺は、不安とこみ上げる憤いきどおりに、言葉を止められなかった。

「本気っ、落ち着け！」

「勇希姉……」

「不安なのは判るが、怒鳴っても解決はしない。むしろ周りを不安にさせるだけだ」

「……そう、だね。ごめん、勇希姉」

「いや、判ればいい」

　冷静にしているが、勇希姉だって同じくらい不安なんだ。なのに俺が余計に不安を煽あおるようなことを言ってしまった。ふたたび重苦しい沈黙がおりる。

　そこへ、待ちに待っていた人の声が響いた。

「マジ！　勇希！　無事だったのね！」

「母さん……！」

　息を切らせて警察署のロビーに駆け込んで来たのは紛まぎれもなく俺と勇希姉の母、大河原美鈴だった。安心で膝から崩れ落ちそうになるのを何とか堪こらえた。

「はぁ……よかった、家が火事だって聞かされた時は心臓が止まるかと思ったわ」

「母さんこそ、無事でよかった」

　勇希姉は素直に無事を喜んでいるようだった。だけど……俺は、安心した次の瞬間から自分の胸の中に生まれた息苦しくなるような気持ちを収めきれなかった。

「……母さん、今までどこにいたんだよ？　昼には帰ってくるって言ったじゃないか！」

「ごめんなさい。急に外せない仕事が入ったの。それで――」

「俺たちがどんな思いで連絡待ってたか判ってるの？　仕事なら仕事でもいい、家にいないことさえ判れば、どれだけ安心できたか……」

「マジ……」

　冷静な母さんが、珍しく言葉に詰まった。

「いつもそうだ、父さんも母さんもこっちの気持ちなんておかまいなしに好き勝手して、どれだけ心配したと思ってるんだよ！」

　ずっと抱えていたものが、口から溢あふれてしまう。忙しい両親に振り回され、見捨てられた子供だと感じていた幼い頃からの思いが脳のう裏りに浮かぶ。何日も帰って来ない両親。自分だけが誰も来てくれない参観日や運動会。言い争いの後、互いに口も利きかなくなって重苦しい沈黙に怯えた日々。そして姉を連れて出ていった母。ずっとずっと、俺の支えと家族は遙しかいなかったんだ。自分が被害者だと思うのはやめようと思っていた。少しは両親の気持ちを判ろうと思った。けれど、父さんも母さんも、勝手過ぎるよ！

「ごめんなさい……マジ……心配かけてごめんね」

「そうだな、母さん。電話一本ですむことだったのに……」

「もういい……俺は帰るよ」

「帰るって、どこに？　家は焼けて……ああ、すぐに部屋を用意するわね。しばらくはホテル暮らしになるのかしら。でも不自由はさせないから」

　母さんの言葉に、鎮しずまりかけた怒りが押し寄せる。母さんはもうあの家を自分の住む場所だとは思っていないのかよっ！

「家はあるじゃないか！　大河原の家はちゃんとあるのに、なんでホテルなんだよ、母さん！」

「え……でも、あそこはあの人の家で……私のじゃ」

「……そうか。来たくないなら母さんは好きにすればいい。俺は自分の家に帰るからね」

　俺の家に帰ろう。最初から期待したらダメだったんだ。家族みんなであの家で暮らそうだなんて、最初から無理な望みだったみたいだ。

「……母さん、私も本気とあちらの家に行く。今回ばかりは本気の言うことの方が正しい」

「勇希……」

「母さんと連絡が取れなかったこの数時間の間、私たちは生きた心地がしなかった。それだけは覚えておいてほしい」

　そう言って、勇希姉が俺のあとに続く。母さんを責めたかったわけじゃない。勇希姉の言う通り、ただ知ってほしかっただけだ。心配している人間がいるってことを、ちゃんと判って欲しかっただけだ。この家族の……今の距離を。
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　俺は振り返りもせず、何も言わない遙とラブ、そして勇希姉と連れだって警察署を出た。

　母さんがどんな表情をしているのか知りたかったけど、意地で振り返らなかった。

　ロボロボ部のみんなも後から出て来て心配そうにしてた。代表するように明里さんが微笑む。

「うにゃ～。じゃあ何もなくて良かったって事で。あたしはここに残って美鈴さんと少し話していくにゃ。みんな、気をつけて帰るんだよ」

　笑顔で手を振る明里さんの気遣いが有り難いと思う心のゆとりはなかった。

　俺たち家族は、相変わらずバラバラのままなのかもしれない。父さんもどこにいるか判らない。判りあえるかもしれないと思った母さんとも、やっぱりうまく行かない。

　勇希姉も、唇を嚙かんでいた。俺たちは、黙ったまま家路につく。遙とラブが作ってくれた和解の機会が、こんな風に壊れてしまうなんて思わなかった。

　それでも……無事でよかった。無事でよかったと思う。じんわり、涙が浮かぶ。

　どうして抱き合って喜べなかったんだろう。それが悔しい。

　俺の手を、遙とラブが固く握ってくれる。そして気がつけば、遙は反対の手で勇希姉の手を握っていた。ぜったいに離さないというように。支えてきたはずの遙とラブに支えられるようにして、俺たちは何とか懐かしい家に帰り着いたのだった。




　一夜明けて翌日、俺たちは再び焼け跡の前にいた。現場検証に立ち会うためだ。

　この火事が事故なのか、それとも放火のような人為的なものなのか調べるために家の中の変化を確認しなければならなかった。

　昨日の今日で母さんと顔を合わせるのは辛つらかったけれど、そんなことは言っていられない。母さんと勇希姉は、少なくとも表面上はいつもと変わらず冷静に見えた。

　俺の持ち物はほとんどなかったので、とくに確認するまでもなかったが、勇希姉と母さんはそうもいかなかった。有名なロボット工学者の家ということで、警察も最初から研究資料などを狙った犯行ではないかと考えているようだった。

　おかげで、現場の確認には長い時間がかかったし、真っ黒に焼け焦げてしまった持ち物をいくつも目まの当たりにすることになった。

　勇希姉が一番ショックを受けていたのは、ロボットたちが焼けていたことだ。

　本来、ロボットはロボット３原則に従って自分の身を守ろうとするはずだった。火事が手に負えないことと、守るべき人間がいないことを確認したら避難していいはずだった。

　なのに、家の中にいたすべてのロボットが火災に巻き込まれていた。全部のロボットが逃げ遅れたとは考えにくかった。勇希姉も母さんもロボット達の残ざん骸がいに動どう揺ようして、かなり長い間ロボットたちを見つめていた。勇希姉が、比較的損傷の少ないえふさんの残骸を確認してホッとしたようなため息をついた。

「ボディはいろいろ交換することになるだろうが、メインシステムはかろうじて無事なようだ。あれなら充分に復旧が可能だ。不幸中の幸いと言ったところか」

　回収されて搬はん送そうされていくえふさんを遠目に見ながら勇希姉が呟つぶやく。

「えふさん以外のロボットメイドたちは直るかな？」

「あちらは残念だがどうにもならん。旧型で交換パーツがないうえに、なにより破損がひどすぎる。おそらくだが、原因は火事だけではないだろう」

　勇希姉は、ロボット達を確認しながら、怒りを込めて断言した。

「火事が原因じゃないってどういうこと？」

「精密検査をした上でなければ確証はないが……これは、人じん為い的ないしは外的要因による破損――何者かが意図を持って破壊したのだと思う」

「なんだって……」

　勇希姉の言っていることはつまり誰かがロボットメイドたちを破壊し、家に火をつけたと言うことだ。それは、まさか……その時、周囲がにわかに慌あわただしくなる。

　警察官と、消防士、それから母さんの研究所の関係者たちが集まっていた。

　俺と勇希姉もすぐにそこへ向かう。

　そして、この火事が事故などではないことを確信した。

　瓦が礫れきの中から引っ張り出された金庫は、すさまじい力で扉を引きちぎられていた。

　中には見覚えのある黒いケースが同じように無理矢理こじ開けられた状態で放置されている。

「これは事故なんかじゃない。狙いは……プロトⅢよ」

　母さんが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。ケースの中は空からっぽだった。

　俺たちは顔を見合わせる。みんなの胸にある疑惑は、たぶん同じだった。




　ロボロボ部のみんなにも手伝ってもらって、ガレージに警察から引き取ったえふさんを運び込んだ。旧型ロボットメイドたちは、破損がひどかったのでコアとなる部分だけにとどめた。

　コアを回収したからといって、もはや修復はほぼ不可能なのだが、あのまま瓦礫と同じ扱いにされるのは忍びなかったのだ。いつか時間をかけて修復してあげたかった。

「えふさん……どうしてこんな姿に……。マスター、えふさん、直りますか？」

　ラブは今にも泣きそうな顔をしていた。

「大丈夫だ。俺と勇希姉で必ず直すから」

「誰が……やったのかな？」

　誰に聞くともなく、明里部長が言った。柔にゆう和わな少年が、躊躇ためらわず答える。

「そんなの、彼女しかいないでしょう……」

　康夫の言う彼女とは一人しか思い浮かばない。

「カムイ」

　きっと遙が口にするまでもなく、誰もがその名前を思い浮かべていたのだろう。ラブと同じく０ラブシステムを搭とう載さいし、その０システムを破壊することを目的とするロボット。かつては鷲わし尾お神楽かぐらという名で俺たちのクラスメートでもあった。０システム搭とう載さい型実証実験機プロトⅠ〈カムイ〉。ナノマシン『ゼロ』を操る彼女なら、この程度の事は簡単にやれるだろう。

「ま、待てよ！　そうと決まったわけじゃねーだろ！」

　慎太郎が慌てたように声をあげる。

「だって、マジのかーちゃんはすっげぇ有名なんだろ？　だったら研究成果を狙う悪いやつがいてもおかしくないだろうし、そいつが０ラブシステムを見つけて持ってったって可能性も……」

「慎太郎の言うことも判るけど、プロトⅢを狙ったとなるとカムイしか考えられないよ」

「ていうか、慎太郎はなんでそんなにカムイのこと気にするのかにゃ？　確かに慎太郎は鷲尾さんのファンクラブ会長だったけどさ」

「それは、その……」

　明里部長の指摘に、慎太郎は口ごもる。だけど、なんだかんだで、クラスメートとして過ごした相手だ。こんなひどいことをするなんて思いたくない気持ちは判る。

　正直、俺だってカムイがこんなことをしたなんて思いたくない。むしろ、彼女は０システムが人間の脅威になることを心底恐れ、自ら責任を果たそうとしているように見えた。それに、なんといってもラブの姉なんだから。だけど、だからこそ、いざとなれば犠牲をいとわないことも知っている。親父おやじの失しつ踪そうがカムイのせいじゃないかともずっと疑っていた。

　思い詰めた顔で壊れたえふさんを見つめていたラブが、絞しぼり出すように言った。

「……やっぱり、ラブたちは危険なロボットなのでしょうか……」

　誰よりも今回の件でショックを受けているのはラブだろう。

　カムイはプロトⅢを奪うため、えふさんやロボットメイドたちを無残に破壊し、おまけに家に火を点つけた。もちろん、火災の方は結果そうなっただけで意図的ではないかもしれないが。

　どちらにせよ、次にカムイが狙うのは最後の０システムを持つラブだ。

「……マスター、ラブを機能停止してください」

「い、いきなり何を言ってるのよ、ラブ！」

　ラブの言葉に慌てたのは遙だった。

「だって、ラブがいたら、神楽さんがこのお家も壊しちゃうかもしれません！　そうなったら、マスターがもっと悲しみます。ううん、悲しいだけじゃないです。もしかしたら神楽さんは、みなさんを傷つけるかもです！　そんなのラブはいやですっ」

　ラブの気持ちは痛いほど伝わってくる。だけど、それで解決すると思えなかった。

　それに、根本的にそれはもう解決じゃない。俺は、ラブと離れている間に考えた自分の気持ちを振り返る。俺はラブと離れて寂しかったのだ。

　俺は、ラブの肩に手をおいた。

「ラブがそんな風に責任を感じる気持ちは判る。だけど、ラブがいなくなったら俺たちはもっと悲しい。だから、そんなこと言わないでくれ」

「マスター、でも……」

　それに、もし今回、機能していないプロトⅢを持ち去ったのがカムイなんだとしたら、ラブが機能停止したとしても完全に破壊されたと判るまで止まらないだろう。そして目的を果たした時、きっとカムイは自らを消去するのだ。それも、正しいとは思えなかった。

　自分自身が傷つくより、自分のせいで大事な人が傷つく方がずっと辛つらい――

　そう思えることこそ、ラブが心を持っている証あかしであり、俺たちにとってラブが大切な存在になったきっかけだった。だが、同時にカムイが０ラブシステムを破壊しようとする理由でもあるのだ。矛む盾じゆん。いや、二に律りつ背はい反はんとでも言えばいいのか。

　まだ答えはない。だけど、ここでラブを停止させるのは……ラブを失うのと同じだ。俺の言葉が正しいというように、遙や明里さんも頷うなずいてくれる。

「とにかく、ラブを機能停止なんてしないよ。他の方法を考えよう。それに、カムイの仕し業わざだって決まった訳じゃないんだ。ただの泥棒かもしれない。まだ何も判らないんだから」

「……はい、マスター」

　無理矢理ではあるけれど、機能停止という結論をラブは見送ってくれた。

　だが、これで事態が何か変わったわけじゃない。母さんの家にあった厳重なセキュリティを破壊してプロトⅢを奪ったのがカムイだとしたら……ここにもいずれ来るに違いない。

　その時俺が、俺たちがどうするか……それは、考えておかなくてはならない。

　父さんの行方も判らないままだ。この二つの出来事が無関係だって思う方が難しい。

　不安に苛さいなまれながら、俺は決意していた。大切なものを全部守る為に出来ることをすると。




　火事のことは、学校にも伝わっていた。最新のロボット工学博士の住む由ゆい緒しよある日本建築のお屋敷が燃えたのは、かなり話題になったようだ。しかも父さんの失踪に続いての出来事だ。衆しゆう目もくを集めるのは仕方ないだろう。

　宮武があらかじめ「留守中に発生したガス管の事故」という記事を出してくれたおかげで、学校内で興味本位の質問などにさらされることはほとんどなかった。

　警察の発表も、表だってはこちらに過失のない「事故」とされている。

「まじくうううううん！　よがっだぁああ！　ぶ、ぶじだっだんでずねぇええ！」

　ニュースを聞いた公きみ恵え先生は、涙で顔をぐちゃぐちゃにして心配してくれた。

「おうちが火事だってぎいでぇ、ぎみぢゃんもう心配で心配でぇえええ！」

「だ、大丈夫ですから、落ち着いてください。はい、これで涙ふいて。あと、鼻水も」

「うう、はい……ぐすっ、ぢーんっ」

　俺の渡したハンカチで盛大に鼻をかむ公恵先生。

　そのまま返してくれようとするのを丁重にご遠えん慮りよ申し上げる。

「と、とにかくですね。困ったことがあったら、キミちゃんになんでも言ってくださいねっ！」

「はい、ありがとうございます」

　と言っても、今回のことで主に被害を被こうむったのは母さんと勇希姉だ。引っ越したばかりだった俺は『キャシー』の改良に使っていた手書きの設計図が灰になったくらいだが、これも頭の中に残っているし、そもそも大本のデータはサーバーに残してある。必要なものは大抵もともと住んでいた大河原家にも揃そろっていて不自由はなかった。

　だけど……せっかく「なんでも」というのだから、これは素直に言葉に甘えることにしよう。

　おそらく近いうちにカムイはやってくる。

　なら、いまのうちにできることはやっておきたい。

「キミちゃん先生！」

「は、はいっ。なんですかマジくんっ」

「先生に折り入ってお願いがあるんですが……」

「だ、だめですよ！　いくら『なんでも』って言ったって、できることとできないことがあります！」

「……は？」

「だ、だって、そんな、私たちお互いのことをまだよく知りませんし、それになにより、歳としだって一回り離れてるし……きっとご両親に反対されちゃまいますよ！」

「あの……公恵先生、なにを言ってるんですか……？」

「へ？　あれ？　教師と教え子という立場を超えて禁断の関係に踏み込もうという熱烈なアプローチでは？」

「違いますよ！　つーか、なんですかその禁断の関係って！」

「なんだ、違うんですか。あー、びっくりした。……ちぇっ」

　なぜ、ちょっと残念そうなんだ……

「そうじゃなくて、前に立ち入り禁止になった旧校舎のあの部屋に入る許可がほしいんです」

「旧校舎……って、ええっ!?　そ、それはさすがにちょっと……。だってほら、事故があったわけですからキミちゃんとしても頼みにくいかなぁって……」

「そこをなんとか、お願いします」

　俺はめいっぱい頭を下げてお願いした。

　公恵先生が考え込んでいる間、つま先を見つめてじっと耐える。

　やがて、先生は小さくため息をついた。

「……判りました。いちおう、掛け合ってみます。でも、あんまり期待しないでくださいね」

「ありがとうございます！　さすがキミちゃん！　頼りになる！」

「た、頼りになるですか。そう言われると悪い気はしないっていうか。でへへ……って、キミちゃんって呼んじゃめーっでしょ！」

　これで、おおっぴらにカムイの残した機材と『ゼロ』について調べることができる。キャシー改良にも役立つと思うけれど、それ以上に、もしカムイが犯人だった時の為にも少しでも情報が欲しかったのだ。俺は、どこかで覚悟を決めていた。この先何があったとしても、何も言わずにいなくなった父さんの代わりに、みんなを守るのは自分だと。

　そして人間は、覚悟が決まれば相当色々なことが出来る生き物なのだ。




　帰宅すると、家の前に大きなトラックが止まっていた。

　なんだろうと首を傾かしげながら様子を窺うかがうと、そばに勇希姉がいた。

「勇希姉？　なにやってんの」

　業者らしき人が差し出す書類にサインをしていた勇希姉は、俺の声に気づいて振り返った。

「帰ったか、我が愛いとしき弟よ」

「帰ったか……って、なにこの荷物」

「うむ。必要なものをまとめて購入した」

　必要なもの……というには、ちょっと量が尋じん常じようじゃ無い。

　それこそガレージにギリギリ収まるかどうかという大量の荷物が庭に積み上げられている。

「さて、まずは生活用品からはじめるか。本気、ラブを借りるぞ」

「う、うん」

　考えてみれば、先日の火事で勇希姉の私物はほとんど燃えてなくなってしまったのだった。

　それにしたって、この量はちょっとすごいけど……

「マスター、およびですかっ」

「ラブ、姉さんの荷物を運ぶのを手伝ってくれ。

「荷物って……これ、全部ですか？」

「いや、家の中に運びこむのはそっちにまとめてあるのだけでいい。残りはここで開封する」

「ここで？」

「そうだ。これらはえふさんの修理用パーツと、セキュリティ強化のための機材だからな」

　セキュリティ強化。やっぱり勇希姉も同じことを考えていた。

　だけど……箱に書かれている文字を見ると、少しばかり過激なものが多いのはどうか。

「勇希姉……その件で、ちょっと相談したいことがあるんだ」

「相談？　ああ、かまわんぞ。だが、ひとまずはこれを片付けてからだ」

「うん。俺も手伝うよ」

　そうして俺とラブ、途中からロボロボ部の面々も加わって大量の荷物を片付けた。

　最後にガレージでえふさんの新しいパーツを開封して、ひとまず作業は終了した。

「みな、手伝ってくれて感謝する。おかげですぐにでも仕事にかかれそうだ」

　勇希姉は満足そうに言った。

「あの……えふさん、元通りになりますか？」

　ラブは不安気だった。それも仕方ないだろう。ガレージの真ん中には未だ生々しい傷跡を残したままのえふさんが横たわっているのだから。

「もちろんだ。以前と同じ……いや、それ以上のボディを作り上げてみせよう。並みの改良では再び同じ事があった場合に不安だからな。人工頭脳はえふさんのままだが、最新型の軍用ボディで再建する事にした。国内法ギリギリの強度と武装を用意してみんなを守らせるつもりだ」

　おいおい、勇希姉。えふさんをどんなロボットにするつもりなんだ……。だけど、修理出来ると聞いて安心したのかラブは小さな笑みを見せた。

「勇希先輩っ、僕も手伝います！」

「そうだね。えふさんをこのまんまにしておくの可哀相だもん。早く元に戻してあげようよ」

　康夫に続いて明里部長も賛成した。だが、勇希姉はその言葉に首を振った。

「いや、君たちはロボコンに専念すべきだ。本戦まであまり時間も残されていないだろう」

　勇希姉の言う通り、本戦は間近に迫っている。

　それを考えたら正直なところ、他のロボットの修理を手伝っている余裕はない。

　だからって、なにもしないで見ているのも心苦しいというか、気になるというか……

「心配するな。多少時間はかかるだろうが私ひとりで充分だ。……だが、まずはこの家のセキュリティを強化せねばならん。悪いがそちらは君たちにも少々手伝ってほしい」

「もちろん！　僕らなんでもします！」

　やれやれ、どこまでも康夫は勇希姉びいきだ。

「あのよ、セキュリティ強化って、やっぱカムイの……？」

「何言ってんの慎太郎。そんなの当たり前っしょ。えふさんを壊して、おまけに家に火を点けるなんて、あっちもかなり切せつ羽ぱ詰つまってる。こっちだって悠ゆう長ちようにかまえてらんないよぉ」

　明里部長の言う通りだ。転校生に成りすまし、巧みにラブや俺たちに近づいてきたような用意周到さが今回の件には感じられない。あの火事がカムイの仕し業わざだとすれば、かなり焦っているか、強引な手段を取らざるを得ない理由があるかのどちらかだ。

　実のところ、それは俺も気になっていた。カムイが焦る理由。それはいったいなんだ？

　……いやな予感がする。父さんが関わっていなければいいけど……

　タイミングの重なった失しつ踪そうと放火、悪い想像をするなって言う方が無理だ。

　俺は不安に押しつぶされそうな気持ちを励まして笑顔を作る。ここで悲しそうな顔をしても仕方ないんだ。考えるより手を動かすと決めて、俺は行動を開始したのだった。




　本気たちは、勇希が計画したセキュリティ強化のため作業をはじめていた。

　専門的な知識とは言わないまでも、最低限の技術くらいは必要とされる作業だ。

　力仕事に向かないメンバーは、足りない部品はないか確認すると同時にパーツを磨みがくという作業に従事していた。遙はパーツ磨きをしていた手をとめる。

　目の前に、トボトボと家の中に引き上げていくラブの姿があった。

「会長、あとお願いします！」

「え？　ちょ、ちょっと遙ちゃんっ!?　この量をあたしひとりにやらせる気ーっ!?」

　後ろで明里がなにか言っていたが気にせずラブの後を追った。

「ラブ、どうかしたの？」

「あ……遙さん……」

　ラブは見るからに元気のない顔をしていた。原因は判っている。

「あの火事に、ラブが責任を感じる必要ないのよ？」

「でも、カムイさんは０ラブシステムがぜんぶ悪いって言ってました。０システムのせいで、いろんな人が傷つくって……」

「そんなの、まだ判らないでしょ。少なくともあたしたちはラブと一緒にいて、傷ついたことなんてないわ。ううん、むしろ良いことばっかり！」

　ラブは、同じ０ラブシステムを持つカムイの行動に傷ついている。

　それはおそらく、自分も同じようになることを恐れているのだ。

　だから自ら「機能停止してほしい」とまで言ったのだろう。

　ラブが自らを否定する必要がなくなるにはどうすればいいのかを遙は考える。

　答えはそう簡単に出るとは思えない。

　だけど、いま自分にできることだけは、はっきりとしている。

「判った。じゃあ、ラブが悪いロボットじゃないってあたしが証明する」

「え……で、でも、どうやって」

「それは、ずっとラブの側にいて、あたしが安全で幸せなら、そういうことじゃない？」

「遙さん……」

　大丈夫。ラブもみんなも、私が守るから、と遙は胸の中で呟つぶやく。ラブを見つめる遙の瞳には、強い決意の色が浮かんでいた。そしてその決意は、本気と同じものだったのである。




「なんだ、その荷物は……」

　いったん家に帰ると言って、飛び出して行った遙は大きな荷物を抱えて戻ってきた。

　まるで旅行にでも行くような。それか、もしくは家出――

「今日からあたし、マジくんの家に住むからっ」

　どうやら後者だった。

「って、なに考えてんだよ」

「いろいろ考えてるよ！」

「いや、そういうことを聞いてるんじゃなくてだな……」

「ほらほら、荷物運ぶの手伝ってくれないなら邪魔邪魔っ」

　とかやってる間に遙はさっさと家の中に荷物を運び込んでしまう。

「今日からお世話になります！」

　リビングに集まった俺たちを前に、遙はめいっぱい頭を下げた。

「ふむ、私は遙さんが一緒に暮らすことにとくに異論はないのだが……いいのか？」

　勇希姉は遙ではなく、俺の顔を見て言った。

「いや、俺はまだ納得したわけじゃ――」

「いいんです！」

　俺の言葉をさえぎって遙が胸を張る。

「勇希さんはえふさんの修理があるし、マジくんはロボコンまでもう時間がないでしょ。それにラブはまだまだいろんなことを勉強しなくちゃいけないです。ほら、この家の家事をする人がいないでしょう？　つまり！　私も一緒に暮らすべきなんです！」

　遙の主張は意外と正論だった。だからと言って、そうそう納得できるわけじゃないが。

「とにかく俺は反対！」

「ラ、ラブもマスターに賛成なのです！　遙さん、お家に帰ってください！」

　俺とラブが声を揃そろえる。

「なんでよ！　マジくんとラブのいじわる！」

「い、いじわるって、俺は別にそんなつもりで言ってるんじゃないぞっ」

「じゃあなんでよ」

「そ、それは……だいたい、一緒に住むのは母さんが絶対ダメって言ってただろっ」

　親友の娘に傷をつけるわけにはいかない、母さんはそう言いはった。俺も遙がおかしな噂うわさを立てられるのは嫌なんだよ。

「それは、ずっと前の話だもん。今はラブと勇希さんもいるから無効だよ」

　何で無効になるんだ。いや、ラブと違って勇希姉がいるなら世間的にも大丈夫なのか？

「もしかして、マジくんお母さんが怖いの？」

「なっ!?　べ、別に怖くなんか……」

「倫りん理りがどうのって話だって、べつにあたしたち悪いことしてるわけじゃないでしょ。それともマジくんは何か悪いことするの？」

「す、するわけないだろ！」

「じゃあいいよね。一緒に住んでも」

「え？　あ？　ええ？　ダメだって！」

　いや、ちょっと待てなにかこう言葉のマジック的ななにかに惑わされているような……

　俺は言うべきか迷っていた言葉を言った。

「でも、ここはカムイに襲われるかもしれないんだぞ！　危ない目にあったらどうするんだ！」

　ラブも頷うなずく。

「そうです！　ラブは、本当はマスターとも勇希さんとも離れて暮らした方がいいと思うくらいなのです。遙さんまで……」

「何言ってるのよ二人とも！　あたし、怒っちゃうよ！」

　遙は、決意を込めて俺たちを睨にらむ。

「だ、か、ら、ここにいるのよ！　今度あたしを仲間はずれにしようとしたら、二人とも三日は朝ご飯抜きにしてあげるから！」

「そ、そんな……遙、お前なにを……」

「本気よ、おまえの負けだ」

　勇希姉がぽんと俺の肩を叩いて言う。俺が絶句するうちに、遙はラブを抱きしめた。

「ラブ、今日からあたしも一緒だよ」

「遙さん……」

「大丈夫、ラブはなんにも心配しなくてもいいの。あたしが、大丈夫だって証明するからねっ！」

　なんの話をしているのだろう。

　それが少し気になりながらも、ラブの頭を撫なでている遙を見ているとなんとなくホッとしている自分がいることに気付いた。バラバラだった何かが、ほんの少しだけ形を取り戻したような……パズルのピースがひとつキレイにはまったようなそんな気分だった。














第四章　家族の距離









　白一色に染められたクリーンルームで、美み鈴すずは一心不乱にロボットの素体に向き合っていた。

　心配そうな助手達が、その手元を覗のぞき込んでいる。

　著名なロボット工学者である大おお河が原わら美鈴は、しばらく前から新しい研究に取り組んでいる。

　それは一度は諦めた研究であり、本来は夫と共同で進めていたものだ。

　本来は一緒に悩んでくれるはずだった夫は、それまでの研究成果をすべて破は棄きしたあげく、今では行方ゆくえ不明だ。毎日警察に電話しているのは本もと気きだけではない。美鈴も同じだった。

「じゃあ、あとは電源につないで。仮接続してあるエミュレーターが起動したら実験を続けます。準備が整ったら呼んで頂ちよう戴だい」

　研究室の端に据えられた無愛想な椅い子すに腰を下ろして、ふう、とため息をつく。

「博士、今日はもうお帰りになった方がよいのではありませんか……？」

　控えめに、美鈴の助手を長年勤めてくれている女性が進言してくれる。気遣ってくれているのは判っている。だが、美鈴は無視した。帰るといっても、帰る場所などないのだ。

　燃えてしまった家は、どうにでもなる。火災保険にだって入っているし、家族は誰も傷つかなかった。それはよかったと思える。

　だけど、燃えてバラバラになってしまったのは、家だけじゃなかった。その事に、ずっと前から気付いていた気がする。目を背けていただけかもしれない。

　火事が発生した時間、美鈴は携帯電話はおろか私物を何も持ち込めない実験施設にいた。守秘性の高い実験中は、基本的に外部からの連絡を絶つのは普通のことだ。研究者にとっては。

　それでも、夫が行方不明になって連絡を待っている最中に、完全に連絡を絶つ妻は冷たいだろうか。子どもたちが火事に巻き込まれたのに、それに気付かないのは母親失格だろうか。

　美鈴は、何でも白黒をはっきりつけたい性格だった。なのに、このことだけは割り切れていない。別居なんて玉虫色の選択を自分が取る日がくるなんて、少し前なら信じられなかっただろう。美鈴は、自分の心が判らない。

「……ロボットにすら、心があるっていうのにね」

「え？　博士、なにか仰おつしやいましたか？」

「なんでもないわ。独り言よ。さあ、そろそろ準備出来たでしょう。０ラブシステムの研究を再開するわ。あ、一応、緊急の連絡だけはどんな状態でも繫つなぐように受付に連絡しておいてね」

「はい。必ず。特に、お子さまからの連絡はすぐ回すように伝えます」

　助手は頷いた。今までは「どんな連絡でも研究が終わるまで取り次ぐな」と命じられていたのだから、大きな変化だった。美鈴は先回りされて苦笑した。

「今更、母親ぶるなんて……おかしいかしらね」

「いいえ。いつだって、遅すぎると言うことはないと思います」

　助手の女性は微ほほ笑えんでくれた。美鈴は立ち上がる。

「模範解答ありがとう。研究もそうだといいわね。なんとか……心をもつロボットの秘密を見つけないと。きっと、すべての鍵かぎはそこにあるんだから」

　今、仕事を放り出して本気たちの所に駆けつけることは出来る。もう一度、あの大河原の家で暮らすといったら、勇ゆ希きたちは反対しないに違いない。

「でも……それじゃ何も解決しないのよ。白黒、つけてからじゃないとね。久く遠おんさん、私に、あなたの子どもを守らせてね」

　祈るように呟つぶやいて、美鈴は研究に戻った。ラブから得られたデータと、残っていたプロトⅢのデータ。そして本気たちが持ち帰った『ゼロ』の残ざん骸がい。

　それらを集めて、美鈴は既にナノマシンを発光させることに成功していた。しかし、０ラブシステムのどんな原理でそれが起きているのかは、まったく判らないままだったのだ。

　これが判らなければ、カムイを止める事は出来ない。美鈴は、全力でこの問題を解決するつもりだった。まさか、本気が同じ課題に、まったく別角度から取り組んでいるとは知らずに。




　主のいない大河原美鈴の家は、いまやただの残骸の山と化していた。

　近頃ではほとんど見かけなくなった純和風建築の邸宅の美しかった面おも影かげは消え、焼け焦げた異臭が漂う黒い塊かたまりとなっている。カムイはその光景に空むなしさを覚えていた。厳しすぎるほどのセキュリティも何の役にも立たなかったと思いながら、無表情のまま黒く煤すすけた瓦が礫れきを踏みしめ歩く。消火活動でぬかるんだ足下は容よう赦しやなくカムイの白い足を汚した。

　消火作業は数時間に渡って続いたと聞いている。死者は０。だが、おかげで大河原美鈴の所在を見失ってしまい、カムイの計画は大きく軌道修正することを余よ儀ぎなくされた。

「もう、手段を選んでいられないわ」

　カムイは足下のひしゃげた黒いケースを見つめる。その顔にはどこか悲壮な決意が漂う。

「マスター……私は、間違っていませんよね……」

　そう呟いた直後、カムイの姿はまるで、かき消すように消え空中に溶けていった。




　目が覚めると、やけに見慣れた天井があった。

「……そっか、帰ってきたんだ」

　天井を見上げてしみじみ呟く。起きて目を開けてホッとしてしまうくらい。やっぱり、この家が一番落ち着く。母さんの家では目覚める度たびに違和感に襲われていた気がする。

「おはよう、我が愛しき弟よ」

　さて起きるかと思ったその瞬間、真横から勇ゆ希き姉ねえの声がした。

「うおわああああああ!?」

　俺は驚いて思わず布団をかき集めながら壁際に待避する。

　すると勇希姉は不機嫌そうに眉まゆを寄せて言った。

「だから、なぜ私がいると驚くのだ」

「そりゃ驚くよ！　ていうか、なんでこんな時間に俺の部屋にいるの!?」

「ふむ、いい質問だ」

　勇希姉はにやりと笑うと、まるで先生のような態度で説明をはじめた。

「たとえばそう、我々が子猫を可か愛わいいと感じるのはなぜだと思う？」

「はぁ？　それ何か関係あるの？」

「あるとも。子どもの典型的な特徴とは、大きな頭と瞳、そして短い手足だ。人間は元来、頭と目が大きく手足の短い生物を『可愛い』と感じるようにできている。なぜなら頭の大きさと四し肢しの長短からは体力や腕力を推測でき、瞳からはその者の感情をある程度察することができる。目は口ほどにものを言うという格言もあるだろう。つまり『可愛い』と感じるということは、相手が自らにとって無防備であり、同時に庇ひ護ご欲よくを満たしたいという衝動の現れなのだ」

「……そうですか」

　いや、もうなんのことかさっぱりなんですけど。

「しかし、ここまではあくまでも『子ども』に限った場合だ。ある程度身体が成熟しつつある場合においても無防備になる瞬間が存在する。それが、眠っている時だ」

　……なんとなく勇希姉の言いたいことが判ってきた気がする。

「結論から言えば、愛いとしい弟の寝顔を眺めることで私は庇護欲を満たし充足感を得る。これによりストレスは解消され、より高いパフォーマンスを発揮できると言えるのだ！」

　のだ！　って。ようするに勇希姉はストレスがたまってたから俺の寝顔を見てたってこと？

　なんだか文句を言う気力もなくなってきた。実家が火事で焼失すれば、ストレスは感じるだろう。俺と違って勇希姉はずっと母さんの家で暮らしてたんだもんな。

　弟としては、こんな顔でショックが癒いやされるならどうぞってところなんだが。

　何かそう言ったら問題になるような気が……朝っていうと、起きそうなことが……

「マジくん！　おはよう！　朝だよ朝朝！」

「マスター、おはようございます！　ラブが起こしにきましたよ！」

　そう、これだよ！　遙はるかとラブが競争するように起こすイベント。

　止める間もなく、声と同時にラブと遙の二人がドアを開け、勢いよく部屋に入って来る。

　そして、すでに起きている俺と、勇希姉を見て固まった。

「おはよう、遙さん、ラブ」

「勇希さん!?　なんでいるんですかっ」

「なぜ、と言われても返答に困る。私が愛しい弟の寝顔を見るのに理由がいるのか？」

「ね、寝顔!?　そんなのずるい！」

「そうです！　ラブだって、久しぶりのマスターの寝顔を楽しみにしてたです！」

「いや、あの、君たち……？」

　人の部屋でいったいなにをはじめてるんだ。だいたい、誰一人としてノックをするとか俺に一言ことわってから部屋に入るという選択をしないのはどういうわけだろうな。

　でも、怒る気にはとうていなれなかった。こんな風に賑にぎやかな朝は久々だ。

　帰ってきたという実感があるし、帰ってきてよかったとも思える。

「あれ、マスター、どうかしましたか？」

「マジくん、ちょっと、大丈夫なの？」

「本気、朝早くから起こしたのはまずかったか？　もう一度寝た方がいいか？」

　俺が布団に顔を埋めてくくくっと笑っていると、なぜか心配そうな声があがる。

　それでも、俺はこみ上げる笑いを抑えることができなかった。

　みんなでリビングに降りる。当然、朝食は俺の担当だ。母さんのところでは、えふさんたちロボットメイドに任せっきりだっただけに、久しぶりに腕をふるえて楽しい。

　遙たちも満面の笑顔でお気に入りのオムレツと目玉焼きを食べてくれる。

「やっぱり、朝ご飯はマジくんに作って貰うのが一番だね」

「うむ。栄養成分的には他と変わらないはずなのだが、作った人間との関係性が味に心理的影響を与えるのだろう。実に興味深い」

「二人とも、喜んでもらえて良かったよ。ラブはどうだ？　俺の作ったドーナツ」

　ドーナツを食べているラブにも聞いてみた。

「……えっ、そのっ、すっごくおいしいです！　さすがマスターです！」

　ハッと顔を上げて、賞賛してくれるラブだけど、そのわりには皿に載ったドーナッツが減っていない。なんだか様子がおかしい気がする。

「ラブ、どうかした？　調子が悪いトコでもあるのか」

「いえ、ラブは元気ですよ！　問題ありません。ただその……あの」

　ラブはなにかを言いたげにしばらくそわそわしていたが、やがて意を決して口を開いた。

「マスター、ラブは今日、お留守番しててもいいですか？」

「留守番だって？　でも、学校はどうするんだ」

「えと、それは……」

「なにか、学校に行きたくない理由でもあるの？」

　急に口ごもったラブに、遙が尋ねる。

「えっと、その……いえ、なんでもないです。ちょっと言ってみただけですっ」

　ラブはまるでさっきの話をなかったことにするように明るく笑ってみせた。

「えへへ、やっぱりマスターの作ってくれるドーナツが一番ですっ」

　ラブは先ほどとは違い、勢いよくドーナツにかぶりつく。美お味いしそうに食べる姿はいつものラブだけど……無理をしている気がした。やっぱり、家が放火されたことが気になっているんだと思う。カムイとの関係もまだ判らないままだ。俺と遙は視線を交わす。

　未だに居所も分からない父さんも心配だった。必死にはしゃいでみても、久しぶりに帰って来た日常が砂上の楼ろう閣かくであることは、みんな判っているのだ――




　その日、いきなり明あか里りさんと公きみ恵え先生が俺たちロボロボ部全員を旧校舎に呼び出した。

　カムイが起こした――学校側には俺たちロボロボ部がやったことになっているが――爆破事件以来閉へい鎖さされていた部屋だ。カムイが持ち込んだ機材が山ほど残っている。

「よしよし、バッチリみんな揃ったわね！」

　車くるま椅い子す姿の明里さんはご機嫌だ。隣に立つ公恵先生も得意げだった。

「さーっ、キミちゃんの努力の成果をみてくださいっ！」

　そういうと、公恵先生は俺たちの前に大きめの鍵かぎを取りだした。

「これ……じゃあ、もう許可が出たんですか？」

「はいっ！　まじくんのお願い、理事長が聞いてくれましたよ！」

　にこにこしながら、教室の鍵を渡してくれる。明里さんが補足してくれた。

「大河原くんが、『キャシー』の性能をあげるのに使いたい機材があるって言ったら、あっさりＯＫになったんだよん。なんでも結果は残しとくもんだねぇ」

　どうやら明里さんも頑張ってくれたらしい。康やす夫おと慎しん太た郎ろうも目を輝かせた。

「すげぇ！　これで俺たちも正式に学校の中に部室が持てるのか！」

「カムイが据え付けた機材が動くのは、この間忍び込んだ時に確認済みだし、これは一気に捗はかどりそうだね。マジ」

「マジくん、早く開けたら？　みんな待ちきれないみたい」

　そういってくれたのは遙だった。俺は頷うなずくと鍵を開け、立ち入り禁止の張り紙を取っ払う。

　そして明里さんから渡された紙を貼り付けた。

『ロボロボ部第一部室』

「今日からここが、俺たちロボロボ部の新しい部室だ」

「カ……カムイの研究室が部室かぁ……」

　みんなで中に入った。一番最後に入って来た慎太郎が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。それまで黙っていたラブも困惑したように部屋を見回していた。自分が壊れた場所だから複雑な気持ちなのかもしれない。

「最新の機材は揃ってるし、なにより０ラブシステムの資料の宝庫だし、ありがたいな」

「うんうん。バッチリだよね。なんたってタダだし。また爆発したら困るけどにゃ～」

「部長、物騒なこと言わないでください。一応、前回のことは俺たちがやらかしたってことになってるんですから」

　明里さんは頷きながら先生に感謝するように手を合わせる。

「冗談冗談。でも、実際そういうことになっているから、私だけの説得じゃここを使うのは無理だったよ。さすがですね公恵先生。どんな風に理事長たちを？」

「えーと、キミちゃんは、ボロボロ部のためにいっしょーけんめいお願いしましたぁ！」

　実際、校長と教頭の前で泣いてダダをこねたって話は聞いた。職員室のアイドル的存在である公恵先生だからこその泣き落としの技と言えよう。

「ガレージは勇希姉がえふさんを修理するのに使ってもらおうと思うので、俺たちはこっちで『キャシー』の修理と改良をしましょう」

「確かに、いくらガレージが広いって言っても二つ同時に作業するのは無理だよね」

「僕としては、勇希先輩と一つ屋根の下っていうのも捨てがたかったんだけど、実際ここの方が便利には違いないよね」

　康夫の余計な言い分は無視しよう。俺は、新部室での最初の活動として、ここ数日練ねっていた設計図を見てもらうことにした。

「これ、書いてみたんだけど。みんなでチェックして欲しいんだ」

　いろいろと書き込んでいた紙の設計図は火事で燃えてしまったので、新しく一から書き直したものだ。ところが、その「一から書き直す」というのが良かったのか、これまで頭を悩ませていたいくつかの問題に思いもよらない解決方法が見つかったりした。

　まさに不幸中の幸いといったところだろうか。俺は、図面を説明していく。

「つまり、０ラブシステムの代用を明里さん自身がやればいいと思うんだ。０システムは人間の心を再現してる訳だからさ。０システムの周りにある増幅系を中心に再現して、脳波コントロール装置と繫つないでフレームに直結したら『ゼロ』を上う手まく利用できるんじゃないかって……」

　一通り説明を終えてみんなの顔を見た。なんだかみんなの反応が悪い。

　というか、誰も一言も言わないなんて……。俺、もしかしてなんか間違った？

　うわっ、なんかもの凄すごく不安になってきた！

「あの……みんな、どうしたの？」

　おそるおそる聞いてみる。すると康夫が真っ先に口を開いた。

「いや、ちょっと驚いちゃって……」

「驚くって、なんでだ？」

「だって……ねえ？」

　康夫が確かめるように、明里部長や慎太郎、遙、ラブの顔を見回す。

「うん。大河原くん、いつの間にここまで準備してたの？」

　明里さん、もしかして俺のこと誉ほめてくれてる？

「私は、最初から知ってましたけどね。マジくんは、やればすごいんだって」

「あれれー、遙ちゃんなにそれ。いわゆるノロケってやつ？」

「ち、違います！　そんなことより会長っ、マジくんがここまでしたんだから、ロボロボ部の部長としてなにか一言ないんですかっ」

「判ってるって。……うん。あたしもモーレツにやる気でてきた。絶対に新しい『キャシー』をバッチリ使いこなしてみせるから！」

　みんなの言葉が素直に嬉しかった。ひとり先走って事を進めてしまったかとも思っていたが、少なくとも間違った方向にだけは進んでいなかったようだ。

「な、なあ、マジよ……ちょっと聞きたいんだが」

「なんだ、慎太郎？」

　慎太郎は、複雑な表情をしながら俺に聞いてくる。

「おまえ、前に言ってただろ？　『０システムが危険なものじゃないって証明したい』って。あれ、今でもそう思ってるか？」

「なんでそんなこと聞くんだ？」

「だって、おまえんちの火事とか、えふさんのこととか、たぶんカムイがやったわけで……だったら、恨んでも当然だし。ジョーシキ的に考えて、ほら……」

「……そう、ですよね」

　妙に歯切れの悪い言い方をする慎太郎に、ラブまで小さくなっている。遙がそんなラブを慰めるように肩に手を回した。それを見て俺は、今の自分の考えを聞いてもらうことにした。

「まだカムイがやったとは限らないし、やったんだとしても……なんていうのかな、人間だって、人間を殺したり悪いことするヤツはいるだろ。０ラブシステムが必ず悪いものかなんて決められないはずだ。それに、人間と同じ心をもってるんだったらカムイだって気持ちが変わる事もあるかもしれない。だから俺は諦めてない。０システム……そして『ゼロ』だって、きっと何かを壊すための力じゃないと思う。ラブと『キャシー』が、きっとそれを証明してくれるよ」

　ラブの顔が、少しだけ明るくなる。仲間達も頷いてくれた。慎太郎も安心したようだ。

「お、おう！　だよな！　さすがマジ！　転んでもタダじゃおきねえそこに痺しびれる憧れる！　なんだったら、チューしてやろうか！」

「いや、チューはいらないって」

　慎太郎はやけにカムイに肩入れしてる。やっぱり転入してきた時から特別だったからな。それに、ラブが悩んでいる事もこれで多少は楽になってくれるといい。もしカムイがやったんだとしたら、父さんのことも放火の事も許せることではないと思う。でもだからって０システム自体を否定することはあり得ない。それじゃあカムイと同じことになってしまうし、０システムの可能性は、正しく使いさえすれば明里さんの夢を叶えることができるんだ。明里さんだけじゃなく、数多くの人たちの手助けになるかもしれない。その時、ラブが小さな声で呟いた。

「だけど……もし……」

「どうした、ラブ？」

「いえ、何でもありません。マスター」

　ラブは何かを言いかけてやめてしまう。慎太郎と違って、ラブはまだ抱え込んでいるみたいだ。ロボットより人間の方がずっと単純って言うのも、なかなか複雑な気持ちがしたのだった。




　部活を終えて帰宅すると勇希姉がソファに深々と腰掛けてリラックスしていた

　いつもぴしっとした勇希姉にはめずらしい、だらっとした姿にちょっとだけ驚いた。

「勇希姉、ただいま」

「勇希さん、ただいま帰りました」

「ただいま帰りましたです」

「ん……みんなおかえり」

　勇希姉は首だけめぐらせて俺たちの方を見る。

「どうしたの？　もしかして、かなりお疲れ？」

「いや……疲れているというわけではないな。少々壁にぶつかっているだけだ」

　勇希姉にも壁にぶつかるということがあるか。それを正直に言われて驚いてしまう。

「あ、私着替えてくるね。ラブ、勇希さんにコーヒー淹いれてあげれば？」

「はいです！　ラブがえふさんの代わりに、勇希さんにコーヒー淹れますです！」

　遙が気遣ってくれて、ラブがキッチンに駆け出す。俺は勇希姉の隣のソファに座った。

「えふさんの修理、そんなに大変なの？」

「ふむ、その件は順調だ。既にボディの交換は済んだ。顔や体型などはメンテナンス槽の記録から再現させているから多少時間はかかるが、すぐに直るだろう」

　さすが勇希姉。しかも相当バージョンアップさせるつもりみたいだから、一体どんなロボットになるんだろうな。でもそうなると、次の疑問が出てしまうのは避けられない。

「だったら、なにをそんなに悩んでるの？」

「うむ。カムイはどうやって母さんのセキュリティを突破したのだろうと思ってな」

「どういうこと？　カムイが『ゼロ』を使って壊したんじゃないの？」

「その通り。だからこそ、母さんはきちんと対策を講じていた」

　勇希姉によると、火事で焼失してしまった家にはあらかじめカムイの襲撃を想定して、ナノマシンが侵入できないような電磁波攪かく乱らん装置が仕掛けてあったそうだ。勇希姉の発案で、高出力の発電装置を利用してナノマシンをコントロールし、エネルギーを供給している電磁波をより強力な電磁波でかき消して無力化するという力業で侵入を防ぐ計画だった。ナノマシン対策以外も侵入者に対する警備は万全だったし、人型ロボットたちにも警備させていたのだ。なのにロボットメイドたちは修復不可能なほどに破壊されていた。人工頭脳の破損が少ないえふさんは、おそらく抵抗する間もなく機能停止させられ、ボディが火災でやられただけの可能性が高いそうだ。ほとんどあり得ないような手際だった。警察も、放火の証拠や火元を見つけられず苦労しているという。ナノマシンの情報は当然渡したけれど、その存在自体が半信半疑といったところだった。

　勇希姉は、それを説明するとため息をついた。

「カムイがどんな手を使ったか判らないままでは、この家のセキュリティを万全にすることはできない。電磁波攪乱装置は既に取り付けたが、他に何か手はないか考えていたのだ」

　さすが勇希姉というべきだろう。人にも厳しいけど、自分にはもっと厳しい。

「えふさんの修理が終わり、記憶回路からの情報を引き出せるようになれば何が起こったのか正確に判るだろうが……それまでの間に出来る事はやっておかないとな」

　自分が何とかしないと。そう思ってしまっている勇希姉。よく見たら、目の回りにクマが出来ている。自分の仕事もしているのに、寝ないでこの家のセキュリティ強化やえふさんの修理をしてくれていたんだろう。何だか、申し訳なくなってしまう。

「勇希姉、あんまり思い詰めないでよ。俺が何とかするから。今日から、カムイが学校に残していった機材を調査してるんだ。まだ始めたばかりだけど『ゼロ』の資料はかなり残ってるみたいだよ。たぶん、色々判るはずだ」

「ほう。それは素晴らしい。よし、では早さつ速そく、私が行って詳しく調べよう」

　また自分でやろうとする勇希姉をどう止めようか迷っていると、ラブがコーヒーを運んできた。そして俺たちを見てくすり、と笑う。

「マスターと勇希さんは、とってもよく似てますね！」

「に、似てるって……今の話でどこが似てるって事になるんだよ」

「え？　マスター、判らないんですか？　全部自分でやろうと頑張っちゃうところが、とてもよく似ていますです。ラブは、マスターのそういうところ大好きですけど、時々、心配です。だから、勇希さんのことも心配になっちゃいます。これ、似てますよね？」

　素直に指摘されると、恥ずかしくなってしまう。勇希姉は、まんざらでもないようだ。

「ふむ……そうか。やはり血を分けた姉弟だけあって似ているのだな。抱え込みすぎか。確かにそうかもしれないな」

　不出来な弟としては頭の出来も似ていたら良かったんだけど。

「それで、おまえならどうするのだ？」

「どうするって、なにが？」

「悩んだり、煮詰まった時はどうやって解決するのだ」

「そうだなぁ……気分転換かな。ラブなら息抜きするといいですって言うよな。俺はまったく関係ないことをしてみたり、最初から全部やり直してみたりするよ」

「なるほど、気分転換と息抜きか……」

　こんなんで勇希姉のアドバイスになるとは思えないけど、勇希姉は意外と真ま面じ目めに考えているようだ。うーん、じゃあ気分を変えて貰もらうためにも今日は勇希姉のために少し手の込んだ夕飯にしようかな。俺が冷蔵庫の中身を確認して、夕飯の献こん立だてを考えていると――

「本気よ、ひとつ提案があるのだが」

「んー、なにー？　修理の手伝いなら、夕飯の仕込みが終わってからでいいかなー」

「その夕食なのだが、私が作ってみようかと思うのだ」

「ゆ、勇希姉、いま、夕食を作るって言った……？」

「うむ。普段はやらないことをする。気分転換で息抜きというやつだ」

　茫ぼう洋ようとした表情で、勇希姉がいう。俺としては反対する理由はなかった。




　着替えて自分の部屋から戻ってきた遙も加えて、俺たち三人は神妙な顔でソファに座っていた。キッチンから響いてくる不穏当な効果音が、俺たちの緊張感を高める。

「マジくん……勇希さんって、料理したことあるの？」

「俺の記憶では……ない」

　勇希姉はあまり女の子らしいことに興味がなかった。化け粧しようもほとんどしない。それに料理を含む家事に関しては、世間でも料理ロボットがやるのが主流の時代だ。わざわざ手料理をするのは趣味の領域と言える。もちろん、作れる人は珍しくないんだけど……

「ふむ、砂糖大さじ一杯か……曖あい昧まいだな。なぜグラム表示で指定しない？　液体と粒状の固体では密度が違いすぎるではないか。誤差は考こう慮りよしないのか？」

　まるで、化学実験のような調子で綿密に調味料の分量を量っている。

　これじゃ、夕飯どころか明日の朝までかかりそうだ。すると、ラブがキッチンに乗り込んでいった。ラブはずっと何度も失敗を繰り返してたから、身につまされたのかもしれない。

「勇希さん、お手伝いします」

「ん？　必要ないぞ。私が作るといったからには最後までやりたい」

「はいです。でも、みんなでやる方がきっと楽しいです。みんなでやる方が気分転換になるってマスターから習いました。ラブ、覚えてます！」

　ラブの言葉に、勇希姉は面食らったような顔で俺たちを見た。そして照れたように微ほほ笑えむ。

「そうか……そうだな。確かに、楽しい方がいい」

　俺もまさか、ラブがそれを言うとは思わなかった。ついこの間までのドジなラブと、今目の前にいるこのラブとでは何かが決定的に違っている気がする。むしろ、俺たち以上に気遣いや人の心の機き微びに敏感になっているんじゃないだろうか。素直なラブの言葉に気持ちが動いたのは初めてじゃないけど、俺と遙は、何だか嬉しいような寂しいような気持ちで立ち上がる。

「勇希姉、手伝うよ」

「勇希さん、私も手伝わせてください。何を作りたいんですか？」

「ああ、頼む。実は、私の試算では完成が約五時間後と出て、途方に暮れていたところだ」

　珍しい笑顔を見せながら、勇希姉は告白してくれた。

「じゃあ、さっそく取りかかろうか。遙、ごはんを炊たいておいてくれ」

「うん、まかせて」

「勇希姉は、まずその電でん子し秤ばかりとノギスを片付けるとこからはじめようか」

「む、これは使えないのか？　精密に計れるのだが……」

「調味料なんて目分量でいいんだよ。要はちゃんと味見すること。あと野菜の厚さもだいたいで問題ないから」

「なるほど、つまりはまずベースを作ってそこから微調整をするというアプローチなのだな。確かに研究開発においてそのやり方が結果的に効率的である場合も多い。興味深いな」

「はいはい。まずは手を動かそうよ。考えるより、感じた方が確実だよ」

「う、うむ。判った」

　キッチンでは、勇希姉よりも俺の方がベテランだ。素直に俺の言葉に従って動く勇希姉というのは、初体験だった。ちょっと嬉しいかもしれない。

「む、いかん。本気よ、カレー粉が見当たらないぞ」

「カレー粉？　そんなの使う予定だったの？」

「隠し味として絶対に入れるべきと、この本には書いてある。ほら、ここだ」

「まあ、隠し味なら別になくても……」

　その時、ラブが手をあげた。

「ラブが買ってきます！」

　あまりに急なことだったので、止めようと思った時にはすでにラブはエプロンを放り出して玄関へと駆けだしていた。

「おい、ひとりで行くなラブ！　ああ、もうっ」

　思わず慌ててしまう。この家にはいろんなセキュリティがあって安全度が高いけど、カムイがラブを狙っているかもしれないのだ。父さんに続いて、ラブにまで何かあったらと思うと……。後を追おうとした瞬間、遙が身につけていたエプロンを放り出して飛び出した。

「マジくん、お鍋よろしく！」

「ええっ!?　ちょっと待て遙っ」

　当たり前のように遙に俺の声は届かなかった。

「どうする？　このまま二人を放っておくべきではないと思うが」

　勇希姉がちょっと心配そうに言う。

「……仕方ない。アラシ！　猫まっしぐらモード！」

　ソファの上で丸まっていたアラシが、俺の声にすぐさま反応して飛び起きる。

「猫まっしぐらモード？」

「前に搭とう載さいした、ラブを追跡する機能だよ。緊急事態にはキーワードで強制起動するようにしてあるんだ」

　ついでに、ラブを発見したらすぐに位置情報が俺の携帯端末に送信されるようになっている。

　ちなみに、こちらから遠隔操作でアラシの見ている光景を確認したり、他にもいろいろと機能がある。「にゃあ！」と力強く返事をして、アラシは全速力でラブの後を追っていった。

「猫まっしぐらモードか……ふむ、なかなか良いネーミングだ」

「だろ？　でも、みんなには不評なんだよなー」

　遙なんて、「マジくんってそういうトコは勇希さんの弟だよね」とか失礼なことを言っていた。

「名前のセンスは人それぞれ好みがある。私もいいと思うネーミングが不評だったりするからな。それより、コショウ少々の『少々』とはどのくらいのことを言うのだ？　具材の体積比から考えて10グラムは必要だと思うのだが……」

「そんなに入れたらコショウの味しかしないよ。ちょっとでいいんだよちょっとで」

　ラブのことは気になるが、そちらは遙とアラシに任せて、俺は放っておくと大だい惨さん事じになりそうな夕食の方を受け持つことにした。




　ラブは、苦しんでいた。マスターが、勇希が悩んでいることに。

　それは、自分がいるからだと判っているからだ。カムイが襲ってくる可能性があるのは、自分がここにいる。０ラブシステムがあるからだ。けれど誰もラブを責めようとはしない。

　本気たちの世話をするために来たはずなのに、ずっと迷惑をかけるばかりだった。なのに優しいマスターたちは、ラブをいつも大切にしてくれる。

「……人間だったら、きっと、泣くところです。ラブは……泣いて良いのでしょうか」

　人間と同じ機能を持つラブは涙るい腺せんの機能も備えている。でも、こんなに大事にされているのに、泣いて良いのだろうか。以前、美鈴がいったように、ラブを機能停止させて安全なところに封印すれば、すぐにでも本気たちはいつも通りに暮らせるかもしれないのだ。

　ラブは、我知らず嗚お咽えつを漏もらす。普段通りに、楽しそうにしてくれるマスターたちを見ていられなかったのだ。なるべく明るく振る舞おうと頑張るのも、少しだけ辛い。

　しかも……ラブは思う。

　――自分の胸の中には本気たちにも告げていない秘密があるのだ。

　大河原家にひとりでいる間に解決してしまいたかった。そのために、ラブはひとりでいたかったのだ。毎夜、アラシと共に街に出ていたのには理由がある。

　でも、それは絶対に本気に……遙には言えなかった。確認できるまでは。

　――カムイに……姉さんに会うまでは。

「お姉さん……今、ラブはひとりですよ！　どこかで見てるなら……出てきてください！」

　わざと人ひと気けのない道を選んで走る。危険なことをしているのは判っている。

　それでも、ラブは自分の問題でこれ以上、本気たちを悩ませたくはなかったのだ。ラブ自身が勇希たちに言った「頑張りすぎてしまう」性分は、彼女にも受け継がれているのかもしれない。その時、ラブのセンサーにロボットの反応が表示された。

「……!!」

　ラブは立ち止まる。周囲はビルと壁。薄暗い路地がいくつもある場所だった。

　油断なく腰を落とす。片手を伸ばして、髪の毛にまとわせてある『ゼロ』に集中した。

「……カムイ……お姉さんですか？　出てきてください」

　ところが路地の暗闇から現れたのはもっとずっと小さな姿だった。

「アラシさん……!?」

　名前を呼ばれた猫型の小型ロボットが返事をするように「にゃあ」と一声鳴いた。

　まるで、ラブに「帰ろう」と言っているようだった。

「もう、どうしてついてきちゃったですか……」

「……はぁはぁっ……ラブ、やっと見つけたっ」

　アラシの後に続くように現れたのは遙だった。

「遙さん……どうして……」

「だってラブ、お財さい布ふ持って行かなかったでしょ？」

「あ、そ、そうでしたっ」

　買い物は口実だったから、ラブは何も持たずに飛び出していた。

　いたたまれなくて逃げ出してしまったのだ。笑顔で居続けるのが辛かったのだ。

「もう、だから放っておけないんだよ。ほら、一緒に買い物に行こう。勇希さん待ってるから」

「あう……すみません」

　遙が強引にラブの手を握る。それをラブはふりほどけなかった。

「ほら、アラシもおいで」

　アラシは同意するかのように「にゃあ」と鳴いて後に続く。

　手を引かれて歩きながら、ラブは遙の横顔をそっとのぞき見る。

　自分の気持ちに、遙は気づいているのだろうか。気づいているのだとしたら、ラブの行動に怒っているのかもしれない。遙は何も言わず、自分の手をしっかりと握って離さない。

　ラブは嬉しさと同時に小さな罪悪感を感じながら、遙の手をそっと握り返した。

　――やっぱり、遙さんはラブの大切な人なのです。

　遙と本気を絶対に危ない目に遭あわせたりしたくない。ラブは、改めてそう決意したのだった。




　勇希姉が作ってくれたのはラタトゥイユという料理だった。

　名前からも判る通りフランス料理だ。でも、高級なフレンチとは違う家庭料理で、いわゆる〝おふくろの味〟の代表で、日本で言う味噌汁や肉じゃがみたいなもんだ。

　なぜラタトゥイユなのかと聞いたら、勇希姉はちょっとした思い出を語ってくれた。

　昔、フランスの学会に呼ばれた際、知人の教授宅にホームステイしたそうだ。そこで生まれて初めてラタトゥイユを食べて、とても美お味いしかったと。

　そして、なぜかその教授の奥さんに気に入られて、まるで実の娘のように可愛がってもらったという。日本に帰国する時などは、泣いて別れを惜しまれたそうだ。

　空港に向かう車の中で教授は言った。

『キミは死んだ〝ロザリー〟に似ているんだ』

　さすがにその話を聞いて、徹底した合理主義者の勇希姉も心を動かされたらしく、フランス近辺に来た時には必ず教授の家に顔を出すようになった。

　ところが、しばらくして奇妙な話を聞く。それは、教授夫妻には子どもがいないというものだった。いぶかしんだ勇希姉が教授本人に確認してみると……

「ロザリーは、犬だったんだ」

　勇希姉は苦々しげな顔で言った。俺は笑うより先にまず呆あつ気けにとられて聞き返す。

「犬って……娘とかじゃなくて？」

「犬は犬しかいないだろう。教授はわざと誤解させるような言い方をし、勘違いしていろいろと気を遣う私を見て楽しんでいたのだ」

「まあまあ、もしかしたら言いだしにくかったのかもしれないよ」

「いや、それは違う。なぜなら教授は、同僚たちと私がいつ気付くかで賭かけをしていたからな。賭けに参加した連中がやけに犬に関連するものを私にプレゼントしてくるので妙だとは思っていたのだ。もっと早く気づくべきだった……」

　表情と言葉から察するに、どうやら勇希姉にとって、なかなか苦い経験らしい。

　でもなんとなく、その教授たちの気持ちも判る気がする。常に冷静で感情を表に出すことのない天才少女が、精一杯気遣ってくれるのが嬉しかったのだろう。

「その〝ロザリー〟ってどんな犬だったんですか？」

「遙さん……私にそれを聞くのか」

「え、だって気になるじゃないですか」

「……サルーキという狩猟犬だったそうだ」

　しぶしぶ勇希姉は答えたので、さっそく俺たちは端末で検索してみた。

　黒毛で手足の長いスマートな犬を見て、ラブが声をあげる。

「わぁ、カッコイイ犬さんですねぇ」

　毛は全体的に短く滑らかで柔らかい絹のようだった。でも、ところどころに長い毛がぴょんと飛び出している。確かに、これだけでも長い黒髪の勇希姉に似ていると言えなくもない。

　だが、なによりも面白いのはその性格について記載された文章だった。

『サルーキ――非常に静かで落ち着きがあり、自ら感情をあらわに出すタイプの犬ではない。また人見知りな面があり、初対面の相手とは距離を取るが、逆に飼い主や家族に対しては非常に献身的』

「うっ……ぷっ、くぅ……」

「ほんとだ、似てる……うくくっ……」

　解説を読んだ途端、俺も遙も思わず笑い出してしまった。

　あまりにも、勇希姉そっくりで。

「この話をすると、誰もがおまえたちと同じような反応をする。実に不可解だ」

　その奥さんが「似ている」と思った理由が一発で判ってしまったから。
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「それで、その教授の奥さんとは？」

「……年に一度くらい顔を出すようにしている。相変わらず私のことを『ロザリー』と呼ぶのだけはなんとかしてもらいたいものだ」

　限界だった。俺も遙も我慢しきれず大爆笑してしまった。勇希姉は無表情に憮ぶ然ぜんとしていた。

　勇希姉の手料理という思いも寄らない事態から、こんなに笑わされるとは思わなかった。久しぶりに大笑いできてなんだか嬉しい。

　家族のことでも、こうして話してみると知らない事実がいくつも出てきたりする。

　母さんや父さんにも同じことが言えるのかもしれない。

　ずっと家族と離れて暮らしていたから、本当に知らないことばかりだ。

　考えてみれば、俺は両親の間に何があって、別居という結論に至ったのかを詳しく知らない。喧けん嘩かばかりしていた事しか知らないのだ。その原因の一端が０ラブシステムにあったことは聞いたけれど……と思って、火事以降また疎そ遠えんになってしまった母さんのことを思い出す。

　酷ひどいことを言ってしまったかもしれない。生まれ育った家を失ったのは母さんだし、父さんの行方不明で心労も重なってた。連絡が付かなかったのも、何か事情があったのだろう。

　それでも、話を聞ける気分じゃなかった自分がいて、ぐるぐるしてしまう。

　こんな事になる前に、もっと話しておけば良かったのかもしれない。俺たち家族は、みんな距離の取り方を間違ってしまっている気がする。勇希姉とだって、こんな風に話せるようになったのは夏休みが過ぎてからだ。俺は、ふと父さんをよく知る人物がいることを思い出した。

「なあ、ラブ、俺の父さんってどんな人だった？」

「へ？　大河原博士ですか？　どんな人って、マスターの方がご存じなのでは？」

　ラブは俺の質問に驚いたようだ。ラブは作られてそんなにたっているわけじゃないし、年数で言ったら当然俺や勇希姉の方が長い。でも、俺や家族以外の目から見た父さんについて知りたかった。そう説明すると。ラブは頷うなずいて自分の知っている親父の話をし始めた。

「大河原博士は……あんまりしゃべらない人でした。いつも部屋に籠こもって研究ばかりしていて、他のことには興味ないみたいでした。ラブは大河原博士の命令で、いろんな実験をしました。重い物を持ったり、パズルをしたり、本を読んで感想を言ったり。ラブはどれもあんまり上手にできなくて、博士はがっかりしてたみたいです」

　そこまでは、俺や勇希姉も知っている父さんの姿だった。

　無口で偏屈な、家族をあまりかえりみない仕事人。

「でも――」

　ラブはそこで一度、言葉を区切った。何かを思い出しているみたいに視線をあげる。

「でも、ラブが上手にできた時は頭を撫なでてくれました。それから『よくがんばった』って褒ほめてくれるんです。ラブはそれが嬉しくて、上手にできるよういっしょーけんめーがんばりました。そしたら今度はシールをくれたんです」

「シール？　シールって、あのいろんなとこに貼るシール？」

「はい、そうですっ。猫さんとか犬さんとか、あとカエルさんとか、博士はいろんなシールを持ってました」

　遙が聞くと、ラブは嬉しそうに答えた。

「博士は言いました。『このシールが30個たまったら、マスターのところに行ってもいい』って。そうだ、ラブのシール帳見ますか？　持ってきます！」

　そう言って、俺たちの返答も待たずにリビングを出て行く。

　しばらくして戻ってきたラブは、厚紙で作った『シール帳』を見せてくれた。

　それは確かに『シール帳』だった。厚紙を二枚折りにして、表紙に補強を施したもので、動物やキャラクターのシールが行儀良く並んでいる。どこかで見覚えがあるなと思ったら、夏休みのラジオ体操に参加した時に渡される出欠確認の用紙だった。毎日ひとつずつ判はん子こを押してもらって、ぜんぶ溜まると皆勤のメダルとお菓子がもらえるあれだ。

　今ではすっかりヨレヨレになっているが、きっとラブは大切に持っていたのだろう。親父はどんな顔してこの『シール帳』を作って、ラブに渡すシールを集めたんだろうな。

「マスターや勇希さんの話もしてくれましたよっ。ラブはマスターの小さい頃のお話を聞くのが大好きでした。そうだ。大河原博士の携帯電話はいつでもマスターと勇希さん、そして遙さんの小さな時の写真でした！　だから、ラブは初めてマスターに会った時も、遙さんに会った時も間違わずにご挨あい拶さつできたのです！」

「父さんが、俺たちのことを……？」

　俺は、少し驚いていた。勇希姉も意外そうな顔をしてる。

　だってそれは、俺たちが知る父さんの姿とはかけ離れたものだった。

　無口で無愛想な父さんは、まるで子どもなんて興味がないとでも言うように、俺のことを無視していた。ほんのたまに、俺が修理してるオモチャとかの直し方を教えてくれるだけで、それ以外の接触はほとんどなかった。お遊ゆう戯ぎ会かいも参観日も運動会も見に来てくれなかった親父が、俺や姉さんの小さい頃の話なんてできるんだろうかと疑問に思ってしまうほどだ。

　でも、俺も親父を知らないのかもしれない。判ろうとしなかったのかもしれない。

　ラブの『シール帳』は、そして携帯の待ち受け画面は俺の知らない父さんの一面なんだろうか。俺は、本当に家族のことを知らなかった自分に愕がく然ぜんとする。

　置いて行かれたと、放っておかれたと思っていたけれど……もしかしたら、距離をあけていたのは自分自身だったのかもしれない。俺は、不思議そうに俺を見つめるラブと、そしてきっと俺と同じような気持ちになっている遙と見つめ合い、自分の過去を振り返るしかなかったのだった。




　夕食を終えて部屋に戻っても、心に残った衝撃は消えなかった。何とか気分を変えようと『キャシー』の図面と睨にらめっこしてると、扉の向こうから聞き慣れた声がした。

「マジくん……ちょっといいかな」

　たずねてきたのは遙だった。

「いいよ、入ってくれ」

　遙が、やや遠慮がちにドアの隙すき間まから顔をのぞかせる。こんな風にノックしてやってくる時は、たいてい何か大事な話がある時だ。

　遙はパジャマ姿だった。風ふ呂ろから上がってまださほど時間が経ってないらしく、髪の毛がほんのり湿っている。遙がベッドの上に腰掛けるとボディソープの良い匂においが鼻先をくすぐる。

「ちゃんと髪を乾かしてこいよ。風か邪ぜひくぞ」

「へいきだもん」

「へいきだもんって、なにを根拠に……いいからこっちこい」

　遙をベッドにもたれかかるように座らせ、俺はベッドに腰掛ける。そうしてタオルでがしがしと頭を拭いてやった。なんだか昔に戻ったみたいでちょっと気が紛まぎれる。手元にあった男物のドライヤーを取りだして、手早く乾かしてやる。

「あう～、髪引っ張られる～っ。マジくん、もっと優しくしてよ」

「はいはい、悪かった。これでどうだ？」

「うん、いい感じ。ふふっ、さっすがマジくんだぁ」

　遙の髪の手入れをするのも久しぶりだ。しっとりと濡れていた髪がサラサラになっていくのが懐かしい。風邪をひかないように暖房の温度もちょっとだけ上げておこう。

「それで、なんか用か？」

「うん、えっとね……ラブのことなんだけど……やっぱり、話した方がいいかなと思って」

　ちょっとだけ迷って、遙はそういった。さっき聞いた父さんの話の続きを予測していた俺は、少し拍子抜けしてしまう。遙は判っていたんだろうか。父さんたちが俺のことを気にしていたことを……。でも遙の言いたかった内容はそれ以上に、今の俺にとって気になる話だった。

「ラブのことって、前に俺に言いかけてやめた、あれか？」

　遙はこくんと頷いた。遙は黙って遙の話を聞くことにした。

「ラブ、なにか隠し事してるんじゃないかって思うの……」

　実は、俺も感じていた。ラブは……ずっとひとりになろうとしている。

「それって……自分ひとりでカムイと対決しようとしてることか？」

「マジくんも……気付いてたんだ」

「そりゃな。留守番するってあれだけ言い張られたら、何かあるって思うだろ。今日はひとりで飛び出していったし……」

　ラブは、ロボット３原則を無視する困ったロボットではあるけれど、彼女が３原則を無視する理由は、いつだって誰かのためだ。指示以上の事をしようとしている時とも言える。

「明るくしてるけど、自分の姉が俺たちを狙ってるかもしれないって事、気にしてるんだよな……まったく、困ったヤツだよ」

「ふふっ、さすが、意地っ張りな大河原家の人たちと、うちの両親が作ったロボットだね」

　遙は仕方ないよ、というように笑った。

「でも、マジくんはラブを封印したりしないんでしょ？」

「当たり前だ。だいたい封印するっていつまでだよ。一時しのぎしたところで、カムイを止めるまでラブは封印されたままになるんだぞ。そんなの……ラブがいなくなるって意味では同じ事だ。少しくらい危なくても、一緒にいた方がいいに決まってる」

「うん……家族だもんね。あたしたち」

　俺と一緒に育ってきた幼おさな馴な染じみは、俺の気持ちを汲くんでくれた。でも、話は、それだけで終わりじゃなかったのだ。

「あのね、それだけじゃないんだ……」

「え？」

「ラブはきっと何かあたしに隠してるの。隠してるって言うか、あたしには言えないことがあって……それで、距離を置こうってしてる感じがするの」

　ラブは遙にとても懐いているし、俺が母さんの家で暮らしている間、さらに二人の距離が縮まった感じだったのに、遙がそんなことを言い出すのは意外だった。

「なんでそんな風に思うんだ？」

「……だって、ラブは……あたしの前では、絶対に悲しい顔を見せなくなったから。辛いはずなのに、大変なはずなのに……。どうしてかな、あたし、ラブの気持ちが判るの。最初は、マジくんを危ない目に遭あわせないためにひとりになりたいんだって思ってた。だからあたしも、手伝おうと思ってたの。でも、なんだかそれだけじゃないみたいで……」

　遙は、意を決したように俺を見た。

「ラブは……記憶を取り戻してから、だいぶ変わったよね。一気に成長したっていうか」

「う、うん。そう思うけど……」

「記憶がなくなった時……いくつもの思い出の断片が浮かんでくるって言ってたよね。ロボコンの前くらいに……なんて言ってたか覚えてる？」

「え、う、うーん……爆発とか煙とか言ってたような気がするけど……」

　確かに、フラッシュバックがあるっていったよな。そう言われてみれば、最初にラブが来たときにメンテナンス槽そうが壊れたことはあったけど、爆発って程の事は起きてない。

　――待てよ。爆発っていったら……

　俺は、顔が青くなるのが判った。遙も、俺と同じ事を思っていたらしい。

「……ラブは……あたしの両親が死んだときの記憶を持っているのかも……って」

「久遠博士の……？」

　遙の口から今度は思いもよらぬ名前が飛び出したことに、俺は驚きを隠せなかった。

「お母さんたちが死ぬ原因になったロボットの事故ってもしかして……」

「遙……」

　遙の両親――久遠博士夫妻は実験中の事故で亡くなっている。そして０ラブシステムの基礎理論を開発したのは、遙のお母さんだ。うちに引き取られたばかりの遙は、両親を亡くした日の夢を見ては泣いていた。俺と一緒に眠るようになって、やっとその夢を見なくなったのだ。その事故が０システムの実験で起きた可能性は高い。とても……高い。

「もしそうだとしても、ラブは全然悪くないと思う。でも、もしそうだったら……きっと、あたしには言えないよね……ラブ、辛つらいだろうな……」

　遙は、そう言って俯うつむいた。自分の悲しみではなく、他人を思いやる遙は、強くて優しい。

「そうか……もしそうなら……ラブなら責任を感じるだろうな……」

　カムイに会おうとしているのは、それもあるのかもしれないな。ラブより先に作られたカムイなら事故のことを知っているかもしれない。

「ねえ、マジくん、どうしたらいいと思う？」

　まだ、それが事実とは限らない。それを確かめることが遙やラブにとって必要なんだろうか。俺には判らなかった。

「今俺が考えられる選択肢しは二つだ。このまま知らないふりをし続けるか、真実を突き詰めて、それから対抗策を練ねるか。遙は事実を知りたいのか？」

「……あたしは、判らないよ。知らない方がいい気もする……だって、ちょっとでもラブに八つ当たりしちゃったら……自分が許せないもん」

「遙はそんなことしないさ」

「マジくん……うん、あたしね、ラブと二人でここにいた間に、ラブのお姉ちゃんになるって約束したんだ。妹に、そんなみっともないところ見せられないよね」

　そう言って、笑顔を見せてくれる幼馴染みの少女は眩まぶしかった。そうか、ロボット嫌いだった遙は……ラブを本当の家族だと思ってくれてるんだな。遙の両親と、父さんの作ったロボットを。俺は、なんだか胸がいっぱいになってしまう。遙は、照れたように微ほほ笑えんだ。

「……話したらすっきりしちゃった。ごめんね。忙しい時に、こんな相談しちゃって」

「気にしなくていいよ。３原則がなくったって、遙の世話は俺の役目……違うな。やりたいことなんだ。だけど……ご両親のこと、ラブに聞かなくていいのか？」

「うん、聞いたって何か変わるわけじゃないし。ラブが話してくれるまで待ってる。もしかしたら、全然違うことなのかもしれないんだから……マジくんが聞いてくれたら、それでいいんだ。ふふっ……あー、ホッとしたらお腹なか空いてきた。マジくん、何か食べさせてよ」

　いたずらっぽく遙は甘えてくる。遙は強いな。いや、ラブのために強くあろうとしているんだろう。今まで『ハルカちゃん３原則』で決めた通りに遙を守ってきたつもりでいたけれど……もしかしたら、遙の強さに守られてきたのは俺の方だったのかもしれない。

「……仕方ないなぁ。仰おおせのままに、ハルカさま」

　俺は恭うやうやしく一礼して、腕に摑まる美しい幼馴染みをキッチンまでエスコートする。

　そのくらいしか今の俺に出来る恩返しはないけれど、この先何があっても、遙とラブ、そして家族を守れるようになりたいと願う。俺がずっと『ハルカちゃん３原則』を守るためには、今の俺の力では、まったく足りないような気がしていた。




　ラブは襲い来る何かから逃げていた。それは最初、人の形をしていた。

　人の形はしていても人ではないことはラブには判っていた。

　今やそいつらは形をなさず、生き物のように蠢うごめく巨大な炎となってラブを追ってくる。

　だから逃げた。炎から少しでも遠ざかろうとひたすらに走り続けた。

『だって――――を守らなければ』

『私の大切な――――』

　腕の中の小さくて温かい感触。それはこの上なく幸せなイメージだった。

〝それ〟のためなら、たとえ自らの命すら惜しくはないとラブは心の底からそう思えた。

　ところが、そこで自らの想いに矛む盾じゆんを感じてしまう。

　ロボットの自分に命はあるのだろうか？

　それでも、ラブは何を引き替えにしても、守りたかった。

　大切な、小さくて暖かい……腕の中にいるものを。

　ラブは腕の中の〝何か〟を見ようとして――唐とう突とつに、目を覚ました。

「……夢？」

　美しい機械の少女は、自分の胸に手を当てた。

　ロボットは、夢を見るのか……。それ自体がおかしな話に感じられる。

　だけど、手の中に抱いたイメージは、確かな感触として残っている。

「――大切ですよね。ラブ、覚えました。ラブ……覚えてます」

　そう呟つぶやいた瞬間、ラブの頰を涙が伝う。彼女は、もう一度誓う。

　大切な人たちを守るために、出来る事は……何でもすると。




　そこはかつて、機械部品を作る工場だった。大型の建設重機から小さな家電製品まで、以前ならどこにでも当たり前のように使われていた部品だったが、人工筋肉とロボット技術の発展により、安価でより高性能なシステムに取って代わられてしまい、あっという間にそのシェアを減らしていった。結果、閉へい鎖さされて現在に至っていた。

　工場の中は、当時の生産ラインがそのまま放置され意外にも煩はん雑ざつとしていた。

　かつては力強く動いていた機械たちも長年使われていないせいであちこち錆さびていたり、劣化した真っ黒な油にホコリが付着して無む惨ざんな情景となっている。

　そんな古めかしい機械の中に、たった一つだけ稼か働どうしている物があった。

　それは、周囲の工業機械とはあきらかに設計思想のことなる異質なフォルムをしていた。

　一見すれば巨大な水すい槽そう。知識のある者が見れば一種の培ばい養よう装置だと判っただろう。

　そして、水槽の傍かたわらには白い服の美しい少女がいた。

「さすがに手持ちのマテリアルを全部使うと時間がかかるわね……」

　少女――カムイは自分の背丈よりも大きなガラスを見上げた。

　最新の培養装置は水槽を満たす緑色の液体にしきりに酸素と栄養を送り込んでいた。

　この中では、人間の目では確認することはできない極々微小な機械――つまりはナノマシンが一秒間に数十億というペースで生産されていた。

　カムイは培養装置に接続されたコンピュータを確認する。

　そこには作業の進しん捗ちよく度合いを示すパーセンテージと、完了までの残り時間が表示されている。

　合成完了まであと二百五十時間弱。つまりはあと十日あまりで作業は完了する。

　その時には、途方も無い数のナノマシンがカムイの武器となる。

　カムイ自身もこれだけの数をコントロールしたことはない。理論上不可能ではないはずだが、不安を感じないわけではなかった。

　だが、時間が残されていない。多少は無茶をしてでも目的を完かん遂すいしなければならない。

「不安……ね。ロボットなのに変な話だわ」

　不安や恐怖や怒りを感じ、目的のためなら無茶で無む謀ぼうな行為にも及ぶ。

　だからこそ０ラブシステムは危険なのだ。

「もう少しだけ待っていてプロトⅡ……これで、終わりにしてあげるわ」

　カムイはナノマシンの生産が終わりしだい決着をつけると、決めていた。




　意外なほど平穏な日々が過ぎていた。季節が真冬を迎えた頃には、『キャシー』の改良も大詰めを迎えていた。連日遅くまで部室に残って作業をしたおかげで、すでに本格的な歩行テストをする段階にまで辿たどり着いていた。俺たちロボロボ部にしては、めずらしく順調だ。

　そして今日も、旧校舎裏の開けた場所で何度目かの歩行テストをしていた。

『んじゃ、いっくよー』

　インカムから明里部長の声がすると、30メートルほど離れた場所で本人がぶんぶんと手を振るのが見えた。

「それじゃ、はじめてください」

　合図を確認して、今度は俺が指示を出す。

『キャシー』を装着した明里さんはゆっくりと第一歩を踏み出した。

　その後、徐々にスピードをあげていく。最初は早歩きくらいから最終的にはランニング程度の速度まで試してみる予定だ。明里さんが調子に乗らなければ……だが。

『よーし、そろそろ思いっきりバッチリやってみるからね』

「ちょっと待ってください、まだ全力疾走は――」

　が、明里さんがそんな指示を聞くわけがない。陸上選手がスタートする時のように姿勢を前に傾けると、『キャシー』で補助強化された右足で思いっきり地面を踏み抜く。その瞬間、明里さんの体は一気に加速した。

『うひょー、はやいはやーいっ♪　バッ――――ッチリ――――ッ！』

　はぁ……まったく、すぐ調子に乗るんだから。懲こりてない、懲りてないです明里さん。

「すごいよマジ、50メートルを六秒フラットだ」

　タイム計測をしていた康夫が嬉しそうに言う。

「いや、それどころじゃないって！」

『あれ？　あれれ？　なんかちょっとスピードですぎ～～～～』

　案あんの定じよう、明里部長の操る『キャシー』はコントロールを失って暴走をはじめた。

　このままカーブを曲がりきれないほどのスピードになれば、旧校舎の壁に激突してしまうだろう。そうなれば、明里さんはただじゃすまない。俺が冷静なのはこうなることを予想していたからだ。俺は例の装置のスイッチを押した。すぐに地面から黒いロープで編んだネットがせり出して、つっこんでくる明里さんの体を柔らかく受け止める。

『お、おおっ、なんじゃこりゃああああ！』

　インカムからネットに絡まった明里部長の素すっ頓とん狂きような声が聞こえてくる。

　ひとまずはこれで安心だろう。

「おおっ、ワイヤーネットも上う手まくいったぜーっ！　やった！　『こんなこともあろうかと作戦』大成功だなマジ！」

　そんな作戦名勝手につけないでくれよ、慎太郎。

「まあ強度も問題ないみたいだ。あとは、本番で避けられなきゃいいんだけど……」

「避けられる？　本番？　なんだいそれ？」

「えーと、そのうち説明するよ」

　俺は言葉を濁にごした。この『ワイヤーネット』を作ったのには、実験の安全確保の他にまた別の目的もあるのだが……それは、今はまだ誰にも言う必要ないよな。

「でも、この調子だとまだまだパワーを上げられそうだね」

　康夫が暢のん気きなことを言った。

「パワーをあげてどうすんの。あくまでこれは、歩行の補助のためにだなぁ」

「マジは無欲だなぁ。この性能だったら他にもいろいろ使い道があるのに」

　康夫の言うことも判る。『ゼロ』を使って補強とコントロールを行うように改良された『キャシー』は当初の目標をはるかに越えた性能を手に入れつつあった。

『あ～誰かと～め～て～』

　とかなんとかやっていると、またもインカムから情けない声が聞こえてきた。明里さんはネットの中でまだもがいていた。俺は、そばにいたラブの方に合図をする。

「……ラブ、頼む。たぶん明里さん、『ゼロ』を暴走させてる」

「はい、まかせてくださいっ」

　元気のいい返事と共に、ラブは目をつむって両手を突き出す。すると『キャシー』の一部――ちょうど人工筋肉が剝むきだしのところが淡く発光をはじめ、次第にスピードを落としていった。そうして一分近くかけてゆっくりと『キャシー』を停止させる。

「お疲れ、ラブ。だいぶナノマシンをコントロールできるようになったじゃないか」

「はい、毎日練習してますからっ」

『キャシー』の駆動部である人工筋肉には、ラブの集めたナノマシン『ゼロ』が埋め込まれていた。ラブのシステムを真ま似ねた脳波増幅器によって、明里さんの意思をある程度は反映してくれる。だけどそれはまだ不安定で、ラブのコントロールほど便利にはなっていない。それでも、人工筋肉やフレームの補助を行ってくれるので、性能は飛躍的に向上したのだ。

「いやー、しっぱいしっぱい」

『キャシー』を装着したまま、のんきな顔で明里部長が戻ってくる。

「のんきなこと言ってる場合じゃないでしょう。あやうく大事故になるところだったんですよ」

「もう、遙ちゃんったらそこまで怒んなくても大丈夫だって。あ、もしかして心配した？」

「心配したのは『キャシー』が壊れないかです、会長」

　遙が素直じゃないことをいう。まあ、仲良しだってことだよな。

「テストすればするほど精度と出力が跳ね上がっていく。ほんとにすごいよ、これ……」

　データを確認した康夫が感かん嘆たんの声をあげた。俺も最近の成果に驚いていた。最初に予測した性能を大きく上回っている。実のところ０ラブシステムとナノマシン、それから人工筋肉がはじめから３つセットだったのではないかと疑っているくらいだ。

「俺も、部室からまっさらのナノマシンが見つからなかったらこれは思いつかなかったよ。いや、ほんとナノマシンはすごい発明だ」

　カムイの残したあの部屋が部室になった直後のこと、部屋の中から初期プログラムをされていないナノマシンが入った容器が見つかったことで、研究は一気に進んだのだ。しかも、カムイが残した機材を使えば時間はかかるけどナノマシンは作れることも判った。

　それからはラブと協力しながら、脳波コントロールで『ゼロ』を動かせるように研究を重ね、人工筋肉との併用で不足するエネルギーを補えるように調整したのだ。

　まさか、これほどの性能になるなんて思わなかったけどな。

「なに言ってるのさ、すごいのはマジだよ」

「俺が？」

「だって、普通は思いつかないよ。ナノマシンと人工筋肉を合わせて使おうなんて。そもそもナノマシンは医療用に開発されたものだけど、それをロボットの人工筋肉に注射するなんて……発想の逆転というか、とにかく驚きだよ」

　なんかここまで誉ほめられると嬉しいを通り越してむず痒がゆい。

「うーん、俺がすごいんじゃなくて、もともと『ゼロ』はこういう目的のために作られたんじゃないかなぁ。人工筋肉じゃなくて、普通の人間に注射してもエネルギーの問題と寿じゆ命みようの問題さえなけば大抵の病気は治せそうだし、分子結合を強めればナノマシンだけで大型ロボットを作ることだって出来るかもしれない。今まではコスト的に無茶だったけど『ゼロ』なら……」

　しばらく蕩とう々とうと自説を語った後で、みんなが変な目で俺を見ていることに気づいた。

「え？　なに？　みんなどうしたの？」

　きょとんとしている俺の肩を、慎太郎がぽん、と叩いた。

「マジって、やっぱりあの大河原家の人間なんだな」

　康夫もうんうんと頷うなずく。

「かんぺき、マッドサイエンティストな目をしてたよね」

「マジくん疲れてるんだよ。ちょっと休んだ方がいいんじゃない？」

「ち、違うって！　うちの家族と一緒にしないでくれっ」

　もちろん家族のことは尊敬しているが、明里部長の言うようにマッドサイエンティストな部分だけはできれば見習いたくないところだ。

「でもよー、実際の話、これってちょっとヤバイんじゃね？」

　唐突に慎太郎が言った。

「ヤバイって、なにがだよ」

「だってさ、小型で軽量で電力をほとんど必要とせずに人間のパワーを強化するって、もはや歩行器っていうより、パワードスーツとか、ヒーローの変身スーツの域じゃん」

「……まあ、そういう使い方もできないことはないな」

　あんまり実用的とは思えないけどな。持続時間短いし。

「そういう発明って、映画とかだと悪い組織に狙われるよな。ジョーシキ的に考えて」

「…………」

　いつもなら「漫画やアニメじゃあるまいし」と一いつ笑しように付ふすることが多い慎太郎の話が、妙に現実的に聞こえたりするのはなぜだろうか。カムイの言葉を思い出す。

　――０ラブシステムは……失敗作なのよ。その存在自体が、危険過ぎる。

　俺は、その記憶と、ラブの夢にも出てきた爆発を想像して、ぶんぶん頭を振った。

　危険なのは、技術そのものじゃない。使い方なんだ。そして使うのは俺であり、明里さんであり……ラブだ。目的を間違えない限り、絶対に大丈夫。俺は、そう信じているのだ。




　学校から帰宅すると、ちょうどガレージから勇希姉が出てくるところだった。

「ただいま、勇希姉」

「おかえり、我が弟よ。帰宅が早いところを見ると、テストは成功だったようだな」

　勇希姉は相変わらず鋭かった。親指を立てて返事をする。ラブが勇希姉に駆け寄った。

「勇希さん、えふさんの具合はどうですか？」

「案ずるな。こちらも順調だ。数日中には起動テストをする予定だ」

「よかった……」

　ホッとした様子で胸をおさえる。えふさんの修復は、意外なほど時間がかかっていた。新しいボディとの相性が出たのか、予想よりもネットワーク関係でダメージがあったのか、えふさんの人工頭脳の再起動には、勇希姉も相当気を遣っているようだった。

「ちょうど休憩しようと思っていたところだ、そちらのテストのことも聞かせてくれ」

「じゃあ、私、お茶の準備してきます。ラブ、ちょっと手伝って」

「は、はいっ、遙さん」

　遙とラブが先に家の中に入っていく。一緒に行こうとした俺を、勇希姉が呼び止めた。

「本気、ラブの様子はどうだ？」

「……まだ、ひとりになろうとしてるよ。気をつけているけどね」

「そうか、やはりな……」

　ラブが自分をおとりにしてカムイを見つけようとしていることは、もうロボロボ部のみんなにも話してある。ラブは普通のフリをしながら、隙すきをついてひとりで行動するのだ。

　アラシについてる追跡機能があるとはいえ、時々は見失って慌てることがあった。何かあったときのために色々と準備はしているけど、勇希姉も心配しているのだ。

「なんであんなに、ラブはカムイに会いたがってるんだろう」

「奪われたプロトⅢを取り返したい……というわけではなさそうだな」

「じゃあ、なんでなのかな？」

「我々を巻き込まないためだろうが、他にも何かありそうだ。たとえば、カムイと話したいことがある可能性はあるな。姉妹機だけに、聞きたいことくらいはあるだろう」

「カムイに聞きたい事……」

　やはり、遙の両親のことを知ろうとしているんだろうか。それなら母さんに聞く方が早いと思う。久遠博士の親友だったんだから。０ラブシステムは大きな事故を起こしたことがあってその詳細は教えられなかったとは言っていたけど、それが久遠博士が亡くなった事故かどうかくらいは知ってるはずだ。それ以外に自分を破壊しようとしている相手に聞きたいこととは、いったいなんだろう。ラブを封印するつもりがない以上、ラブの意思を尊重するしかないけど。

「……俺たち、ラブを……家族を守れるかな」

「カムイがいつ現れてもいいように準備はしたのだろう。ならば、後は待つしかない」

「うん……そうだね」

　プロトⅢが失われた今、カムイは必ず最後の０システムを持つラブの前に現れる。

　ラブは絶対壊させやしない。守ってみせる。そして、できることならカムイも破壊したりはしたくない。それは欲張りすぎなのだろうか。

　いや、たとえそうだとしても諦めたらそこでおしまいだ。諦めずに立ち止まることなくただひたすらその道を歩き続けた先に、また新しい道が開けるかもしれない。

「そういえば……母さん、どうしてる？　親父からはまだ連絡がないみたいだけど……」

「母さんのことは心配ない。連絡は取っているんだろう？」

「……メールだけだけどね」

　母さんは、未だに研究所とホテルを行き来しながら暮らしている。

　何の研究をしているのか判らないけど凄すさまじく忙しそうだ。俺も喧けん嘩かをしてしまった手前、この家に来るようには誘えないでいた。

　なかなか、うまくいかないな……と思ってしまう。ロボットを作ることだけは何とかなり始めたけれど、それ以外のことはどれも難しくて、なんだかいつもロボットばかりに没頭していた父さんの気持ちが判るような気すらしていたのだった。




　ロボットコンテストの本戦は、冬休みに行われる。サッカーの天皇杯と同じタイミングだ。

　最新技術の競演となる大会は年末年始の人気コンテンツとして様々なメディアで取り上げられる。俺たちが出る高校生部門は、どちらかと言えば前座扱いなので上位に食い込まなければあまり関係ないはずだった。

　本戦にむけての『キャシー』の改造は順調に進み始めていた。新しいことを試せば試すほど、次々とアイデアが湧いてくるのだ。時間がいくらあっても足りなかった。

　現時点での結論として、脳波コントロール装置と０システムがエネルギー波を出している装置は予想以上に似通っていた。『ゼロ』は０システムが発生させるエネルギーをとてつもなく増幅させている。ナノマシンの構造は判らないけど、たぶん画期的な技術だと思う。

　勇希姉がいうには、軍事用としては同じようなものが論文として発表されて実用化されているけれど、勇希姉が作った電磁波攪かく乱らん装置同様、エネルギー供給装置は驚く程巨大なものだそうだ。脳波コントロール装置の出す微弱な波長を増幅し、『キャシー』の人工筋肉を介在して高圧にしてやっとナノマシンを反応させることが出来たのだ。

　それでも「この程度のエネルギーで動くはずがない」と勇希姉は首を捻ひねる。０ラブシステムの作るエネルギーが凄いのか、ナノマシンが凄いのかは判らない。

　ただ、構造が判らないもののカムイが残して言った機材のお蔭で、ナノマシンは量産出来ていた。これがなければ『キャシー』の実験は早々に頓とん挫ざしていたに違いない。俺たちの試算では、大会の前には『キャシー』の動力をすべてナノマシン『ゼロ』に交換できるくらいの量が作り出せるはずだ。それまでに、エネルギー供給と制御を確立しなければならない。

　ずっと浮かない顔をしているラブを励ましながら、俺たちは作業を続けていた。

　今のところ、父さんからの連絡はない。母さんとも、事務的なメールを交わすだけだ。

　遙は律りち儀ぎに週一で母さんに会いに行っているそうだ。頭が下がる。

　俺は『キャシー』と、もうひとつあることに没頭していた。今、母さんに会いに行っても出来ることはない。謝っても意味はないし、普通の暮らしは戻って来ない。

　俺は少し考え方を変えていた。ラブが来てくれたおかげで一番判ったのは……俺たち家族が何も話せてなかったということ。そして遙の両親の作った０システムが、俺たちにとって大きな意味を持っていること。夫婦喧げん嘩かの原因もそうだし、今回、俺たちが話せるようになったことも、０システムを持つラブのお蔭なんだ。父さんの失踪も、０システムが関係している可能性が高い。現時点で世界一０システムに詳しいロボット工学者である父さんを狙ってるのは、たぶんカムイだけじゃないはずだ。この『ゼロ』ひとつとっても、人工筋肉やネットワークシステムの構築同様に社会に革命をもたらすかもしれない性能を秘めている。

　だから……俺は逃げないことに決めた。立ち向かわないと、何も変わらない。家族がバラバラになった原因は、ロボットじゃない。何も言わなかった自分にある。そう気付いたから。

　その為に、俺は黙々と作業に打ち込む。大切なものを取り戻す為に。




「だから、俺は忙しいんですよ！　勘弁してください」

「うう～、まじくん、がまんしてくださいっ！　学校はこれまで、アナタたちに色々と便べん宜ぎを図りましたよ！　理事長がどうしてもって言うんだから仕方ないんですっ！　まじくんはキミちゃんが解雇されて路頭に迷ってもいいんですかぁ～。お嫁に貰もらってくれるんですかぁっ」

　キミちゃん先生、話が全然違う流れになってます。俺は困り果てて明里部長の方を見る。

「明里さん、何とかならないんですか？」

「ん～、無理。今まで理事長にはずいぶん無理言っちゃったからにゃ～。今日は諦めて？」

　あっさりと裏切られてしまった。これ以上抵抗しても無駄みたいだ。俺は手を止めた。

　何が起きたかというと、必死に作業を詰め込んでいる俺に学校経由で取材が来たのだ。

　曰いわく「番組コメンテーター大河原勇希の弟が本戦に出場、天才一家に生まれた少年の実力やいかに」とか、そういうお題らしい。確かに勇希姉はよくＴＶにも出てるけど、俺は不出来な弟なので同じにされても困る。だいたい、顔の造作からして姉弟とは思えないくらい違う。なんで俺も母さんに似なかったのかなぁ。父さんにはよく似てるって言われるんだけど。

「ＴＶのひと、呼んでもいいですよねっ！　この部室にしますか？　それとも応接室まで行きますか？」

　そう言われて俺は周りを見回す。いくら何でも凄すさまじく散らかっている上に俺たちにも全ぜん貌ぼうが把は握あく出来ない機材が並んだ部室で取材を受けるのはまずい気がする。

「……判りました。応接室まで行きます。明里部長、俺、しゃべれませんからね。一緒に来てくださいよ」

「あっ、永なが野のさんは当然同席ですよっ！　パイロットですし、美談の主なんですから！　久遠さんたちも一緒に来てください！　部員全員を取材したいって言われているんですから！」

「ええっ、わ、私もですか!?」

　他ひ人と事ごとみたいな顔でラブと資料を整理していた遙が、公恵先生の言葉に驚いた顔をする。康夫と慎太郎は何故か嬉しそうだった。

「僕も出るなんて思わなかったな。これって、就職で有利になるかな。勇希さんと一緒にＴＶに出られたりして」

「……ＴＶに出たら、オレの雄姿に気付いてくれるかもしれないな。おめかししなきゃっ」

　二人とも、なんだか自分の欲望に忠実な思考が口からダダ漏もれですよ。

　ため息をつきたくなるのを堪こらえつつ、俺はラブに命じた。

「ラブは取材を受ける訳にはいかないから……ガレージの方に戻っておいてくれ。あっちの方がセキュリティがしっかりしてるからここより安全だ」

「はいです。ラブは、お家に帰ります」

「まっすぐ帰るんだぞ。危ない事するなよ。取材終わったらすぐに確認に行くからな」

　可か愛わいく敬礼するラブに、釘を刺すのは忘れなかった。ラブは何を言われたか判らないって顔をする。なんと言うか噓まで上う手まくなってないか？

　ラブは未だに、カムイを探しているのか時々ひとりになろうとするのをやめていなかった。

　気付いた時は必ず阻そ止ししているけど、時折成功されてしまうのだ。そういうときのためにアラシがいると言っても、心配なのは変わらない。

　とはいえ、カムイを捕まえて何とかしたいのは俺も同じだった。父さんの失しつ踪そうと関係あるのか知りたいと思う。だから、目が届く範囲にいる限りではラブの好きにさせているのだ。

　そのための準備も、キャシーと並行で作業してきたのだ。ラブとカムイが出会う日の為に。

「じゃあ行ってくるから。気をつけるんだぞ。これ、最優先指示な」

「はいです。最優先指示、ラブ、了解しました！」

　笑顔のラブに見送られて、俺たちは応接室に向かったのだった。




　ひとりになったラブは、一緒に残ったアラシに話しかけた。

「アラシ、ふたりだけになっちゃいましたね？」

　にゃあ、と答えるアラシを抱き上げると、ラブは思案顔になる。

「マスターに心配をかける訳にはいきません。でも……アラシ、判りますよね」

　人造の美少女は、人間のような覚悟の表情を見せる。

　日に日に、ラブの気持ちは強くなっていた。本気を、遙を、家族を仲間たちを自分が守りたいという気持ち。その為には自分の身がどうなろうと構わない。

　カムイが本気の父を掠さらったのであれば、どうしても取り戻してあげたい。姉が関与しているとしたら、大河原博士の命を奪ったとは思えない。それは何故か信じられた。

　早く、カムイに会いたい。会って話したい。ラブはそう願う。決着がつけば、本気の父が戻り、ラブの心に沈んでいた記憶の正体が判れば……ラブは、カムイに壊されてもいいかもしれないとすら思った。このままみんなの負担になるのは辛つらかった。

「アラシ……また無駄足かもしれないけど、つきあってくださいね」

　黙って胸に飛び込んだアラシを抱えて、ラブは歩き出す。ふと思い出して、ラブはナノマシン生成機からヘッドパーツに『ゼロ』を補給した。『キャシー』に使う貴重なナノマシンなので、節約しなければならない。でも、いつも補給しておくように本気に言われているのだ。

「これでよし……じゃあ、マスターが帰ってくるまで、屋上にいましょう。屋上は鍵かぎがかかっていて誰もこないですから。……神楽かぐらさん……カムイさん……ううん、お姉さんも、来るかもしれません」

　そう言うと、ラブは身軽に窓から身を乗り出して、屋上に向けて飛ひ翔しようした。

　体重がないかのような動きは、ナノマシンを使って自分の人工筋肉を増強したからだ。

　これも、『キャシー』を開発する過程からラブが体得した新しいナノマシンの使い方だった。

　アラシを抱いて、誰もいない屋上に降り立つ。

「さあ……ラブはひとりですよ。今なら……誰の迷惑にもなりませんよ。出て来てください。カムイさん……お姉さん……」

　ラブが、蒼天を見上げて呟つぶやいた刹せつ那な。

「……お姉さんなんて呼ばないで頂ちよう戴だい。私と貴方あなたは同型機というだけよ」

　背後から、何の気配もなく声がした。

「えっ!?」

「遅い」

　反応出来ず、ラブは硬直する。次の瞬間、ラブは腕を取られ投げ飛ばされていた。天地が逆転する中で、ラブはナノマシンを発動させて空中に足場を作る。

　空中に生まれた板を蹴けるようにして体勢を立て直すと、少し離れた場所に降り立つ。

「……驚いた。ラブ、あなた『ゼロ』を使いこなせるようになったの？」

「はいです。ラブにも使えます。だから、簡単にはやられませんよ」

「……苦しむのが長くなるだけよ」

　カムイは、右手に光の剣を生み出す。悲しげな表情が燐りん光こうに浮かんだ。

「ずいぶんお待たせしてしまったみたいね。何度もひとりで私を待っていてくれるのには気付いていたわ。こちらの準備が整わなくてごめんなさい。『ゼロ』の補給や、この後の準備に手間取ってしまって。辛つらい思いをさせたわね」

「……どういうことですか？　ラブは、カムイさんに聞きたいことがあるんです！」

「何を聞きたいのかは知らないけど……無駄よ。あなたはもう、マスターに何も伝える事は出来ない。ここで壊れるのよ。もう、時間がないわ」

　カムイは、ぐっと剣を構える。

「屋上の出入り口はナノマシンで封鎖したわ。助けは来ないわよ」

「……もとより、マスターを巻き込むつもりはないのです。ラブは……カムイさんとお話しします。その為なら……カムイさんと、戦ってでもです！」

　ラブは、ヘッドパーツ内の『ゼロ』に命令を送った。燐光がラブの手にも集まっていく。

「皮肉ね。人の心を模した０ラブシステムにこんな力が宿るなんて、ラブ、あなたもそう思うでしょう？　私は、普通のロボットに生まれたかったわ。何も悩まなくていい、ロボット３原則とプログラムに縛られた存在に……」

「……そんなことありません。ラブは、人間になりたいんですっ！」

　叫びと共に、両者の間に光が交こう錯さくする。姉妹の放つ光は、陽光を弾いて雷のように輝く。

　悲しい色をした二つの光は交わって、巨大な閃せん光こうを生み出したのだった。














第五章　過去との距離









　綺き麗れいで感じのいい女性レポーターさんと、気さくなディレクターさんたちのお蔭かげで、取材は順調に進んでいた。話し上じよう手ずな人たちで、母さんや勇ゆ希き姉ねえとも何度も仕事をしてるというだけあって、大おお河が原わら家のことにも詳しいみたいだった。

「じゃあ、著名なご両親の力は借りてないんですね」

「はい。姉には相談に乗って貰もらいましたけど」

「それは最高の環境ですね。いつでも専門家に相談に乗って貰えるなんて」

　気楽な笑顔を浮かべるレポーターさんには、何の悪気もないのは判っているので曖あい昧まいな笑顔を浮かべる。隣にいた明あか里りさんが少し怒った声を出した。

「勇希姉はうちの部の創設者なんです。先輩に手を借りるのは、どこの部だってやってますよ。この学校は普通科しかなくて、専門の先生もいない中で頑張ってるんですから」

「あ、そ、そうですよね。別に他意があった訳じゃないですよ。ごめんなさいね。じゃあ、部員の皆さんにも自己紹介をして頂きましょうか。優勝したら、放送されるかもしれないですよ」

　レポーターさんが慌てたように話題を変える。明里さんがかばってくれて嬉しかったけど、俺は質問の内容自体は気にしていなかった。実際、勇希姉の手助けや母さん達の機材がなかったら『キャシー』は作れてないと思う。何が欠けていても今の状態は生まれない。

　ちょっと紅潮した顔でインタビューを受ける康やす夫おにしてもそうだ。プログラムに関して俺とは比較にならない才能を持つあいつがいなかったら、ナノマシンを使って『キャシー』を動かすなんてアイデアを実現するのは無理だった。そもそも、明里さんがいなかったら俺は歩行器ロボットを作ろうなんてアイデアを思いつきもしなかっただろう。

　脳波コントロールがうまくいかなくて、未だに派手に転倒することも多い『キャシー』を、文句も言わずに毎日毎日動かしてくれる部長がいなければテスト歩行すらままならないんだ。増幅器を使っているとはいえ、人間の脳が帯びている電流は微弱だ。予選に出たときも脳波コントロールを使っていたけど基本的には補助的なもので、操作系はレバーやボタンといった通常のものと併用していた。今のバージョンにも手動操作は併用されているが、ナノマシンのコントロールは０ラブシステムを参考に手探りで作っている最中だし脳波コントロールしか受け付けないから、現状では出力が大幅に上がった代わりに扱いにくい歩行器になってしまっていた。

　今も明里さんは『キャシー』を身につけている。まっすぐ歩く程度なら殆ほとんど問題はなくなっていた。方向転換や、加速をすると加減が効かなかったりバランスを崩すことも多いけど。

「普段も、その歩行器ロボットを付けているんですか？」

「んー、まだ連続稼か働どう時間が短いんです。予選の時よりも高性能になった分、不安定になりやすいし短時間で電池切れになっちゃうんですよ。なので、私が歩けるのは部活の時だけですね。早く完成して、この足で街を歩けたらいいんですけど」

　よどみなく答えている明里さんの言うとおり、現在の『キャシー』最大の弱点は持続時間だった。まず人工筋肉の性能がナノマシン『ゼロ』のおかげで比較的に増強された代わりに、膨ぼう大だいな電力を食うようになったこと、そしてもう一つが『Ａｃｈｅｒｏｎアケロン』の存在だ。

　ロボット専用のネットワークを構成するこの機械は、タイトな設計の『キャシー』にはそれなりに負担ではあるけれど、汎はん用よう的な通信機器だけにそれほど電力を使うようなものじゃない。それこそ、新型の電子レンジにだって搭とう載さいされているようなものだ。にも拘かかわらず、よほど何かの相性が悪いのか大会委員会から貸たい与よされている『Ａｃｈｅｒｏｎ』を搭とう載さいすると、もの凄すごく安定性が下がる傾向があった。理由は現在のところ判らない。

　機械に相性はつきものなので、何か制御系の設定や『キャシー』の使っている人工頭脳との接続に問題が出ているんじゃないかと思う。なので今は『Ａｃｈｅｒｏｎ』を外した状態で『キャシー』を調整している。『ゼロ』のコントロールに成功したら、その次に取り組むつもりだ。

　技術的なインタビューに、そんな内容を包み隠さず話した。

「ナノマシンでのサポートというのは新しい試みですね。それは、本もと気きくんが考えたんですか？　さすが天才一家ですね」

「……いいえ、今回使っているナノマシン自体は親父と……久く遠おんさんのご両親の発明です。俺は使い方を考えだけなんです」

　噓をついても仕方ないのでそう言って遙はるかの方をちらりと見る。遙は驚いた顔をした。

「久遠さんのご両親も、ロボット工学を？　エリートの血筋ですね！」

　またも、ひっかかることをレポーターさんが発言する。全然悪気がなくて褒ほめているつもりなところが対応に困るところだ。遙も曖あい昧まいに微笑んでごまかした。

「……は、はい。まあ……私は、単なるマネージャーみたいなものですけど」

　ここで両親は既に他界しているなんて言ったら大変な事になると思ったんだろう。俺としては、０ラブシステムの事をおおっぴらに言わなければむしろ遙の両親がどれだけ凄い人だったかをみんなに知って欲しいくらいだ。レポーターさんは思い出したように俺の方を向く。

「大河原くんのお父様、大河原博士は今回の歩行ロボットについて何か……あっ」

　――気まずい沈黙が流れる。父さんの失しつ踪そうはみんなが知っていることだった。

「すとっぷ！　すとっぷしてください！　テレビのひとたちっ、その話はなしでってお願いしましたよねっ！」

　公きみ恵え先生が割って入ってくれた。美人のレポーターさんも慌てて謝ってくれる。

「ご、ごめんなさい。私、ついうっかり……」

「ちょっとちょっと、今のはまずいよ。ごめんね、大河原くん。お父さんの件は、僕たちも心配しているんだ。きっと、この番組が放送される頃には所在が判るって信じてるけど」

　ずっとロボコンを担当しているディレクターさんが取りなしてくれた。俺は苦笑して頷うなずいた。どっちかっていうと、俺が気楽に父さんの名前を出したせいだと思う。

　失踪した父さんを心配はしていても、それまでの生活でも離ればなれに暮らしていたので、どことなく実感がないのかもしれない。

「じゃあ、完成途中のロボットが動くところを撮影させて貰おうかな。大丈夫、大会が終わるまでは絶対に他校にも審査員にも見せないからね。先生、校庭をお借りしていいですか」

　気分を変えるように、公恵先生に確認すると、ディレクターさんは俺たちを撮影していたカメラロボットに合図をした。人型ではないもののスリムな三脚に照明やマイクが搭載されて自立移動する高価なロボットだった。このロボットたちとディレクターさんにレポーターさんだけでＴＶ番組が作れてしまうのも技術の進歩がなせる業わざだった。カメラロボットたちは指示に従って移動を始めようとした時――ビビュ……ン。不意に、カメラロボットが動作を止めた。不快な音を立てて停止する。レポーターさんとディレクターさんが不審そうな顔をする。

「なんだろう、今、変な音したよね。まさか、壊れちゃったのかな。まいったな……予備なんてもって来てないんだけど……あちちっ！」

　心配そうにロボットに触ったディレクターさんが悲鳴をあげた。

「大丈夫ですか!?　こ、これって……このロボット、まじくんっ、もの凄く熱いよ！」

　一番近くにいた公恵先生が、ディレクターさんを支えながらロボットを見る。

「離れてくださいっ！　たぶん、暴走してます！　これって……なんだ？　ロボットがこんな風になるなんて、聞いたことないよ。マジ！」

「判ってる！」

　康夫に促され、俺はカメラロボットの背面にある電源にドライバーをたたき込んだ。ひとまず、電力がなければ暴走は収まるはずだ。ドライバーだけで手際よく固定カバーを開けて、直接触れないように気をつけながらバッテリーを取り外す。レポーターさんが感かん嘆たんの声を上げた。

「凄い手て際ぎわ……撮影できなくて残念なくらいですね」

「ホントに。大河原くん、最近メキメキ腕を上げてるよね」

　のんきな明里さんの言葉は、俺の耳に届いていなかった。カメラロボットが……止まらない。

「噓だろ……」

　電源がないハズなのに、熱暴走が止まらないのだ。

「マジくん、これって……」

　遙が不安げな声をあげる。何が起こっているか判らない。ただ、ロボットは火を噴きそうに熱くなる。何が起こっているか判らず立ち尽くした俺たちの中で、最初に反応したのは思いもかけず慎しん太た郎ろうだった。応接室の外に飛び出して、消火器を持ってきたと思うとロボットに消火剤をぶちまけて叫ぶ。

「マジっ！　これって火事になるよな！　燃えちまうよなっ！」

　何故か、泣きそうな声だった。火事……母さんの家を燃やした謎の放火事件。

　ハッと、俺と遙は顔を見合わせる。まさか、これって。

「カムイ!?」

　俺と遙は同時に叫んでいた。




　屋上で向かい合ったラブとカムイは、風にそよぐ長い髪以外にはそれほど似ていなかった。

　もう一つの共通点は、周囲に輝く燐りん光こうだった。

　０ラブシステムに操られたナノマシン『ゼロ』が二人の周りを包んでいる。

　その輝きがぶつかり合い、二人の間には信じられないほどのエネルギーが溢あふれていた。

　ナノマシンが処理しきれず放出したエネルギーが、周囲の電子機器に影響を与えるほどだ。

　特に高度で繊細なロボットにとっては、予想外のエネルギーを処理しきれず暴走の原因になる。カメラロボットを焼き切るほどのエネルギー波の中で、二体のロボットは見つめ合った。

「ずいぶん『ゼロ』のコントロールに慣れたみたいね。意外だった」

「……マスターたちと練習したのです」

「みんな、びっくりしたでしょうね。人間の心を再現するために作られたロボットなのに、こんな破壊のためにしか使えない力を持っているなんて」

　カムイは、手に持った光の剣を悲しそうな瞳で見つめた。

「プロトⅡ、あなたもおかしいと思わなかったの？　人間は、こんなもの使えないでしょう？　私たちが危険な存在であることが判るんじゃないかしら」

「……マスターは、ラブが危険じゃないといいました。０システムが危険なシステムでないことを証明してくださると。この力は、きっといいことのためにあるのです。ラブは、マスターの言葉を信じます」

　ラブも、手のひらに光を集中する。

「私を倒すためにその輝きを生みながら、今の発言は説得力に欠けるわ。プロトⅡ」

「神楽かぐらさん、いいえ、カムイお姉さん、お願いがあります」

　女神のような輝きをまとって、ラブはまっすぐにカムイを睨にらむ。

「後ご生しようの願いなんて、ロボットにはないわよ。プロトⅡ」

　カムイは、ぐっと剣を構えて腰を落とす。ラブは両手を前に突き出す。

「一つ目、ラブをプロトⅡって呼ばないでください。私には、マスターが付けてくださったラブという名前があります」

　ラブの手の中で光が唸うなり長い棒状の塊かたまりを生み出す。中国拳法で使われる棍こんのような形だった。

「二つ目、ラブを壊しても、マスターたちに危害を加えないでください」

「……ふっ！」

　黒髪の美しい人造少女は、それに答えず大地を蹴けった。

　残像を残して瞬時に間合いを詰め、ラブの脇腹を切り上げる。

「きゃあっ！」

　ラブは、手に持った棍でカムイの剣を弾く。しかし、勢いは殺せず後ろにはじけ飛んだ。

　何とか倒れることなく、ラブは体勢を立て直し、ひるむことなく、カムイを睨む。

「……三つ目、もしラブがカムイさんを止められたら……ラブの質問に答えてください。聞きたい事がたくさんあります。この三つを守ってくれるなら、ラブは、カムイさんに壊されても文句はいいません。お願いします」

　油断なく光の剣を構えるカムイはにこりともしない。

「……市販品ベースのあなたが、０ラブシステム専用機として開発された私と戦って勝つつもりなの？　無茶にも程があるわ。苦しみを長引かせるだけよ。もう時間がないの。私は、すべての０システムを破壊する。そのためなら手段は問わない。約束は出来ないわ」

　カムイは、以前と全く違う雰ふん囲い気きをまとっている。

「それに、壊れる貴方あなたに何を約束しても、どうせ貴方には確認できない。素直に結果を受け入れて頂ちよう戴だい。何度もいうけれど心配しないで。遠くない未来に、私も後を追うわ」

「……それは出来ません。ラブは……マスターたちをこれ以上、困らせたくないのです」

　ラブは、手から生み出した棍を構え直す。

「カムイさんを止めます。その上で、全部教えて貰います。０システムがなんなのか……」

「知らない方が……あなたのためよ。そのために、あなたの記憶は封印されているんでしょう？」

「え……きゃああっ！」

　驚いた顔をしたラブが反応する前に、カムイは左手に光の短剣を幾本も生成していた。

　高速で打ち出される短剣。ラブは身体の正面に来た数本を打ち落とすのが精一杯だった。

「くっ……」

　ラブのロボットスーツに何カ所も破れ目が生まれていた。一本も刺さらずに済んだのは幸運と言える。ラブが瞬間的に行った軌道計算によれば、本来ならすべて急所に当たっていた。

　カムイは、本気だ。ラブは、怖おじけそうになる自分を抑えてカムイを睨んだ。

「良く避けたわね。以前の貴方なら今ので壊れることが出来たでしょうに」

「ラブは、そんなに簡単に壊れる訳にはいかないのです。カムイさんに聞かなければいけないことがたくさんあるのですから」

「だから、聞いたところで壊れたら誰にも伝えられないでしょう？」

　肩をすくめて見せたカムイに向かって、ラブは走り出した。

「えええーいっ！」

「……素しろ人うとね」

　棍を片手に摑つかみかかったラブをカムイはあっさりと躱かわし、背中を蹴けり飛ばした。

「きゃああああっ！」

「やめなさい。そうやって自分が他者に危害を加えられる存在だと証明するのは。０ラブシステムの危険性に、貴方も気づいてるんじゃないの？」

「……ラブは、カムイお姉さんを壊すつもりはないですから」

　そういって、ラブは立ち上がる。無傷のカムイに対して、ラブはもう傷だらけだ。

「この状況でよく言うわね」

「……ラブは、マスターたちを見ていて一つ、気づいたことがあるのです」

「なに？」

「喧けん嘩かをしても、仲直りすれば……大丈夫なのです。ラブは、カムイお姉さんと喧嘩をしています。ラブは、喧嘩は好きではありません。でも……今は、仕方ないと思うのです」

　棍を杖つえのようにして立ち上がると、ラブはカムイと向き合う。

「少なくとも……マスターたちがいない今なら、カムイさんをラブが止めることが出来ても、出来なくても、マスターを巻き込まなくてすみます。今、決着を付けたいのです」

　血を吐くような言葉に、カムイは少しだけ憐れん憫びんを浮かべる。

「そういうこと。あなたは本気くんの負担にならないよう、ひとりで終わらせたかったのね。そういうところは……なんだか、私に似ているかもしれないわ」

「姉妹ですから、そうなのかもしれないです。ラブは、マスターのところに来てから迷惑ばかりかけているのです。ラブがいることで、マスターが困るのはもうみたくないのです」

「……バカな子。何も判っていないのね」

　悲しそうに妹を見ながら、カムイは……手に持つ剣の輝きを大きくする。

「だけど迷いは消えたわ。ラブ、貴方を壊します。二つ目の願いも約束してあげる。貴方の大切な人たちを傷つけないようにするわ。このあと起こるであろう出来事からも、貴方の代わりに私が守りましょう。約束するわ。だから……」

　光の剣はどんどん大きくなる。どうやってもラブには不可能な量の『ゼロ』が集中する。

　今まで、カムイは全然本気じゃなかったことを、ラブは痛感した。

　自らの作り出した大剣の照り返しに顔を青白く染め、カムイは決意の表情になる。

「私だって、貴方と学校に通った短い間は楽しかった。だけど、私は……貴方が私みたいに絶望するのは見たくない。誰かを傷つける方が、誰かに傷つけられるよりも辛つらいこともある。そんなこと……ラブには判って欲しくない」

「カムイさん……」

　空間を圧する『ゼロ』の密度とカムイの気迫に、ラブは為す術すべなく立ち尽くす。

「さよなら、ラブ。怨うらんで頂ちよう戴だい！」

　空を切り裂く大剣の唸うなりが、輝きがラブを襲う。あまりにも実力が違いすぎた。ラブは思わず目をつむる。『ゼロ』を使えるようになって、何とかなると思ったのは間違いだったかもしれない。それでも、この場でラブが壊れれば本気たちは巻き込まずにすむ。それは救いかもしれない。圧倒的な光の渦うず。絶望の音が聞こえた。
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　俺たちは応接室を飛び出した。ラブが危ない！

　気づいた明里さんたちが追いかけてくるが、振り返る余裕はない。ラブがどこにいるか判らないのだ。まだ部室にいるのか、それとも言ったとおり家に戻っているのか。

　学校と家が近すぎて、どちらが正解か判らなかった。俺は遙に叫ぶ。

「遙！　危ないからみんなと一緒にいてくれ！　ラブは俺が絶対助けるから！」

「えっ……で、でも。ラブがカムイに見つかったかもしれないんだよ！」

「判ってる！　だから、遙は安全な場所にいてくれ！」

　ラブの居場所は、アラシに搭載したセンサーを調べれば分かるはずだ。

「マジくんの、そういうところ嫌いっ！」

　突然のだめ出し。遙に嫌いなんて言われたのは、記憶の限り初めてかもしれない。

　遙は、走りながら俺を睨んだ。

「はあっ、はあっ、遙だって、ラブを護まもるって決めてるんだからっ！」

　苦しそうな息遣いで、それでも遙は走る。

「カムイはっ、人間を傷つけたくないんでしょっ！　だったら、あたしにだって止められるかもしれないじゃないっ！」

「だけど、親父をさらったかもしれないんだぞ！　人間にだって手加減しないかも！　危ないからっ！」

「マジくんのバカッ！」

　遙は、いきなり俺の手をつかんで立ち止まる。

「もしそうだったらっ、マジくんが行っても同じじゃないっ！」

「遙……」

　赤毛の美少女が燃えるような瞳で俺を睨む。

「マジくんっ、ひとりでやろうとしないで！　自分だけでやろうって思ってる間は……たぶん、自分一人分の力も出ないんだよ！　遙は……ひとりじゃないって思ったから、一人暮らしをすることにしたんだからっ！」

　そういうと、いきなり遙は俺に抱きついた。

「ずっと一緒にいたいから、マジくんに頼るだけじゃだめだって気づけたんだよ。だって、頼って欲しいもん。マジくんに必要とされたい。マジくんに相談して欲しい。マジくんが危ない目に遭あうなら一緒に危ない目に遭いたいの！　守りたいの！　守られるだけなのは嫌！」

　がん、と頭を殴なぐられたような気がした。遙は、そんな風に思ってたのか。

「どうして、マジくんも勇希さんも、おじさまもおばさまも、ラブまで……遙を仲間はずれにするの？　遙は、マジくんの……みんなの家族じゃないの？」

　固く俺を抱きしめながら、そうささやく遙。泣いているのかと思ったら、そうじゃない。むしろその瞳は強い光を湛たたえ、優等生モードでも甘えん坊モードでもない表情をしている。

「遙はね、ずっとマジくんに感謝してるよ。マジくんがいなかったら、遙はひとりぼっちだった。でもね、遙を引き取ってくれたおじさまやおばさまにも感謝してるんだ。だって、遙は行くところもなかったんだよ。いつだって遙を大切にしてくれてた」

　遙の告白に、俺は頭を叩かれているみたいだった。

「ハルカちゃん３原則がなかったら……遙はとっても辛つらかったと思う。だけど、マジくんがおじさまやおばさまと仲良く出来ないのは……遙、ずっと残念だったよ。おじさまとおばさまが別々に住むって決めた時も悲しかった。遙が一人暮らしをしたら止められるかもって思ったりもしたよ。マジくんが残ってくれて嬉しかったけど、それもおばさまに申し訳なかった……」

　胸が苦しくなる。遙は俺よりずっとずっと色んなことを考えていたんだな。

　いつも一緒に過ごしてきたのに、遙はずっと大人になっていたみたいだ。

「最初からそう思ってたことばかりじゃないけど、ラブが来てくれて……ロボロボ部のみんなが一緒にいてくれて、マジくんがロボットをもう一度作り始めて……自分の気持ちがどんどん分かってきたの。言葉にならないことって、たくさんあるんだね」

　遙は俺を離さず深呼吸する。

「遙は、ロボットになりたかったの。マジくんのロボットに。マジくんの、一番大切なものに。つまり……マジくんも、ロボットが大好きだって知ってたんだよ。それを止めちゃってた自分が悔しかった。だから、マジくんにも自由になって欲しかった」

　ハルカちゃん３原則を封印したのは……そういうことだったのか。俺は、ハルカちゃん３原則が嫌だなんて全然思ってなかったのに。遙はたくさん考えてくれてたんだ。

　俺がロボットに関わることを許してくれただけじゃなく……

「俺こそ、ごめんな……遙に、色々負担をかけちゃったみたいだ」

「もうっ、遙はマジくんを責めてるんじゃないのっ！」

　怒った声を出して、遙は俺の身体を離してにらみつける。

「遙は、何でも一緒にやりたいの！　人間の家族になれるようなロボットを作るのが、おじさまとおばさまの夢だったんでしょう？　遙は、みんなの家族になりたかったの！　ずっとずっと、マジくんの本当の家族になりたかったんだからっ！　もっと頼ってよっ！」

「……遙」

　今更、本当の家族もないものだ。俺にとっては、ずっと両親より近い妹みたいなものだった。

「ごめん……俺……もっと遙に相談すればよかった。いつも妹みたいに思ってたから……俺が、世話してやらなきゃいけないって。これからは……」

「……もう……どうしてここまで言ってるのに……妹なの？　マジくん……」

　遙が口を尖らせる。あれ？　俺、また何か間違ったかな……

　俺が慌てて取り繕つくろおうとした時……校舎を揺るがす爆音と振動に俺たちはぐらついた。

「きゃあっ！」

「遙っ！　これって……やっぱりラブとカムイかっ！」

　廊ろう下かの窓越しに、『ゼロ』が放つオーロラのような燐りん光こうが広がっているのが見えた。

　信じられない規模だ。カムイとラブがどこかで戦っている。

「マジ！　カムイはどこだっ！」

　慎太郎たちが追いついてくる。『キャシー』に乗った明里さんと康夫も一緒だ。

「大河原くんっ！　この光、ラブちゃんだよね！」

「二人はどこにいるの！」

「まだ判らないんだ！　ガレージに戻れば……」

　答えは意外なところからもたらされた。

「あ――っ、ラブちゃんっ！　何してるのぉおおっ！」

　校庭でカメラを構えた宮みや武たけだった。その視線の先に、ラブはいる。

　俺たちも校舎から飛び出す。見上げれば、魔法のように空を飛ぶカムイの姿があった。ラブは、屋上の端に追い詰められている。

「ラブッ！」

　俺の叫びは聞こえないようだ。絶体絶命だった。今にも、ラブは校舎からたたき落とされそうだった。迷っている時間はない。俺は、仲間達を振り返った。

「……遙、みんな。俺に、力を貸してくれ」

　少しだけ、時間が必要だった。ラブがひとりでカムイと会おうしていると気づいた時から、俺が漠ばく然ぜんと準備していたものがある。そのためには、二つの要素が必要だった。

　本当なら用意が調ととのってからラブに説明するつもりだったけど……仕方ない。

　手早く作戦を説明する。仲間達は迷わず頷うなずいてくれた。本当なら、一番危ないところを自分でやりたい。だけど、俺は俺にしか出来ない事をしなければならないのた。

「危険と無理は承知です。お願いできますか？」

「バッチリ、任せなさいって！　大河原くんの作った『キャシー』を信じなさい！」

　明里さんが大きな胸を叩いて微ほほ笑えむ。

「私は、会長と一緒に行きます。この中で一番軽いの、私だし！」

　遙も頷うなずく。康夫は、俺と一緒に来て貰もらわなきゃならない。慎太郎は、きょろきょろと俺たちの顔を見て、屋上を飛び回るカムイを見て、ぐっと詰まる。

「オレは……オレは……独自行動させて貰う！　考えがあるんだ！」

　慎太郎はそういうと校舎に駆け込んでいく。理由は判らなかったけど、構っている時間はない。俺たちは、速やかに行動に移ったのだった。




　屋上には、信じられないような亀き裂れつが走っていた。

「ラブ、そろそろ諦めたらどう？」

「イヤです！　ラブはカムイさんを止めたいのです！」

「私の攻撃を避けることは出来ても、私を捕らえることは出来ない」

　カムイが繰り出した巨大な剣を避けることが出来たのは、アラシのおかげだった。

　身を挺ていしてカムイにしがみついたアラシは、吹き飛ばされる代わりにラブを直撃から守ることに成功した。しかし、その後は良くなかった。ラブが打ち込む棍こんを躱かわすと、カムイは羽のようにナノマシンを生成し、空に舞い上がったのだ。

「でもカムイさんが空を飛べるなんて……こんなの予想外過ぎです」

「『ゼロ』の使い方を学んでいたとはいえ、ここまでは無理だったようね」

　カムイは、悠ゆう然ぜんと滑空した。そして、両手に生み出した短刀を投げる。

「ひゃわわわっ！」

　ラブが、コミカルな動きで何とか避ける。先ほどからこの繰り返しだ。カムイ自身も少し焦じれているようだった。

「いい加減に諦めたらどうなの？　空を飛んでいる私に貴方の攻撃は届かない。私の見たところ、貴方は私に比べて保有している『ゼロ』がかなり少ないじゃないかしら。節約してるの？」

　油断はしない、というように空から短剣を投げてくるカムイ。ラブが躱かわせているのは、ナノマシンで人工筋肉を増強し、ナノマシンを結界のように使って身体に届く一瞬前に反応しているからだ。それでも、時間の経過と共に傷だらけになっていくのは避けられない。

　片手にアラシをかばいながら、ラブはカムイを睨む。

「……カムイさんこそ、そんなところから狙っててもラブは壊せないですよ！」

　挑発するような言葉。カムイは意外そうに笑う。

「そんなことを言っても無駄よ。私は挑発には乗らない」

「そうですかっ！」

　叫ぶと、ラブはカムイに向かって大きくジャンプする。空中で二度三度と弾けるように飛ぶ。

「なっ！」

　予想を超える跳躍にカムイは驚きよう愕がくした。空中にラブの足跡に従って光跡が残った。

「飛ぶのは無理ですけど、これならっ！」

　ラブはナノマシンで踏み台をつくったのだ。カムイに手が届く瞬間。

「……やっぱりラブ、貴方はドジっ娘のままね」

　カムイは、ふわりと避けた。カムイは空中で自在に動けるのだ。

「まだっ！」

　ラブは左手にナノマシンを集めて小さな壁を作る。それを押し出すようにして角度を変えた。

「ラブはっ、あなたを止めます！　そして、質問に答えてもらうのですっ！」

　遂ついに、ラブの手がカムイを捕らえる。

「捕まえました！」

「それで？」

　カムイは、羽を消してくるりと回転した。がくんっ、とラブの手に重さがかかる。

「ああっ！」

「この程度で壊れてくれたら簡単なんだけど」

　黒髪の人工少女は、手首をつかんでラブを屋上に投げ落とす。

「きゃあああっ！」

　轟ごう音おんがして、コンクリートが弾ける程の衝撃が起こる。一拍遅れて、カムイが羽のように着地した。ぐらり、と体勢を崩しながらもラブは再び立ち上がる。

「ラブは……カムイさんを止めるのです……質問に答えて貰うのです」

「……聞いたところで不幸にしかならないのに？」

　カムイは悲しそうにすら見える顔で再び剣を作る。

　ラブの周囲にある輝きは、確実にその量を減らしていた。ラブのエネルギーが減っているのか、ラブが持っていた『ゼロ』が減少しているのかは判らないが、確実に戦況は傾きつつあった。これが戦闘と言えれば、だが。力の差はあまりにも明確に見えた。

「さあ、終わりにしましょう。約束は、守ってあげる」

　カムイは言い終わる前に動いていた。光の線がカムイに向かって伸びる。

　刹せつ那な。どこからか、叫び声が聞こえた。カムイの動きが止まる。

「ぶ―――すと、お―――ん！」

「なに!?」

　陽光を浴びながら飛び込んできた影が二人の間を遮さえぎった。

「待ちなさーいっ！　カムイっ！　うちの部員に手は出させないわよ！」

　長い髪と大きな胸を揺らして、ひとりの少女がカムイの前に立ちはだかっていた。

　その背中に負ぶさっていた少女が、飛び降りてラブに駆け寄る。

「ラブっ！　大丈夫!?」

「遙……さん？」

　擦り傷だらけの顔で、ラブは驚きを隠せない。遙は彼女を抱き起こし、ホッとしたように微笑んだ。そして遙の腕に、アラシが駆け寄ってくる。遙はアラシを抱き上げた。

「どうして……屋上の扉は、鍵かぎがかかっていたはずなのです」

「……『キャシー』の力よ。ナノマシンを限界まで詰めて、隣の校舎からジャンプしたの。明里さんは絶対大丈夫だっていうけど……寿じゆ命みようが縮んだわ」

「ふっふっふ、大河原くんが作ったものが、遙ちゃんと私を乗せて壊れる訳がないにゃ～」

　油断なくカムイの方を向いたまま、明里さんが不敵に笑った。

「適当なこと、言わないでください」

　アラシを抱いた遙は、明里と共にラブをかばうように立つ。

「……いつかと同じ展開かしら。だけど、今回は手加減する時間がないの。久遠さん、永なが野のさん、こういうことはいいたくないんだけど……死にたくなかったら、そこをどいて」

「あははっ、それって、冗談じゃないんだよね」

　明里さんは、ごくりとつばを飲み込む。カムイは、光の剣をゆっくりと下げる。その剣先が、コンクリートと接触してバターのようにたやすく切り裂くのがはっきり判った。

「０ラブシステムは危険なの。ラブの力を見たら、それは判るはず。私はすべての０システムを破壊し、それから自分も壊すと約束してるの。だから、そのためなら手段は問わないわ」

「……だから、おばさまの家を燃やしたの？　プロトⅢはどうしたの!?　もう壊してしまったの!?　貴方の妹なんでしょ！」

　ツインテールの美少女が、責めるように叫ぶ。カムイは奇妙な表情をした。

「多少、誤解があるようね。でも、別に構わないわ。知っていても知らなくても、起こる現象は同じ。毒だと知って飲んでも、知らずに飲んでも命を落とすことに違いはない……。退きなさい。私は、０システムを止めるわ」

「……そんなの、絶対に許さないんだから。０システムはね、私の両親が作ったんだって。そしてマジくんのご両親があなたたちを作ったの。私は……それが悪いものだなんて思えない」

「こうして、貴方の命を狙っていても？」

　カムイは、悲しげに遙に剣を向けた。遙は、緊張した顔に汗を流す。

「きっと、何か理由があるんでしょう？　神楽さん、カムイ、話してみて。みんなで一緒に考えようよ。話してくれたら……」

「話したら、傷つく人がいるのよ……遙さん」

　黒髪のロボットは、表情を消した。覚悟を決めたというように。

　カムイは、光の剣を頭上にかざした。

「ラブ、大切な人を守りたいのなら、その二人から離れなさい。もろともに、切るわよ」

　光の剣がまたも質量を増していく。天を衝つくような大きさの剣から沸き立つエネルギーの本流は風を巻いて雲を蹴け散ちらしていく。

「明里さんっ、遙さんっ、どいてください！　ラブは大丈夫ですっ！」

「そんな訳ないでしょーっ！　ラブ、摑つかまって！　『キャシー』で逃げるよっ！」

「そうだよ、ラブっ、まずは逃げましょう！」

「でも、カムイさんは飛べるんですっ！　追いかけられたら遙さんたちまでっ！　ラブは、自分で何とかしますからっ！」

　必死の訴えに、遙は苦にが虫むしをかみつぶしたような顔をする。

「……なんでこんなに、作った人に似るんだろ。ラブ、それじゃマジくんと同じだよ」

「え……？」

　遙は、恐怖に耐える表情でラブに背を向けた。

「……ラブも、私が守ってあげる。だって、家族だもんね。私の、家族」

　そういうと、遙はアラシの頭を撫なでた。

「言うことを聞いてくれないのね……残念よ。遙さん。傷つけたくなかった」

「じゃあ、やめてくれたらいいんじゃない？　話し合おうよ」

　遙は、更に一歩踏み出した。

「カムイ、あなたが何を抱えているのか私たちは知らない。でも……どんな理由でも、ラブを傷つけるのは……私が、許さないからっ！」

「……ごめんなさいね。命を奪うことはないようにするからっ！」

　意を決するように、カムイは光の剣を振り下ろす。

「アラシっ、お願いっ！」

　遙が叫んだ瞬間、アラシの目に光が宿る。腕の中から飛び出したアラシが光の剣に触れた瞬間、剣は霧のように消えていく。

「えっ……こ、これは……」

「は、遙さん、これって……どうしたんですか？」

「マジくんはね、気づいてたんだよ。ラブが、ひとりでカムイと戦おうとしてるって。それで、色々準備してたんだって。あと少し間に合わなかったみたいだけど」

「マスター……そんな、ラブ、全然気づかなかったです」

「ほんっと、マジくんもラブも、勇希さんもおばさまも、おじさまもみーんな意地っ張り！　大事なこと、全然話さないんだからっ……まあ、私も人のことは言えないけど」

「ラブっ、摑まって。もう一回『キャシー』で飛ぶよ！」

「えっ、ええっ、どこにですか!?　それに、ラブは自分で飛べますっ！」

「それじゃダメなのっ！　急いでっ！　今しかないんだからっ！」

　有無を言わさず、ラブを明里の身体からだに摑まらせ、遙もしっかりと『キャシー』を摑む。

　しかし、その時には予想以上の早さでカムイは剣を再生していた。

「驚いた。でも、この仕掛けは一度しか通じないわ」

　カムイが飛ひ翔しようする。三人の命を刈る死神のように。

「人間とくっついたら、私が斬れないと思ったら大間違いよ。ラブ、貴方の存在が大切な人を傷つけようとしているのに、どうして判らないの！　離れなさい！　道連れにしたいの!?」

　その言葉は、ラブの胸を射い貫ぬいた。じわり、とラブの手から力が抜ける。

「……ラブちゃんっ、摑まって！　飛べないっ！」

「……遙さんっ、明里さんっ、ごめんなさいっ」

　ラブが、耐えきれなくなったように『キャシー』を離した。

「それでいいのよっ！　さようならラブっ！　きっと貴方は天国に行けるわ！」

　剣は、無情にもラブに振り下ろされる。

「だめっ、ラブっ!!」

　遙が、剣より先にラブの身体の上に身を投げ出した。

「「遙さんっ！」」

　ラブとカムイの悲鳴が、屋上に響き渡る。絶望的な叫びだった。

　遙は、覚悟を決めた。家族を護まもる。そう決めたのだから。本気に、心の中で謝る。

　だけど絶対に、ラブを壊させたくなかった。せっかく出来た、遙の妹。遙の家族なのだから。

　ロボットだとか、人間だとか、そんなことは関係ない。ただ、大切なのだ。

　自分よりも大切なものがあることが、こんなに幸せだなんて、遙は知らなかった。




　本気は、ガレージに駆け込むと用意していたアラシの遠隔システムのスイッチをいれた。

　準備していた計画は、康夫にも話してある。

「マジっ、だけどカムイがこの敷地に来ないとどうにもならないだろ！」

「判ってる。もともと、そこが解決しないからみんなに話してなかったんだ！」

　オレは、ラブがひとりでカムイと対決しようとしていると判ってから、最初はそれを止めようと思った。だけど、考えてみたらそれはおかしいんだ。ずっと隠れている訳にはいかないし、たとえラブを封印して時間を稼いだとしても、それは俺たちとラブが永遠に離ればなれになるのと同じだ。いつかは、カムイと対たい峙じしなければならないんだ。

　０ラブシステムを狙う理由、父さんのこと、放火のこと。全部が、カムイにつながっている。

　父さんがどこにいるかを知っているのは、カムイだけかもしれない。そのことはずっと頭の端にあった。それでも、ラブまで失うような事はできない。

『キャシー』のために『ゼロ』を調べているうちに、ナノマシンについて色んなことが判ってきていた。一度、新しく生成したナノマシンと一緒に、崩壊済みのナノマシンを起動させたら、両方のナノマシンが機能停止してしまった。これはナノマシンが複雑な命令を受けられないことが原因だと思う。先に作られたナノマシンが受けていた命令と、前に受けていた命令を同時に指示されて機能停止したのだ。これは使えると思った。カムイ自身が、爆発するように指示したナノマシンの残ざん骸がいが大量に残されていたから。

　だけど、新しい指示を受けてしまえば同じ事だし、新しく生成するナノマシン集合体に前の指示を無視するように命令されてしまえば一回きりで終わりなのは判っていた。

　その次の手……それが問題だった。一度だけ０ラブシステムを無効化出来ても次の手がない。

　０システムは人間の心を再現したシステムだ。ネットワークにつながらないのも特徴だ。

　カムイは独自に『ゼロ』を利用したネットワークを作っているみたいだけど、それも代だい替たい的なものであって、世界をつなぐ『Ａｃｈｅｒｏｎ』のようなシステムじゃない。

　弱点があるとしたらそこだと思う。そして、カムイの力はラブと同じだ。

　以前、ラブが起こしたトラブルは、きっと同じように起こる。

　俺は、危険な賭かけを思いついていた。状況はいくつも幸運が必要だ。

　だけどチャンスはある。一つは、カムイが人間を殺したいと望んでいないこと。

　もう一つは……俺たちは、カムイと違ってひとりじゃない。俺たちが力を合わせれば、不可能も可能になるはずだ。ロボコンで、俺たちはそれを証明したと思う。

　俺たち人間は、ネットワークでつながってはいないけれど、心で繫つながっている。

　遙が、みんなが、それに気づかせてくれた。仲間を信じれば、きっと出来る。

「とにかく、アラシがナノマシンを無効化したら、その時が唯一のチャンスだ。その時に、明里さんが屋上から飛び出してくれれば……」

　俺たちは固かた唾ずを呑のんで、アラシのシステムをモニターする。

　遂ついにアラートマークがでた――消失、確認。

「康夫っ、スタンバイしてくれっ！　合図したら起動！」

「うんっ！」

　返事を聞くのもそこそこに、アラシについてる追尾システムと、庭に備え付けた『キャシー』訓練用の設備を片かたっ端ぱしから起動させる。

「明里さん、まだっ!?」

　焦ったように、康夫が叫ぶ。俺は、じりじりしながらモニターを睨む。

　ナノマシン消失のマークが、モニターから消えていく。なのに……三人の反応は屋上にいるままだ。再び、ナノマシンの反応が増えていく――

「マジ……」

「遙っ、ラブッ、明里さんっ！」

　俺は、モニターを殴なぐりつけると庭に飛び出した。作戦は、失敗だ。

　どうしてか判らないけど、カムイの手を逃れることが出来なかったんだ。

　大切な人たちを、俺は危険にさらしてしまった。カムイが、人間を傷つけないって信じた俺は、間違ってたんだろうか。父さんも、もうカムイの手で……俺は絶望で膝から崩れ落ちそうな気持ちで……ただ、学校の屋上を見つめたのだった。




　――それは、奇跡だったのかもしれない。

　ラブは、恐る恐る目を開けた。ラブは、カムイの剣を受けて壊れたとしても、遙たちが危険な目に遭あうよりはいいと思って……助けに来てくれた手を離してしまった。

　だけど……そのせいで遙が……遙がカムイの剣に……身を投げ出して……

「……ラブ？」

　心臓が跳ね上がる。ラブの身体に覆おおい被かぶさるように、遙は笑顔だった。

「遙さん……」

「ラブ、大丈夫？　これって……ラブが守ってくれたの？」

「え……？」

　ラブが顔をあげると、ラブと遙、そして明里の周りには、ナノマシンが波打つ光の膜となってたゆたっていた。

「ち、違います。ラブのナノマシンじゃありません……」

「じゃあ、カムイが……止めてくれたのかしら」

　しかし、未だに剣を持って立ち尽くすカムイの姿は、とてもそうは見えなかった。

「……『ゼロ』の……コントロールが……効かないっ。どうして……？」

　カムイの呟つぶやきを、ラブは聞き逃さなかった。

「カムイの『ゼロ』が……暴走しているみたいです。ラブの時みたいに……」

「それって、オーバーロードってこと？　ラブが止まっちゃったみたいに」

「ラブほどひどくはないかもしれないですが……このナノマシンは、ラブでも、カムイでもない……エネルギーを感じます……なんだか……懐かしい……」

　光の膜は、溶けるように消えた。明里がいち早く立ち直る。

「とにかくっ、何が何だか判らないけどチャンスだよっ！　二人とも摑まって！　あたしの力じゃ、二人を捕まえてジャンプなんて出来ないよっ！」

　両手を伸ばす明里に遙もラブも摑まる。迷っている時間はなかった。

「どうするんですか？」

「『キャシー』にはね、ありったけの『ゼロ』を積んできたの。一回だけなら、大河原くんの家の庭まで飛べるはず。後は……大河原くんが何とかしてくれるんだって」

「マスターが……」

「マジくんも、ラブの事を守るために準備してたんだよ。ラブ、帰ろう？　私たちの家に」

　遙は固くラブと明里を抱きしめる。今度こそ、ラブも頷いた。

「はいですっ！　明里さん、ラブも、残ってる『ゼロ』を全部使ってサポートするです！」

　明里は頷いて、手元のレバーを最大まで引き上げる。

「よーしっ、いくよっ！」

『キャシー』の動力が唸うなりを上げ、普段は見えないナノマシンが作る光の軌道がフレームから浮かび上がった。だが、カムイも我に返った。

「いかせないっ！　私は、０ラブシステムをすべて破壊すると誓ったんだからっ！」

　カムイの剣が三人を捕らえようとした刹せつ那な、『キャシー』の身体は宙を舞った。

「逃がしはしないっ！」

　燐りん光こうをまとって、カムイは瞬時に羽根を生み出そうとする。

　同時に、屋上に続くたった一つの扉が激しい音を立てて開く。

「うおおおおおっ！　ご主人、さま―――――っ！」

　飛び出して来たのは、慎太郎だった。

「ああーっ、か、川かわ森もりくんっ、あぶないですよ――っ！」

　屋上の鍵を持った公恵先生が慌てて止めようとするが間に合わない。

　慎太郎は、まったく迷うことなくカムイに向かって走った。

「あなたっ……川森っ……」

「カムイっ、会いたかった！　オレ、どうしてもお前に聞きたい事があるんだっ！」

「バッ、バカッ、危ないっ！　寄らないでっ！」

『キャシー』を追って上昇を始めていたカムイに、慎太郎は体当たり同然にしがみつく。

「ちょっ、あなたっ、何考えてるのっ！　死ぬわよっ！」

「別にいいっ！　このままカムイに会えなくなるんだったら、死んでも大して変わらん！」

　慎太郎に言い切られて、カムイは絶句する。

「何言ってるの！　離しなさいっ！　このっ！」

　すでに浮かんでいた身体に慎太郎の身体が負荷になって安定しない。カムイは必死でナノマシンを生成し、バランスを取ろうとする。

「ラブが逃げてしまうっ！　もうっ、知らないわよっ！」

　慎太郎が摑まっているのも構わず、カムイは屋上から飛び出した。ラブを追う彼女の眼前で、『キャシー』が大きな放物線を描いて大河原家に向かって落ちていくのが見えていた。

　カムイは、迷わずその着地点めがけ滑空をするのだった。




　屋上の遙か上空で、『キャシー』に摑まった三人は真っ青になっていた。

「お、お姉ちゃんっ、これ、大丈夫なのっっっ！」

「わ、わかんないっ！　高くジャンプしすぎたかもっ！」

　全開でナノマシンを使うのは、着地の時であってジャンプの時ではなかったはずだ。

　本気からはそう指示を受けていた。そうはいってもカムイの剣を躱かわすだけで精一杯だったのだ。明里を責めても仕方ない。

「き、危険ですっ！　重力加速度とキャシーのフレームを計算すると、着地の衝撃に耐えられません！　ラブは、ここで飛び降りますっ！　ラブなら大丈夫です。壊れるだけですから！」

「バカなこと言わないでっ！　ラブッ、ラブのナノマシンで羽根を出したり出来ないの!?」

「や、やってみますっ！」

　ラブは、必死にナノマシンをかき集めて羽根を作ろうとする。しかし、なかなか上う手まくはいかなかった。さすがの明里も悲鳴をあげる。

「こ、これ――どうしよっ、本気く――――んっ！」

　明里の悲鳴が聞こえたように、ガレージの庭に一気にマットが展開された。

「へっ、あ、あれは……」

「マスタ―――っ！」

　三人の視界には、半泣きで自分たちを見上げてる本気の姿が映る。

　それだけで安心して泣きそうだった。しかし、それでも速度が速すぎる気がする。

「ダメですっ、激突しますっ！　マットでは速度相そう殺さいできませんっ！」

　もう飛び降りても間に合わない。ラブは、何とか二人を助けるべくありったけの『ゼロ』を二人の周りに集める。自分が壊れても、二人だけは守るつもりだった。その時、声が聞こえた。

「遙―――っ！」

　本気の叫びだった。

「マジく―――んっ！」

　遙も答える。何故か、ラブは時が止まったように感じた。




　――遙。遙。私の大事な、遙。

　夢で見た記憶。爆発、絶望、衝撃。そこから遡さかのぼる思い出。

　腕の中にある、温もり。親友の子どもとの初対面。

　泣き止まぬ子を抱いて微笑む大切な人。

　ラブの、プロトシリーズに込められた願い――

　今までで一番強烈なフラッシュバック。そして、強い思い。

　抱きしめた遙から、感じたこともないほど大きなエネルギーがラブに流れ込む。

　地上で、まるで落ちてくる三人を抱き留めようとしてるかのような本気からも。

　ラブの０ラブシステムだけでは、絶対に出ない力が生まれていた。




「遙――！　明里さんっ！　ラブ――っ！」

　俺は必死で叫んだ。手元のシステムコントローラーを操作して、キャシー訓練用のマットを着陸点に集める。出来る事はそれだけなのか？

　もともと三人での着地は可能なはずだった。だけど、まさか校舎の屋上から最大出力で飛ぶなんて考えてもみなかったのだ。ナノマシンの力で増幅された人工筋肉は、本気の想像を遙かに超えた高さに彼女たちを運んでいた。落下の衝撃は……吸収出来ない。

「何をしている！　防護ネット展開！　えふさんっ！　ガードロボット始動！　何でもいい！　三人の落下点で衝撃を緩かん和わしろ！」

　叫んだのは勇希姉だった。今日は自宅でえふさんの修理をしてたのか！

　勇希姉の指示で、一瞬で展開されたネットがロボットたちの手でマットの上に緩かん衝しよう材ざいとして移動される。こういうとき、ロボットの速度や正確さは凄すごいものがあった。

　高く飛んだ三人が降りてくる。その時、突然三人が光に包まれた。

「マジっ！　ナノマシンの出力が増大してるっ！　計測不能っ！　カムイも接近！」

　俺も気づいていた。でもカムイの事なんて、見てもいなかった。奇跡がおきている。

　繭まゆのような『ゼロ』に包まれた三人は、そのままゆっくりと俺の前に降り立った。

　信じられないことに、着地直前にふわりと浮いて、柔らかく降り立つ。

「みんな……よかった……」

　呆ぼう然ぜんとしているのはラブたちも同じだった。

「なんで……どうして、あたし、無事なのかにゃ？」

　明里さんが、ぽかんと口を開けている。

「ラブが、このギリギリの時になって力を発揮したのかな？」

　駆け寄った康夫は、ほっとした顔で微ほほ笑えむ。

「違います。『ゼロ』を動かしたのはラブじゃありません……たぶん、遙さんです」

「えっ、わ、私!?」

　遙が目を丸くする。俺たちも、ラブの言葉が信じられなかった。

「遙さんが、みんなを守ろうとする強い力が……『ゼロ』に伝わったのです。遙さん凄すごいです」

　ラブはそう言って、遙を抱きしめた。遙も目を白黒させている。事情を聞く余裕はなかった。

　もう一人の０ラブシリーズも降りて来たのだ。

「ち、ちょっと離しなさい！」

「いてっ！　カムイっ、もっと優しくしてくれよっ！　俺のご主人様だろ！」

　妙な事を言っているのは慎太郎だ。どうやら、慎太郎が時間稼かせぎをしてくれたおかげで無事に降りてこられたらしい。カムイは乱暴に慎太郎を振り払う。

　そして俺たちと向かい合った。手には、光の剣を握ったままで。

「結局……あなたたちの前でラブを壊すことになるのね。残念だわ」

　カムイは、そう言って俺と向かい合う。俺は、落ち着いていた。

「カムイ、俺の父さんがどこにいるか……知ってるか？　知っていたら教えてくれ」

「……どこにいるかは知らないわ。何をしているかなら、判っているつもりだけど」

　カムイは、そう言って剣を構えた。やはりカムイは父さんの失しつ踪そうと関係があるらしい。俺の覚悟も決まった。

「だったら……判っていることを教えてくれ」

「私の目的は０システムの破壊よ。まずはそれが先決」

　カムイは、ラブの方を睨む。俺は彼女の前に立ちふさがった。

「それはさせない。だけど、０システムを危険なものにもさせない。『キャシー』が、明里さんの足が今みたいな性能を手に入れたのは『ゼロ』のおかげだ。０システムは、絶対に危ないものじゃない。俺は、それを証明してみせる」

「……判って貰もらえるとは思っていない。なら……ここで……えっ！」

　そう言ってカムイが剣を振り上げた瞬間、手の中の光がかき消えた。

「な、なに!?」

「遙たちが命がけでここまでカムイを連れてきたのはただ逃げて来た訳じゃない」

　俺は、手元に持っていたリモコンを示した。

「ここには『ゼロ』を阻害する電磁波発生装置が用意してあったんだ。カムイ、君が中に入るまではわざと切っておいたのさ！」

「なっ！」

　カムイがきびすを返すのを見越したように、「こんな事もあろうかと」用意されていたネットが射出され、カムイを絡め取った。

「きゃあああっ！」

　予想外の方向から飛んできたからか、カムイは吹き飛ぶ。俺は慌てて彼女に駆け寄った。

「カムイ！　大丈夫か！」

「カムイっ、おいっ！　カムイっ！」

　慎太郎もカムイに取りすがって名前を呼ぶ。

「……０ラブシステム、メンテナンスモードに入りました。再起動時間は現在調査中」

　ラブが転んだ時と同じアナウンスに、俺たちはホッとした。

「マスター……」

　心配そうに、ラブがそばに来る。

「大丈夫。メンテナンスモードに入っただけだ。しばらくしたら目を覚ますよ。そしたら……いろいろ聞かないとな」

「はいです。ラブは、早くマスターのお父様のことが聞きたいです」

　慎太郎の膝枕で眠る凍りついたような美び貌ぼうのロボットを見ながら俺たちは同じことを考えていた。が、そこに遙が近づいてきた。目を三角にして怒っている。

「ラブ、ちょっとこっちに来なさい！　どうして、家に帰っておくように言われたのに、屋上なんかにいたの？」

「は、はいですっ、あ、あの……その……」

　しどろもどろになるラブに、遙は容よう赦しやなく言う。

「心配かけないように一人で何とかしようって思ったんだろうけど、ラブに何かあったら、それが一番あたし達を悲しませることになるって判ってる！　もうっ、ホントにラブもマジくんも判ってない！」

　遙の怒りはもっともだ。しかし、それだけでは終わらなかった。

「……まったくだ。遙さん、君の言うとおりだ。私は、五年は寿じゆ命みようが縮んだ自信がある。遙さん、本気、ラブ、そして明里さん。一体何がどうしてこうなったのか。説明して貰もらおう」

　青白い炎を上げて、今まで見たこともないくらい勇希姉が怒っている。

　俺たちは首をすくめた。そして大切な姉の当然のお叱しかりを部員全員で受けることになった。

　だけどやっと俺たちは、みんなで一歩前に進めたような気がしていたのだった。
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　大おお河が原わら家のガレージには、緊迫した空気が続いていた。

　俺たちの無む謀ぼうな挑戦に激怒している勇ゆ希き姉ねえを宥なだめながら、俺と康やす夫おは心配そうにカムイにくっついている慎しん太た郎ろうを何とか説得して、フリーズしている彼女をメンテナンスベッドに拘こう束そくした。目を覚ましても干渉装置は動いているから『ゼロ』は使えないはずだけど、カムイがもつ基礎能力だけでも人間の力で太た刀ち打うちできるレベルじゃないのは明らかだった。

「マジ、これで大丈夫かな」

　康夫が電子鍵かぎをセットして息をつく。急ごしらえの手て錠じようでベッドにつながれた姿は痛々しくて罪悪感すら覚えてしまう。眠っているカムイは、寂しそうな美少女にしか見えなかった。

「カムイ……カムイはいつ起きるんだ？」

「判らないけど、そんなにはかからないと思う。射出ネットで転んだだけだからボディに損傷もないしね。どっちかっていうと、ラブの方がダメージでかいくらいだよ」

　微かな罪の意識を振り払うように、俺は慎太郎の問いに答えてからラブを手招きした。

「ラブ、カムイが起きる前に調整しよう。その間に、カムイと二人で話したことも聞きたいからさ。それから……俺の指示を無視した事は反省して貰わないと」

「はいです。マスター、ラブは、マスターのご指示通りにします」

　殊しゆ勝しような態度だけど、今回のカムイとの邂かい逅こうはラブが引き起こしたようなものだ。

　俺は怖い顔をして彼女を見つめる。かばうように遙はるかがラブの前に立った。

「マジくん、ラブを怒っちゃダメだよ。ラブを怒ったら、遙がマジくんを怒るからね」

「は、遙。そんなこといったって……」

「そーだそーだ。大河原くんだって、バッチリみんなにナイショで準備してたんでしょ？」

　明あか里りさんも後押ししてラブをかばう。これじゃ、責めたら俺が悪役みたいだ。

「だけど、一歩間違えばラブは壊されちゃってたんですよ！　もう少し待ってくれれば、誰も傷つかずに捕まえる方法だってあったかもしれないのに！」

「……誰も傷つかずに、何かを手に入れることは出来ないです。ラブ、知ってます」

　ぽつり、呟つぶやいたのは美び貌ぼうのロボットだった。みんな、ぎょっとしたように凍り付く。

「ラブ、突然何をいうの？　そんなことないよ……」

　気を取り直した遙が、宥めるように妹同然に可か愛わいがっているラブに微ほほ笑えむ。

　どこかぎこちない笑顔に、ラブは透明な笑顔で応えてカムイに歩み寄る。

「……不思議です。ラブは今、カムイさんの……お姉さんの気持ちが判る気がするのです。お姉さんは、ラブを壊そうとしている時、いつも悲しそうでした」

　眠るようにフリーズしているカムイはひどく儚はかなげで、超常的な力を操って俺たちを襲っていた姿なんて想像できない。ラブは、心配そうにその顔を覗のぞき込む。

「ラブ、知りたいです。カムイさんがどうして０ラブシステムを壊そうとしているのか。それに、マスターのお父様がどうされているのか。ラブたちの妹……プロトⅢはもう壊されてしまったのか……そのために、ラブはカムイさんを傷つけました」

　実際にカムイを止めたのは俺の作ったセキュリティだけど、ラブはそのつもりで戦ったといっているんだと思う。そして、戦ったという事実自体が、ラブを傷つけているんだと思う。

「ラブはロボット３原則に従っただけだろ？　人間を守り、自分を守る、それはロボットに課せられた原則だ。ラブが気にする必要はない」

「……違う、気がします。ラブは、一人になれば危ないことを知っていました。マスターや、お友達の危険を減らしたいと考えたのは事実です。でも、それだけじゃなかったのです。ラブは……知りたかったのです。ラブの中にある、記録――記憶がなんなのか」

　絞しぼり出すように告げて、ラブは俺の顔を見た。

「記憶――って、爆発の記憶とかって言ってたヤツか？」

　以前、ラブの記憶がなくなった時にフラッシュバックが起こっていたのは聞いている。俺と遙は、プロトシリーズを作っている時に起きた爆発事故の記憶だと予測していた。

　遙の両親が命を落とした事故の記憶が、その時作られていたラブに残っているのだと。

「……記憶？　どういうことだ？　ラブ、具体的に説明してくれ」

　康夫を助手代わりにカムイのデータを取っていた勇希姉が顔をあげた。

　さっきまでの怒りの余波か、まだ顔を紅潮させている。

「……はいです。ラブには大河原博士の研究所で起動する以前の記録があるようなのです。ただ、思い通りにアクセス出来ず、内容も断片的です。現在もアクセスしようとすると、記憶の存在自体が否認されるのです。カムイさんはラブの記憶は『封印』されていると言ってました」

「記憶が封印……？　確かに０システムはブラックボックスだらけだが……」

　天才ロボット工学者として名高い勇希姉が腕組みして首を捻ひねる。俺と遙は顔を見合わせる。俺たちの予測をラブにぶつけていいものか、と。俺たちにとって、その悲しい事故は人生のターニングポイントといっていい出来事だった。その時、慎太郎がいきなり叫び声を上げた。

「カムイ！　ご主人様っ！」

　ご、ご主人様っ!?　な、なにを言ってるんだ慎太郎!?

　全員、目が点になっている中、慎太郎はひとり感極まったようにベッドに拘こう束そくされた黒髪の人工美少女にしがみつく。微かすかな電子音が響き、康夫がはっとモニターに飛びついた。

「カムイが起きたみたいだよ！」

　慎太郎は機械よりも早くカムイのメンテナンスモードが終了したのに気づいたのか。いったいどれだけ必死にカムイを観察していたんだろう。ご主人様って……どういうことだ？

　しかし、その疑問をぶつける余裕もなく、カムイのそばにラブが駆け寄った。

「カムイさんっ！　大丈夫ですか!?」

「ラブ？　……私……そう、メンテナンスモードになっていたのね。無ぶ様ざまだわ」

　うっすらと目を開けたカムイは、ラブを見た途端再び目を閉じる。

「はいです。気がついてくれてよかったです！」

「……訳が分からないわね。貴方あなたを壊そうとしている私を心配する理由はないでしょう」

　目も開けないままで、カムイは平坦な声を出す。

「目的を果たせなかったのは心残りだけど、こうなっては仕方ないわ。壊すなり封印するなり、好きにするといいわ。私がいなくなればプロトシリーズが一体減るのだから」

　観念した、というよりは疲れ果てた様子でカムイは息をつく。ラブがその腕にすがりついた。

「カムイさんっ、教えてください！　ラブはカムイさんに聞きたい事がいっぱいあるんです！」

「ラ、ラブ、どうしちゃったの……？」

　遙が困った顔になる。必死の表情に、俺たちは何も言えない。俺たちもカムイに問いただしたい事はたくさんあるんだけど、ラブは今にも泣き出しそうだ。

「早くカムイさんに……お姉さんに会いたかったです。ラブは、ラブは……」

「ラブ、落ち着け。カムイだってそれじゃ答えようがないよ」

　俺は、ラブを抱き寄せるようにして落ち着かせる。勇希姉が一歩進み出た。

「ふむ、先ほどまでの出来事で感情が安定しないようだな。ラブ、聞きたい事があるのは判ったが、まずは私たちに質問させてくれ。本もと気きと私には、至急確認すべきことがある」

　勇希姉の言葉に、俺は頷いた。

「カムイ、俺たちの父さんがどこにいるか教えてくれ！　知ってるんだろ！」

　失しつ踪そうした父さんの行方ゆくえは、今もって何の手がかりもない。カムイが何かを知っている……父さんをさらったのはカムイではないかと、俺たちは疑っていた。

「知らないわ」

　あっさりと回答が返る。素直に信じることはできなかった。

「そんな……カムイが何か関わっているんじゃないのか？」

　カムイが知らないとなると、本当に手がかりなしになってしまう。絶望が俺たちの胸に落ちる。だったら、父さんはどこにいってしまったんだ。それに心のどこかで、カムイが父さんの失踪に関わっているのなら、命の危険はないだろうと思っていたのだ。彼女が人間を傷つけるのを嫌っているのは明らかだったから。遙が不安げに俺の手を摑つかむ。

「マジくん……どうしよう……おじさまは……」

「待ってください！　カムイさんは、大河原博士がどこにいるか知らないといっただけです！　博士が何をしてるかは知っているって、さっき言ってました！」

　割って入ったのはラブだった。強い意志を瞳に宿して、カムイと向き合う。

「カムイさんっ、ラブはカムイさんを止めました！　約束を守ってください！」

「一方的に宣言はされたけど、約束したつもりはないわよ。それに、あの時も言ったわ。知らない方がいいこともある、と」

　ベッドに拘束された人工少女は、そう言って、ふいと反対を向く。話すつもりはないというように。慎太郎がカムイをかばうように手を広げた。

「な、なあ、ご主人様……じゃねぇ、カムイは人間を傷つけたくないってずっと言ってただろ！　マジの父ちゃんに酷ひどいことなんて絶対してないって！　な、カムイ！　そうだろ！」

　慎太郎……なんかお前もすっごく怪しいぞ。その言動。俺たちの疑問を代表したのは明里さんだった。歩行器ロボットはそろそろ電池切れらしく、その場に立ったまま慎太郎を指さす。

「川かわ森もりくん、なんかちょっとヘン。カムイちゃんをご主人様って言ったり、大河原くんのお父さんの話より優先でかばおうとするはおかしくないかにゃ？」

「い、いや、そーゆーつもりは全然ないっす！　ただ、カムイのせいじゃないと思うんっす！　だって、俺ら……俺ら、クラスメートだったじゃないですか！　だから、判るっす！　カムイは……本当はラブを復活させるために協力してくれたんですよ！」

「……待て、慎太郎。それ、どういうことだ？」

　聞くまでもなく、そこから慎太郎は、堰せきを切ったように語り出した。カムイがいなくなった後、連絡する方法を探した事、カムイと取引してプロトⅢを使う作戦を思いついた事。

「ち、ちょっと待ちなさいよ！　って事は、川森はカムイの居場所知ってたの!?」

「……違うわ。私は彼を利用しただけ。プロトⅢが見つかった後は用済みよ。それから連絡は取っていないわ……まさか先手を打たれるとは思わなかったけどね」

「先手？　どういうことだ？　プロトⅢは君が我が家から奪ったのではないか？」

　勇希姉が遮さえぎる。プロトⅠことカムイは俺たちを見て、深くため息をつく。

「違うわ。そうだったらどれほど良かったか」

「それ……どういうことなんですか！　カムイさん！　それに最初の質問にも答えてください！　大河原博士は無事なんですか？　何をしているかだけでも教えてください！」

「……聞いたところで、貴方には何も出来ないわ。出来るとしたら私だけよ」

　カムイは再び目を閉じた。俺と遙は必死に食い下がった。

「カムイ……教えてくれ。俺たちは、父さんの事が心配なんだ」

「お願い！　私たち、どうしても知りたいの！」

「カムイさん……お姉さん……お願いします」

　祈るようにカムイを見る。拘束されたままで、カムイは諦めたように答えた。

「……大河原博士は無事でいると思うわ。どこにいるかは知らない」

「何をしているか、判っているなら教えてくれ」

「……さらわれたんだと思うわ。プロトⅢを奪ったのと同じ存在にね。もう、時間がない……私を壊した後、せいぜい、ラブを守ってあげるのね」

　黒髪の人工美少女は、疲れたようにそういうと、勇希姉を見た。

「もう十分でしょう。これ以上は大河原博士について何も知らないわ。封印するなり、破壊するなり……終わらせて頂ちよう戴だい」

「待って、待ってください！　ラブは、もっと聞きたいことがあるんです！」

　ラブがカムイにすがりつこうとした、その時だった。

　爆発が起きた。

　いきなり、ガレージの隅に置かれたメンテナンス槽そうが轟ごう音おんを立てる。

「な、なに!?」

　バッテリー切れの『キャシー』から万能車くるま椅い子すに乗り換えようとしていた明里さんが声をあげる。全員が驚きよう愕がくに立ち尽くした刹せつ那な、遙の悲鳴がガレージに響き渡る。

「きゃあああっ！　どうしたの！　えふさん」

　メンテナンス槽を内部から叩き割って飛び出したのはＦ-０３ことえふさんだった。

　いつもの柔にゆう和わな笑顔は影を潜め、まるでゾンビのように表情がない。

　メンテナンス槽の破片を踏み割って、えふさんは歩き出す。

「えふさんっ、何をしている！　止まれ！　最優先命令！」

「排除……排除シマス。敵性存在―プロトⅠ……」

　彼女のマスターである勇希姉が指示しても、彼女は止まらなかった。

「え、えふさんっ、待ってください！」

　立ちふさがったラブの首に、えふさんは無表情に手を伸ばし……摑んだ。

　恐ろしい力で締め上げられ、ラブは吊り上げられる。
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「えふさんっ、ラブを離せ！」

　俺はえふさんの腕を摑む。その瞬間、えふさんは……俺を蹴けり飛ばした。

　床に倒れ込んだ俺は、痛みよりも驚きで呆ぼう然ぜんとしていた。ロボットが……人間を蹴った？

　故障……というにはえふさんは普通に動いているように見える。勇希姉も呆然としていた。

「なっ、どういうことだ……こ、こんな事例、聞いた事もない！」

「マジくんっ、大丈夫!?」

　駆け寄って来る遙に頷うなずいて、俺は立ち上がりえふさんに突進した。

「遙！　康夫！　明里さんを頼む！」

　そう叫びながらえふさんに体当たりする。ぶつかる直前、えふさんはラブを俺の方に投げた。

「きゃああっ！」

　俺はラブを抱き留めながら再び床に叩きつけられる。

「大丈夫か、ラブ!?」

「は、はいです！　ですがえふさんがっ！　それに……カムイお姉さんが狙われているようですっ！　えふさんっ、やめてください！　いつもの優しいえふさんに戻ってっ！」

　ラブの叫びは届かなかった。えふさんは、行く手にある機材を破壊しながら一直線にカムイが拘こう束そくされているベッドに近づいていく。凄すごい力だった。大型機材もすべて一撃で壊している。

　一瞬の隙すきをついて、勇希姉が手元にあったバールのようなものを振り回してえふさんの頭を打った。だけど小揺るぎもしない。えふさんは平然とカムイに近づいていく。

「くっ、えふさんのボディを強化したのが裏目に出たか……」

　曲がった金属の棒を抱えて、勇希姉が呟つぶやく。何が起きているか判らないけど、今のえふさんが拘束されているカムイを壊すのは難しくないと思われた。止めなければ！　そう思った時。

「……もう、こんな事が出来るようになってしまったのね。本当に、終わりが近づいている」

　悲しそうな顔で、カムイがベッドから立ち上がっていた。

「えっ、カ、カムイ……どうして」

「……俺が、拘束を解いた。このままだと、カムイが壊されちまう」

　傍かたわらで、慎太郎がすまなそうに俺たちを見ている。いや、それでいいと思うぞ。少しだけホッとする。カムイは、何故かラブの方を見た。何かを考える顔だった。

「今、壊れる訳にはいかなくなったようね。ラブ、手伝いなさい。このロボットは私たちの機体能力だけでは破壊できないわ。この干渉波の中では、私ひとりじゃ『ゼロ』を使えない」

「えっ……は、はいですっ！」

　慌てたように、ラブは立ち上がりカムイを見た。えふさんはカムイのそばに迫っている。

「強く願いなさい。『ゼロ』は……心で使うものよ」

　襲いかかるえふさんを交わして、カムイはラブの傍かたわらに立つ。

「え……えっと……」

「さっき、あなたが『ゼロ』の本当に力を使うのを見たわ。同じ事をするのよ」

「同じ事……でもあの時は、遙さんの力がラブに流れ込んで……」

「それでいい。心の力を感じなさい。さあ、あの子、友達なんでしょう？　止めるのよ」

　そういうと、カムイはラブの手を取った。ラブは、判らないままに頷く。

「は、はいです。カムイお姉さんっ！」

　二人が手をつないだ場所から……『ゼロ』の輝きが起こる。

「敵性存在……排除……プロトⅠ……プロトⅡ、敵性因子増大……増大……」

　えふさんは、光に押されるように動きを止める。そしてそのまま崩れ落ちた。

「えふさんっ！　大丈夫ですか！」

「い、今のは……」

　ラブが手を離してえふさんに駆け寄る。俺たちの問いに、カムイは肩をすくめた。

「私は壊そうとしたのだけれど。やっぱり、ラブは甘いわ」

　何が起きたのかも判らない。だけど……どうやら俺たちを守ってくれたらしい。

　感謝の言葉を口にしようとした時、ガレージの扉が開いた。

「マジっ！　遙さんっ！　勇希！　大丈夫!?」

　駆け込んできたのは、母さんだった。俺たちの無事を確認してホッとした顔になる。

「よかった！　それに……っ！」

　俺たちを抱きしめた後、母さんは……驚いた事にラブとカムイを抱きしめた。

「久し振り……久し振りね。久く遠おんさん……久遠湊みなとさん。私の……親友」

　母さんは、涙を流して二人を抱きしめる。

「え……え……？　なんですか……それって……ラブの記憶に……」

「知ってしまったのですね。残念です。そうならないようにしていたつもりなのに……」

　目を見開くラブと、悲しそうな顔のカムイ。俺たちは、何が起こっているかすら判らず、ただ立ち尽くすしかない。０ラブシステムを巡る謎は、大きく動き出そうとしていたのだった。
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あとがき









　もう何度も書いてきましたが、あとがきは苦手です。普段仕事ばっかりしているとたいして面白いネタが貯まらないんですよね。特に日々のネタをtwitterで書いてしまうようになってからは、更に書くのが難しくなりました。ブログを書いていた人たちがＳＮＳを始めると書かなくなっちゃう気持ちが判ります。

　基本、家の中でずーっと本とゲームとネット、ついでにアニメと映画に囲まれていられるだけで幸せになれるタイプの人間に、そんなに変わったことが起こるはずもないのです。

　日々面白い事が起こるのはたいてい息子に関わることなので、大きくなった後にどこかで本人の目につく可能性を考えるとあまり頻ひん繁ぱんにあとがきに書く訳にもいかず、いつも原稿を書き終えた後で、プロットを書く時なみに呻しん吟ぎんするハメになるのです。

　それに原稿を書き上げた瞬間というのは非常に幸福感があるので、それまでの辛つらかったことは殆ほとんど忘れちゃうんですよね。次からは原稿を書く前にあとがきを書けばいいのかも。もしくは途中の一番悩んでる瞬間に書くと、普段だったら絶対書かない妙な事を書けるような気がします。まあ九割方ネガティブになりすぎて担当さんに叱しかられる気がしますけど。

　そう考えると、作者の近況報告はあとがきでやるのが一番いいのは間違いないですね。昔から作られたシステムにはきちんと理由があるんだな、と納得いたしました。

　次の巻も、ネタに悩みつつ色々書いていきたいと思います。




　いつもお世話になっております。睡眠不足の松まつ智とも洋ひろです。

　今回は普段やっている自主合宿的なカンヅメをせずに書き上げると宣言して頑張ってみたのですが、今まで以上に睡眠時間が取れない展開になって多少反省しています。

　物語の方は、かなり佳か境きように入っている感じです。キャラクターたちの感情に影響されて色々と自分自身でも思っていなかったような展開も発生してまして僕自身もドキドキしてます。これからも、ななろば先生の挿絵を頼りにしつつ頑張って書きたいと思います。

　そういえば台湾版が発売されることになったそうで、そちらはカードケース付きの豪華版があるとか。もし見かける機会があったら手に取ってみてくださいね。




　最後になりましたが、この本は多くの方のご助力で書き上げることが出来ました。すべての関係者のみなさんに感謝いたします。

　そして誰よりも、読んでくださった貴方あなたに楽しんで頂けた事を祈ります。

　次巻も、『パパのいうことを聞きなさい！』も読んで頂ければ、これに勝る幸せはありません。


松　智洋　
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